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追憶一







「やぁ、こんにちは」

　そんな声に、桐きりはハッと我を取とり戻もどした。

　直近の記き憶おくが、どこか曖あい昧まいになっている。

　出かけようと自室の扉とびらを開けたはずが、なぜ気が付けば全く見知らぬ場所にいるのか。

（そういえば……？）

　少しだけ、思い出だす。

　――貴方あなたは、魔ま王おうを倒たおすために召しよう喚かんされました

　――魔王を倒していただければ、元の世界に帰しましょう

　つい先さき程ほど、真っ白な空間で。神のような？　存在にそんなことを言われたのだった。

　その時は、夢でも見ているのだろうと思ったものだが。

（まさか、本当に……？）

　周囲に視線を走らせる。

　一目で、そこが日本の中流家庭たる高たか関ぜき家の一室でないことはわかった。石造りの、広い部屋。窓はなく、灯あかりは壁かべに設しつらえられた松明たいまつだけに頼たよっているようで、少し薄うす暗ぐらい。そして、足元に目をやれば。

（……魔ま法ほう陣じん？）

　そうとしか称しようせない紋もん様ようが描えがかれていた。

「魔法陣が珍めずらしいかい？　そちらの世界にはないものなのかな？」

　しげしげと足元を見つめていたところに先程と同じ声が届いて、桐は視線を上げる。

　そして、そこにいた存在に目を奪うばわれた。

　肩かた口ぐちで切きり揃そろえられた緩ゆるやかにウェーブする金きん髪ぱつは、この薄暗い部屋の中にあってなお輝かがやいて見える。桐を見つめる碧あおの瞳ひとみは、穏おだやかな笑えみを形作っていた。その貴公子然とした美しい顔立ちは、彼かれが男であると認にん識しきした上でさえ桐を魅み了りようする。

（あぁ、なるほど）

　急に周囲の景色が変わった時でも、魔法陣を見た時でもなく。

（ここは、本当に異世界なのか）

　その青年を目にした時に初めて、桐はその事実を理解した。

「初めまして。僕ぼくはポスレ。ポスレ・スキュールといいます」

　青年……ポスレが、優ゆう雅がに一礼する。

「あ、えと、その……俺おれは、桐……高関桐……です」

　とりあえず名乗り返さなければならないという思いだけで、桐はあたふたと自己紹しよう介かいの言葉を口にした。

「キリ……か。いい名前だね」

　ポスレがその笑みを深める。

「これからよろしくね、キリ」

「あ、はい……よろしくお願いします」

　わけもわからないまま、桐は少し間の抜ぬけた顔でそう返した。




　この時の桐は、想像もしていない。

　この世界における、己おのれの役割を。

　この先、自身に待ち受ける運命を。

　この瞬しゆん間かんが……とある、終焉へと向かう物語の始まりであったということを。
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「やぁ、こんにちは」

　そんな声に、桐きりはその状じよう況きようを認識した。

　周囲は真まっ暗くら闇やみ。

　自身の姿さえも見えない漆しつ黒こくの中で、彼の姿だけがやけにハッキリと認識出来る。

　一いつ瞬しゆん、酷ひどく懐なつかしい気持ちになった。

　だが、彼と初めて出会った時とは何もかもが違ちがう。

　ここは召喚の間ではないようだし、桐は既すでにあの頃ころの純真さを持ち合わせてはいない。

　彼の表情もまた、あの時とは随ずい分ぶんと異なったものだ。

　笑みではある。だが、今のそれは酷く悲しげな色を帯びていた。

　何か言いたげに口を開いては、何も言わずにまた閉じる。

　彼は、そんな仕草を何度も繰くり返かえしていた。

　それから。

「君自身が彼かの女じよに言ってくれた言葉を、どうか忘れないで」

　結局それだけ言って、彼は暗闇に溶とけていった。




　ゆっくりと目を開ける。

「起きた？」

　どこか楽しげな女性の声が耳に届いた。

「アナタが居い眠ねむりなんて、珍しいわね？」

　隣となりに視線を向けると、メイの笑え顔がおが目に入ってくる。

　そこでようやく、桐は自身が眠ねむっていたのだと自覚した。

　少しだけ意識の空白があって、それから現状を思い出す。学園都市フロートへの道すがら、エイムが担かつぐ板の上に座すわったままで寝ね入いっていたようだ。

（……居眠り？　俺が？）

　その事実に対して、桐は。

（ありえない）

　頭の中でそう断じた。

　そう、ありえない……はず、だった。三百年に及およぶ鍛たん錬れんの末、桐は自身の身体からだを極限まで効率よく作り替かえている。ほとんど睡すい眠みんを必要としないし、まして自らの意志で眠りに入ったわけでもない『居眠り』など本来ありえない。

　だが、事実としてそのありえないはずの事象が発生している。

　そして、その原因にも心当たりはあった。

（魔王の力の影えい響きよう……か）

　あの日……ダイス邸ていで魔ま力りよくの制せい御ぎよを誤った時と同じ。

　魔王の首と対面して以来、桐の身体には明らかに異変が起こっていた。










「……んはは、俺も居眠りぐらいするっての」

　キリはそう言って笑った。

　いつも通りの、いかにも軽けい薄はくそうな笑み。

　そう、いつも通り……そのはずなのに、メイは妙みような胸むな騒さわぎを覚えた。

「キリ……もしかして、体調が悪かったりする？」

　なんとなく不安に思って、そう尋たずねてみる。

　思えば、キリが眠るところを見るのは初めてだ。いつもメイの方が先に眠るし、メイが起きる頃には既にキリは起きている。そもそも、眠っているのかさえ不明だった。

　そんなキリが居眠り……改めてそう考えると、不安も湧わいてこようというものだ。

「いや？　絶好調だぜ？」

　しかし、キリは冗じよう談だんめかして肩かたをすくめるだけ。メイの目には、確かに異常はなさそうに見えたが……重ねて問うべきか否いなかを、迷っていたところ。

「ししょー」

　下方から可愛かわいらしい声が上がってきたと同時、移動が止まった。

「……魔物かしら？」

　メイはそう尋ねながら、エイムが担ぐ板から降りる。手は剣けんの柄つかへ。

　キリに対する疑問は一いつ旦たん頭の隅すみへと追いやって、思考を戦せん闘とうモードに切り替える。

「まぁ、魔物は魔物だな」

「……？」

　その妙な言い回しに、メイは傍かたわらのキリに疑問の目を向けた。

　だが前方に生じた気配に、すぐにそちらへと視線を戻す。

「……なっ!?」

　そして、顔に驚きよう愕がくの色を浮うかべた。

　背の高い草を掻かき分わけて次々と飛び出してきた魔物は、オオカミのような姿。目は赤一色で、鋭するどい牙きばの間からダラダラとヨダレが垂れている。身体は、大きいとは言えないだろう。その体高は、せいぜいメイの膝ひざくらいまでといったところだ。だが、それが危険度と比例しないことをメイは知っている。イビルウルフ。一体一体の精強さもさることながら、群れとなった時の厄やつ介かいさは魔物の中でも上位に分類される。

　現在メイたちの目の前にいるイビルウルフの数は、十匹ぴきを優に超こえていた。屈くつ強きような護衛を何人も雇やとった大商隊とてひとたまりもないほどの脅きよう威いである。

　とはいえ。キリにエイム、バークレイまでいるこの状況で恐おそれるような相手ではない。

　ゆえに、メイが動揺したのは別の理由であった。

「この辺りにイビルウルフが生息してるなんて話、聞いたことがないけど……」

　イビルウルフは危険度が高いため、その姿が確かく認にんされればすぐさま周知されるはずだ。まして、十匹を超える群れともなれば早さつ急きゆうに国が討とう伐ばつ隊を組むレベルである。だがメイの耳にそんな情報は届いていないし、周囲の村を訪おとずれた際にも噂うわさ話ばなしすら聞かなかった。

　しかし。つい最近、メイは現在と酷こく似じした状況を経験している。

「まさか……」

「……ちょっとだけ、おかーさんの力を感じるです？」

　メイの推測を裏付けたのは、何気ない調子で紡つむがれたエイムの呟つぶやきだった。

　その大きな目をイビルウルフの群れに向けながら、エイムは小首を傾かしげている。母……すなわち魔王の力を感じると言いながらも、特に思うこともなさそうな表情だ。

「んはは、よくわかったな弟で子しっ子」

　キリが笑いながらエイムの頭を撫なでる。こちらも、何の動どう揺ようもないように見えた。少なくとも表面上は、という注ちゆう釈しやくは必要かもしれないが。

　先日、メイたちはバーキャ王国の貴族であるジン・ダイスの謀ぼう略りやくを暴あばいた。密ひそかに魔王の首を入手していた彼は、その力を利用し魔物……どころか、魔族をも操あやつる研究を行っていたのである。ダイス邸ごとキリが全すべてを吹ふき飛とばし、その研究は文字通り灰かい燼じんに帰したわけだが……その際にキリが見せた異常を思い出し、メイは不安を覚えていた。

「奴やつが集めておった魔物がまだこの辺りに残っておったか。それが、奴が死んだことで解き放たれた……と、いったところかのう？」

「たぶんそんな感じじゃね？」

　しかしバークレイとそんなやり取りを交かわすキリには、今のところ平素と異なる点は見当たらないように思える。

（……心配ばかりしていても仕方ないか）

　そう考えて、メイも意識を目の前の光景へと戻す。

「つーわけで、弟子っ子」

「はいです！」

　もっとも、キリがエイムの背中を押おした時点で自分の出番が来ないことを悟さとったが。

「ちょあー」

　一歩踏ふみ出したエイムは、気の抜けるような掛かけ声ごえと共に両手を前にかざす。

　しかし、そこから発生した現象はそんな掛け声からは想像も出来ない程ほどに壮そう絶ぜつなものだ。宙空より無数に紫し電でんが発生し、イビルウルフの身体へと降り注いでいく。第十階位魔ま法ほう《死し雷らい》……強力な魔物の群れが為なす術すべもなく次々と不気味な色の雷いかずちに焼かれていく光景は、まるで神の怒いかりに触ふれた罪人が裁かれている様のようにも見えた。

　数秒。イビルウルフの群れをこの世から消しよう滅めつさせるのに要した時間は、せいぜいその程度だろう。これまで捕ほ食しよく者しやとして数多くの獲え物ものを屠ほふってきたのであろう魔物が、この場では一方的に蹂じゆう躙りんされるだけの存在であった。

　とはいえその程度、メイにとっては今いま更さら驚おどろくようなことでもなかったが。

「んはは、流石さすがにオーバーキルだな」

　無論、キリもこの光景を当然のこととして受け入れている様子だ。

「むぅ……？」

　エイム本人にも誇ほこらしげな雰ふん囲い気きなど少しもなく……というか自らが消滅させた魔物にはもう欠片かけらも興味を残していない様子で、なぜか不思議そうに周囲を見回している。

「おかーさんの力、まだ周りから感じるです？」

　そう言って、首を傾かたむけるエイム。

「どうやら、解き放たれたのは今のイビルウルフ共だけではないようじゃの。周囲に比して明らかに強い力を持った魔物の気配を感じるわい」

「だな、この辺りにゃ結構な数がいそうだ」

　バークレイとキリの言葉に、メイはギクリと顔を強こわ張ばらせる。

「それ、大変じゃない……！　想定外に強力な魔物が跋ばつ扈こしてるなんて、ここを通る旅人たち……いえ、周囲の街まで危険かも……！」

　王族として、自領内でそのような危険が発生しているのを看過するわけにはいかなかった。まして、元はバーキャ王国の貴族が仕出かしたことから生じている事態なのだ。

（だけど……）

　逆に言えば、これはバーキャ王国の者が解決すべき事態ということでもある。

（キリたちなら、すぐに討伐出来るかもしれないけど……頼たのむのはお門かど違ちがい、か……お父様に報告して……いえ、その間にも犠ぎ牲せいが出るかもしれないし……近くの自警団でも率いて討伐隊を組む？　私が指揮して……）

　どうすべきかメイが思おもい悩なやんでいたところ、頭をポンと撫でられた。

「そうじゃないって、前に言ったろ？」

　振ふり返ると、キリの笑みが視界に入ってくる。

　いつもより、少しだけ柔やわらかい笑みだった。

「一人で背せ負おわなくていい」

「あ……」

　かつて魔王の呪のろいに取り込まれそうになった時に、キリから言われた言葉を思い出す。

　――私が、なんて思わなくていいんだよ

　――一人で全部背負わなくて、いいんだ

　そう、言ってくれたのだった。

「……そうだったわね」

　メイも、強張っていた顔を笑みに変えた。

「お願い、キリ。本来この辺りにいないはずの強い魔物たちを倒してくれないかしら」

　メイの言葉を受け、キリはその笑みをイタズラっぽいものに変化させる。

「んはは、姫ひめさんにも手を動かしてもらうぜ？」

「望むところよ」

　メイとて、キリたちに全てを丸投げするつもりは毛頭なかった。

「つーわけだ。弟子っ子、向こうの辺りは任せるから全部狩かってこい」

　右方を指しながら言って、キリは小さく首を傾ける。

「出来るな？」

「はいです！」

　師の確認に、エイムは迷う素そ振ぶりもなく満面の笑みで頷うなずいた。

「行ってくるです！」

　その表情のまま、キリの指している方角へピュンと駆かけ出す。

　瞬またたく間まにその背中が小さくなっていったかと思えば、彼方かなたから爆ばく砕さい音が響ひびき始めた。

「ワシは晩飯の準備をする。終わる頃には、ちょうどいい腹具合になっておろう」

　そう言い残して、バークレイは道に沿う形で流れている川の方へと向かっていく。こちらは、ゆったりとした歩みだ。

「んじゃ、俺らも行くか」

「そうね」

　頷いて、メイはエイムが行ったのと反対方向へと足を踏み出した。

　その少し後ろをキリが歩く。

「基本、俺は手を出さねーからそのつもりで」

「えぇ」

　キリがメイを心配して付いてきてくれていることは、十分に承知している。

　メイとしても、それ以上甘あまえるつもりはなかった。

「手て頃ごろな相手は……あそこの森ん中辺りかな」

「わかったわ」

　キリの指示に従い、薄暗い森の中へと足を踏み入いれる。

　同時に、メイは神経を研とぎ澄すました。木々の隙すき間まへと、油断なく目を走らせる。

　ガサリ。枝葉が揺ゆれた。問題ない、ただ風に揺られただけだ。

　キリたちと旅をするようになってからは彼らに頼り切りになっていたが、メイの索さく敵てき能力も決して一いつ般ぱんに劣おとるものではない。

（……来る！）

　メイの五感が、迫せまってくる敵の気配を捉とらえる。

　剣を抜き、待つこと数秒……それは、大木の裏から姿を現した。

　巨きよ大だいなカマキリ。その体高はメイとほぼ同じくらいだ。にも拘かかわらず冗談のように静かに、それはほとんど音もなくメイへと飛びかかってきた。

（キラーマンティス！）

　瞬しゆん時じにその魔物の情報を頭の中に呼び出す。危険度は、イビルウルフと同程度か更さらに上。端たん的てきに言って、メイが単独で討伐出来る相手ではない……が、しかし。

（いざとなれば、キリがいてくれる！）

　少しの不安もなく、メイはキラーマンティスと対峙した。

（キラーマンティス相手に、最も気をつけるべきはその鎌かま……特に）

　時間が引ひき延のばされているかのような感覚の中、メイの目は振り上あげられるその鎌の姿をしっかりと捉えている。ノコギリ状になっているそれは、刃はの一つ一つが磨みがき上げられた名めい剣けんのようだ。一度捕つかまれば、メイの身体など真っ二つに引き裂さかれることだろう。

　だが、やはりメイの心に恐きよう怖ふはない。

（初撃を、確実に避よける……！）

　しっかりと鎌を見上げたまま、メイはタイミングを計る。

　キラーマンティスに襲おそわれた者の大半は、最初の一いち撃げきで殺される。目で追えない程の速度で放たれるというそれをまず避けることが、生き残るための第一関門なのである。

（……今！）

　振り下おろされる気配を察知し、メイは僅わずかに身体を捻ひねった。鋭く風を切り、眼前を巨大な鎌が通過していく。メイの身体には、掠かすりもしなかった。

（あれ……？　ていうか……）

　若じやつ干かんの違い和わ感かんを抱いだく……が。

（今は目の前の敵に集中！）

　瞬時に頭を切り替え、鎌を踏み台だいにして跳ちよう躍やく。キラーマンティスの頸けい部ぶへと迫った。

（とりあえず、少しでも傷を付けて動揺を誘さそう……！）

　如何いかにも硬かたそうな外がい殻かくに向けて、全力で剣を振り抜く。

（手て応ごたえあり！）

　外殻を斬きり裂く確かな感かん触しよくが手に伝わってきた。

（……ん？）

　再度、違和感が生じる。

　そんな思考とは関係無しに、メイの剣はキラーマンティスの外殻へと深く食い込んでいき……そのまま、成人男性の胴どうほどもあるその首を両断してしまった。

（え、一撃で終わった……？）

　吹き出してくる透明な体液を浴びないよう跳とび退のきながら、内心で首を捻るメイ。

「んはは、お見事」

　パチパチパチと手を叩たたくキリの元に戻りながら、今度は物理的にも首を捻る。

「今の……どうやら、元から弱ってたか特別に弱い個体だったみたいね」

　メイの違和感の正体はそれだった。

　振り下ろされる鎌の軌き道どうが『見えすぎる』。

　その首を斬り裂く手応えが『ありすぎる』。

　結局一方的に倒してしまったわけだが、通常のキラーマンティス相手であればこんなことはありえないはずだ。それどころか、生せい還かん出来ていたかどうか。

「んにゃ？　別にそんなことはないぜ？」

　しかし、キリはそう言って肩をすくめた。

「向こうさんの気配は万ばん全ぜんだったし、特別弱いって感じもしなかったしな」

「でも、キラーマンティスって普ふ通つうは私が倒せるような相手じゃないわよ？」

　キリに言われても、メイの疑問は晴れないままだ。

「いや単純に、姫さんがもうそのレベルにまで至ってるってだけじゃん？」

　軽い調子で告げられた言葉に、メイはパチクリと目を瞬またたかせてしまう。

　メイ自身には、自分がそんなに強くなっているという実感など少しもなかったからだ。

（……あれ？　でも）

　ふと、考える。

　相手を観察する際の勘かん所どころ。回かい避ひの効率。剣撃の鋭さ。

　冷静に振り返ってみれば、どれを取ってもかつてのメイでは及びもつかないほどの動きを今の自分は見せていなかったか？　それも、特段無理するでもなく自然体で。

「私、成長してた……って、こと？」

　自分の両手を見つめ、どこか他人事のように呟く。

「日々の積み重ね、ってやつだな」

「そう……なのね」

　キリたちと出会ってからというもの、メイは彼らと共に鍛錬を重ねてきた。もっとも、流石にエイムと同じ内容はこなせないので、キリからメイ専用の鍛錬内容を考案してもらっている形だが……それでも毎日ヘトヘトになるまで鍛錬しているのだから、確かに全く成長していないという方が問題ではあろう。

「今の姫さんは、剣けん士しとしちゃ十分に一流って呼ばれる部類だと思うぜ？」

　キリの言葉が、ゆっくりと胸に染しみ渡わたっていく。

　最初は、祖父の勧すすめで始めただけの剣の道。自分でも出来ることがあるというのが嬉うれしくて、どんどんのめり込んでいった。せめて、自分の身くらいは自分で守れるように。目の前の誰だれかを守れるように。いつか、自分にしか出来ない何かを見つけるために。

　ついこの間まで、メイは剣士としても凡ぼん夫ぷの域を出なかった。しかし、キラーマンティスを単独討伐出来るとなれば確かに国でも有数の使い手と言えるだろう。多くの危険から、守ることが出来る。自分の身を……そして、目の前の誰かを。

　それが、メイにはたまらなく嬉しかった。

「ありがとう……アナタのおかげね、キリ」

　キリと出会わなければ、メイがここまで強くなることは出来なかったろう。

　だから、心からの感謝を込めてメイはキリへと礼を告げた。

「そりゃ違うな」

　だが、キリはゆっくりと首を横に振る。

「確かに多少道は示したが、そこを走ったのは他ほかならぬ姫さんだ。姫さんの、強くなりたいって意志だ。だからその強さは、単に姫さん自身の努力の賜たま物ものってだけだよ」

　事もなげに言うキリは、恐らく本心からそう言っているのだろうと察せられた。

「それでも……」

　しかし、だからといってメイの感謝の気持ちが揺らぐわけもなく。

　もう一度、お礼の言葉を重ねようとしたところで。

「おっと」

「へっ？」

　キリが、グイとメイを自身の胸むな元もとへと抱き寄よせた。

「ちょ、何!?　急にどうしたの!?」

　力強い腕うでに抱きとめられて、メイの鼓こ動どうの速さは急激に高まっていく。

「んはは、気ぃ張ってないと索敵能力が落ちるとこはまだまだ要改善だな」

　キリの言葉が一瞬理解出来ない。

　しかし、答えはすぐに頭上から現れた。

　ザンッ！　つい今しがたまでメイがいた場所を巨大な鎌が通過する。

　その段に至って、ようやくメイは状況を察した。

「キラーマンティス……もう一匹いたのね……」

　とはいえキリがいる以上この程度、危地ではありえない。

　なので、メイとしては。
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（い、いつまで抱きしめられてるのかしら……）

　ぶっちゃけ、そちらの方が気になっていた。

　随分と平和ボケした思考ではあるが、仕方ないとも言えよう。

（たぶん、今ここが世界で一番安全な場所よね……）

　自らの脳天へとキラーマンティスの鎌が迫っている状況で、メイは回避動作を取ろうとさえしなかった。鎌の軌道上に、キリの左腕が掲かかげられたことを知っていたから。キラーマンティスの鎌などでは、彼の肌はだに傷一つ付けることすら敵かなわないだろう。

　……そんな風に、考えていたから。

「………………えっ？」

　目の前に展開された光景に、メイは呆ほうけた声を出すことしか出来なかった。

　真っ赤な鮮せん血けつが吹き出している。メイのものではない。では、誰の血なのか。

　答えは一つしかない。

　けれど、メイには理解出来ない。

　なぜ、キリの腕が切断され宙を舞まっているのか。

　キラーマンティスの鎌が、斬り裂いた。見ていたはずなのに、理解出来ない。

　キリが傷を負うという事態など、全く、少しも、一度だって想定していなかったから。

「……んはは、改善点その二だな」

　平時と全く変わらない気楽げな声が耳に届いたことで、メイはようやく多少自身を取り戻すことが出来た。

「この程度で動揺してちゃダメだぜ？」

　そして、その頃には全てが終わっていた。

　キリが右手を軽く振っただけで、キラーマンティスの頭部が跡あと形かたもなく消滅する。メイには何をやったかさえわからなかったが、何らかの攻こう撃げきを加えたのだろう。

　だが、今はそんなことよりも。

「ちょ、キリ……！　腕……！　アナタの、腕が……！」

　未いまだ混乱状態にある頭では、上手うまく言葉を発することも出来なかった。

「あぁ、これ？」

　汗あせの一つもかくことさえなく、キリは左腕を軽く持ち上げる。既に出血は止まっているようだったが、その肘ひじから先はなくなったままだ。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、すぐくっつくから」

　その言葉に呼応するかのように、切り飛ばされた手が独りでに宙を舞ってくる。

　傷口同士が、ピタリと重なって。

「な？」

　傷がみるみる塞ふさがり、キリの左腕は傷一つない状態に戻った。

「そ……う、かもしれないけど……」

　確かに、結果だけを見れば何事もなかったのと同じなのかもしれない。

　だが。

「アナタが傷を負うところを見ると、驚くし……」

「んはは、なら俺の目もく論ろ見みは成功だな」

　メイの動揺を誘うため……そのためだけに自身の腕を切り落とさせたというのか。

「それに……辛つらいわ」

「別にこんくらい、痛みのうちにも入んねーぜ？」

　実際、先程のキリは毛ほどの動揺も苦痛も見せなかった。それは三百年に及ぶ修しゆ行ぎようの成果なのか……あるいは、かつての旅がそれほどに過か酷こくだったのか。

　いずれにせよ。

「それでも……私は、見ていて辛いの」

　むしろ動揺も苦痛も見せなかった事実こそが、メイの心に刺ささった。

「ん……」

　キリは、少しだけ頬ほおを動かす。

「んはは」

　そして、いつも通りに笑った。

「わかったわかった、もうしない」

　ポンポン、とメイの頭を撫でる。エイムにするのと同じような仕草。子供扱あつかいされているようではあったが、それが妙に心ここ地ちよい。

「んじゃ、狩りの再開といこうぜ」

「……うん」

　それでこの話は終わりとばかりに話題を切り替えたキリに、メイも頷いた。

「次の獲物は……向こうの方にいる奴にするか」

　歩き出すキリの後に続きながら……ふと、不安に襲われる。

「ねぇ、キリ」

「ん？」

　足を止め呼びかけたメイに、キリは何気ない調子で振り返った。

　そこに浮かぶのはいつも通りの……本当に、いつもと変わらない笑み。

　けれど。

「腕のこと、本当にわざとなのよね？」

　メイの脳のう裏りに蘇よみがえるのは、ジンとの一件で見られたキリの様子だ。魔王の力に近づくにつれ、キリの様子は明らかにおかしくなっていた。そして今、周囲には魔王の力を残した魔物が多数いるという。どうしても、関連性を考えてしまう。

「あぁ、もちろん」

　頷くキリには、少しの動揺も感じられなかった。

　その目を、しばらくジッと見つめ。

「……そう、ならいいの」

　メイは、それだけ言って歩みを再開させた。

　言いようのない漠ばく然ぜんとした不安が、未だ胸から消えないまま。










　その夜。

　森の中に設えた野営地で皆みなが寝ね静しずまる中、桐は少し離はなれた場所で夜風に当たっていた。

（異常は明らか、か……）

　左腕を軽く撫でながら考える。

　メイを油断させるためであると咄とつ嗟さに誤ご魔ま化かしたが、実のところ桐にそんな意図などなかった。あの一瞬、防ぼう御ぎよに回していたはずの魔力が乱れてキラーマンティスの攻撃が直ちよく撃げきしてしまったのだ。

（魔ま王おうの力の影響……？）

　可能性があるとすれば、それしか考えられなかった。しかし、だとしても有効な打開策が見いだせない。魔王の力と自分の不調が、どう繋つながっているのかが不明だった。

　――パキッ

「っ!?」

　背後から聞こえた音に、桐はハッと振り返る。

　そこには、いつの間にかエイムが立っていた。

　先さき程ほどの音は、足元の小枝を踏んだ音だろう。

　いや、それよりも。

（いつの間にか、だと……!?）

　無論、エイムには隠おん密みつ行動も教え込んでいる。本気で隠かくれて動けば、常人がその存在を察知することは不可能だろう。だが、それはあくまで常人ならの話。常に展開している桐の探たん索さく魔法で捉えられないはずがない。まして……。

「うゆ……」

　エイムは完全に寝ねぼけ眼まなこで、隠密行動を取っている様子すらないのだ。

　そこで初めて、桐は己が展開している探索魔法が乱れていることに気付いた。

「……どうした、弟子っ子。眠れないか」

　差し当たり表面上は平静を装よそおって、エイムに話しかける。

「ししょー……何をしてるです……？」

　頭をフラフラとさせながら、むにゃむにゃと寝ね言ごとのような調子で尋ねてくるエイム。

「あぁ、ちょっと夜風に……」

「召しよう喚かんされし者よ」

　その口調が、ガラリと変わった。

「何をしている？」

　目も、ハッキリと開かれる。

　爛らん々らんと輝かがやく紅あかい紅い瞳ひとみが、桐の姿を映していた。

「弟子っ子……？　……いや」

　表情を引き締しめながら、桐はジッとその様を観察する。

「お前、『何』だ？」

　その問いに、エイムは笑った。

　この世の邪じや悪あくを凝ぎよう縮しゆくしたような、怖おぞ気けを震ふるわせる笑えみだった。

「既に、わかっているのだろう？」

　そう言うと同時、エイムの全身から【黒】が吹き出だす。

「……魔王」

　向かってくる【黒】を自身の魔力で防ぎながら、桐は小さく呟いた。

「召喚されし者よ、己おのれが役割を忘れたか？」

「……忘れるかよ」

　その存在を倒たおすためだけに、桐はこの世界に召喚されたのだ。

「ならば……」

　そう呟きながら、エイムが桐に向けて手をかざした。

「おっ、ごっ……!?」

　瞬しゆん間かん、桐の身体からも【黒】が吹き出す。

（なんだ……!?　今、送り込まれた……!?）

　最初はそう考えたが、即そく座ざに否定。そのような気配はなかった。

　そして、思い当たる節なら別にある。

（あの時の……！）

　以前、メイを【黒】……魔王の呪いから助け出すため、桐は己の身体にそれを取り込んだ。その後、自らの魔力で吹き飛ばしたつもりだったのだが……。

（俺おれの中に残ってた呪いの残ざん滓しが、魔王の力に共鳴してやがったってことか……！）

　今いま更さらながらに、自身の不調の理由を知る。だが、今はそれについて考察している場合ではない。【黒】に操られるように、桐の身体は勝手にエイムに向けて歩き出していた。

　自らの意思に反して、手が振り上げられる。

　それを全力で振り下ろせば、エイムの首など簡単にへし折ることができるだろう。

「何の、つもりか知らねぇが……！」

　桐は、自身の身体に魔力を張はり巡めぐらせた。

「それをいつ為すか、決めるのは俺だ……！」

　体外に排はい出しゆつ……即座に無理と判断。【黒】は既すでに身体深くまで入り込みすぎている。

「てめぇなんぞに指図される謂いわれはねぇよ！」

　ならばと、逆に【黒】を体内に押し込むことにした。

　同時に、魔力の展開範はん囲いを拡大。エイムを包つつみ込み、彼女を取り巻いている【黒】も自身の内に吸収する。【黒】も抵てい抗こうするように暴れているが、勢いは桐の魔ま力りよくの方が上。

　やがて、全ての【黒】を吸収しきる直前。

「……願わくば」

　エイムの笑みが変化を見せた。

　邪悪な笑みではなく、どこか慈いつくしむような儚はかないものに。

「どうか、この子がこの子であるうちに」

「あ……？」

　桐には理解出来ない。

　その言葉の意味も、表情の意味も。

　だが、問い返す間もなくフッとエイムの身体からだから力が抜ぬけた。

「チッ……！」

　受け止めようにも桐の身体は動かず、エイムはそのまま地面に倒れ込むこととなった。

　邪じや気きのない顔で寝ね息いきを立てる様は、いつも通りにしか見えない。

（今は、こっちの方が問題か……）

　ひとまずエイムのことは置いておくことにして、自身の体内へと意識を集中させる。

（取り込んだ呪いを、どうにか抑おさえる必要があるが……）

　そう考えるも、己が内で暴れる【黒】を上手く制せい御ぎよ出来なかった。

（魔、王……！）

　胸の内を吹き荒あれる激情で頭の中が焼け切れそうで、魔力の操作に集中出来ない。

　魔王に対する怒りで、目の前が真っ赤に染まっていく。

（落ち、着け……！）

　深呼吸しようとして、失敗。浅く息を吸うだけに留とどまる。

（今更、魔王がどうした……！）

　だがそうすることで、しばらく呼吸すらも忘れていたことには気付けた。

（そんな感情、三百年で全部凍こおらせただろうが……！）

　浅く、呼吸を繰くり返かえす。

（もう一度……！）

　そうしながら、己の内に閉じ込める。

（凍らせろ！）

　凍らせる。封ふうじ込める。閉じ込める。

【黒】を。感情を。

　心の深く深くに押し込んで、固く鍵かぎをかける。

　三百年の孤こ独どくの中で、無意識にそうしたように。

　今度は、意識的に。

　三百年かけて押し込んだ時よりも、もっともっと、強く、強く、強く。

　全てを閉じ込める、封じ込め、凍らせる。

　――ドンッ！

　一いつ瞬しゆん、爆ばく発はつ的てきに膨ぼう張ちようした【黒】が周囲の木や地面を飲み込んで轟ごう音おんを立てた。

　だが、それは最後のあがきに過ぎない。

　これで、閉じ込められた。

　全てを。










　――ドンッ！

「うぇっ!?　何事っ!?」

　その轟音に、メイは慌あわてて跳はね起おきた。

「敵てき襲しゆうか……!?」

　バークレイの対応はメイより早く、既に杖つえを手にとって周囲へ警けい戒かいの目を向けている。

「……キリとエイムの姿が見えんな」

「えっ……？　あぁ、確かに」

　バークレイの言葉に、メイは初めてそのことに気付いた。

「ただ、あの二人なら何があっても大だい丈じよう夫ぶなのでは？」

「……ならば良いのじゃがな」

　バークレイの返答は、曖あい昧まいな調子を帯びていた。メイは二人の実力を全面的に信しん頼らいしているのだが、バークレイは違ちがうということなのだろうか。

「ともかく、音の方に行ってみましょう」

　疑問ではあったが、それよりも現状把は握あくが優先だろうと提案する。

「うむ」

　バークレイも頷き、二人は連れ立って歩き出した。眠ねむっている中だったので正確にはわからないが、音はそう遠くで生じたものではなかったように思う。

　果たして、異常はすぐにメイたちの目の前へと現れた。

　周囲の木々、そして地面が大きく抉えぐられた地形に出くわしたのだ。

　そして、その中心に二人の人ひと影かげ……キリとエイムだ。

「ねぇ、一体これはどういう状じよう況きようなの……？」

　尋たずねながら、メイは二人の方へと歩み寄る。

　地面に横たわって寝息を立てるエイムと、その傍かたわらにてぼんやりとした様子で佇たたずむキリ……という構図は、疑問を呈ていすに十分な状況だろう。

「えっ……と」

　キリが、メイたちの方へと顔を向けてくる。

　瞬間、メイは強きよう烈れつな違和感に包まれた。

　キリの、その表情。

　いつもの如何にも軽けい薄はくそうな笑みでもなく、時折見せる頼もしげな顔でもない。

「それが、俺にもさっぱりで……」

　どこか気弱そうで、不安げな……そう。

　どこにでもいる青年のような、と称しようするのが相応ふさわしいだろう表情だった。

「キリ……？」

「えっ……？」

　不安になって呼びかけると、キリはその顔を驚おどろきに染める。

「俺のこと、ご存じなんですか……？」

「はっ……？」

　その返答に、思わずメイは疑問の声を上げた。

「あの……」

　言いづらそうに、口ごもるキリ。

「ここは、どこですか……？　皆さんは、どちら様なんでしょう……？」

　そして、続いた言葉に。

「………………はっ？」

　メイは、もう一度疑問の声を上げることとなった。







追憶二







「いよいよ、魔ま王おう討とう伐ばつの旅の始まりなんだなっ！」

　バーキャ王都の正門をくぐってからしばらく、桐きりは興奮気味に捲まくし立たてていた。

　その目は、希望と期待でキラキラと輝いている。

「嬉しそうだね、キリ」

「そりゃそうさ！」

　微笑ほほえましげなポスレに、桐は大きく頷いた。

「俺の世界じゃ、魔王なんてのは創作の中にしか存在しないんだけどさ。それを倒す勇者なんて、主人公としちゃ王道中の王道だから。男の子的には、当然憧あこがれるってもんさ。まさか、十八歳さいにもなってその役割が回ってくるとは思ってなかったけどね」

　最後だけは、少し苦く笑しよう。

「ポスレはそういうの、ないの？」

　召喚されてから数日の間、桐は王城でこの世界について学んだり旅の準備をしたりしていた。その際に最も間近でサポートしてくれたのが、他ならないポスレだ。王子という身分ながら気さくな態度のポスレを相手に桐は早々に心を開いており、今ではこうして気安い友人のように接していた。

「この世界じゃ、魔王の被ひ害がいが実際に出ているからね」

「あっ、ごめん……」

　とはいえ細かい機き微びを察せる程ほどに多くの時間を共にしたわけでもなく、地じ雷らいを踏ふんでしまったかとすぐに謝罪する。

「謝あやまられるようなことじゃないさ。それに、魔王の被害だってもうすぐ終わりだ」

　ポスレの言っている意味がわからず、桐は小さく首を傾かたむけた。

　近々、魔王への対策でも実じつ施しされるんだろうか……なんて、ぼんやりと考える。

「僕ぼくらが、魔王を倒してしまうんだからね」

　だが続いたポスレの言葉に、自分たちこそがまさにその『対策』なのだと思い出した。

「うん、その通りだ！」

　だからもう一度、大きく頷く。

「さて……それじゃ、油断せずに行こう。そろそろ魔物も出てくるような場所に差さし掛かかるからね。魔王の元に辿たどり着つく前に倒れちゃ話にならない」

「わかった」

　そう返しながら、桐はチラリと自分の腰こし元もとに目を向けた。そこに携たずさえられているのは、新品の剣けんだ。多少扱い方かたは教えてもらったが、未だ桐に実戦経験はない。

　――ガサッ！

　桐が気を引き締めたところで、横合いの茂しげみがそんな音を立てた。

　直後、そこから何かが飛び出してくる。

「ひっ……!?」

　その姿に、思わず桐は頬を引き攣つらせながら半歩下がった。

　醜しゆう悪あくな小人、とでも称せばいいのだろうか。身長は、桐の腰こしまでくらい。だが、だからといって危険性が低いわけではないことを桐は直感的に悟さとっていた。人型ではあるが、パーツパーツはむしろ獣けもののそれに近い。その鋭するどい爪つめは、人の肌など容易たやすく斬り裂くことだろう。この距きよ離りでも臭しゆう気きが漂ただよってきそうな口の中に並ぶ、不ふ揃ぞろいな牙きばも然しかり。

　だが桐が最も恐おそろしいと思ったのは、それが纏まとう雰ふん囲い気きだ。殺気、というものなのだろうか。白目のない赤一色の目から、こちらを害する意思が明確に伝わってきた。

「ゴブリンか。最初の相手としては手頃だね」

　気楽げな調子で言いながら、ポスレは腰に差していた剣を抜く。

　それを見て、桐も慌てて剣を抜こうとした。だが、手元が覚おぼ束つかず上手くいかない。

「大だい丈じよう夫ぶ、大した魔物じゃないよ」

　桐の緊きん張ちようを見て取ったか、ポスレは安心させるように微笑む。

　だがそれを受けても、桐の手の震えが止まることはなかった。







第二章　かつての気質は印象相違







「つまり、ワシらのことを全く覚えておらんと言うのじゃな？」

「はい、すみません……」

　バークレイの問いに、キリは申し訳なさそうに頷うなずいた。

「別段謝る必要はないが……ならば、ポスレのことは覚えておるか？」

「いえ……誰でしょう？」

「ふむ……」

　キリの答えを受けて、バークレイは顎あごに指を当てた。

「お主自身のことについてはどうじゃ？　自分の名前は言えるか？」

「あ、はい。高たか関ぜき桐きりです」

「年ねん齢れいは？」

「十八歳です」

「この世界について、何か覚えておることは？」

「はい……？　この世界、とは……？」

　眉まゆ根ねを寄せるキリから視線を外し、バークレイとメイは顔を見合わせた。

「どうやら、こちらに来てからのことを全すべて忘れておるようじゃの」

「記き憶おく喪そう失しつ……という、ことですか」

　お互たがいに、難しい表情だ。

「えっと……俺は、記憶喪失なんですか……？」

「どうも、そうみたいね」

　不安そうに尋ねてきたキリに、メイは小さく頷く。

「俺、なんでそんなことに……？」

「それは、私たちにもわからないんだけど……」

　言いながら、メイは周囲に目を走らせた。

　巨きよ大だいな何かに食い破られたかように、一部が消失した木々と地面。

　何かがあったことは確かだろうが、それが何なのかまではわからない。

「エイムちゃん、エイムちゃん」

　キリの記き憶おくがないとなれば、わかる可能性があるのはもう一人の当事者と思おぼしき存在のみだろう。そう思って、メイは寝息を立てているエイムを揺ゆり動うごかした。

「うゆ……？」

　エイムが、ゆっくりと目を開ける。

「もう朝です……？」

　とはいえ開いたのは半分程度。完全に寝ぼけ眼だ。

「そうじゃないんだけど……エイムちゃん、ここでキミたちに何があったかわかる？」

「ここ……？」

　眠そうに半身を起こし、エイムは緩かん慢まんな動きで周囲を見回す。

「ここ、どこなのです……？」

　そして、トロンとした目で不思議そうに首を傾けた。

「……何も知らんようじゃの」

「ですね……」

　バークレイの言葉にメイも同意する。

「にゅう……」

　話が終わったと見たか、エイムが再びカクンと眠りに落ちた。

「っと」

　もう一度地面に横たわる前に、メイはどうにかその身体を受け止めた。

「……とりあえず、野営地に戻もどるかの」

「そうですね」

　頷いて、エイムを抱だき上あげる。

「えっと……俺はどうすれば……？」

「もちろん、私たちと一いつ緒しよに……来て欲ほしいん、だけど」

　メイとしては当然のことを言ったつもりだったが、言葉の途と中ちゆうでその認にん識しきを改める。

　メイたちの顔を見回すキリの表情が、不安一色に染まっていたから。

　確かに、今のキリからすればいきなり知らない場所で知らない者に囲まれている状況だ。不安にならないわけがないだろう。

　そう思って、メイはキリに向けて微笑んだ。

「大丈夫。私たちは、アナタの味方だから」

　それから、キリの手を握にぎって。

「アナタの記憶を取とり戻す方法だって、きっと見つけてみせるわ」

　キリが安心出来るよう、力強く言い切った。

「あ、はい……」

　するとキリは、ぼーっとした様子でしばらくメイの顔を見つめて……かと思えば、ふいに顔ごと視線を逸そらす。

「よ、よろしくお願いします……」

　そして、消え入るような声でそう言った。




「私はメイ。メイ・スキュール」

　野営地に戻った後、メイたちはひとまず自己紹しよう介かいから始めることにした。

　名も名乗らぬままでは、キリの不信感も高まるというものだろう。

「バーキャ王国、という国の第八王女よ」

「王女様なんですか！」

　メイの言葉に、キリはその顔を驚きに染める。

「どうりで……」

　そこまで言ってから、キリはハッとした表情となって口を噤つぐんだ。

「どうりで、何……？」

　気になって、メイは続きを促うながす。

「あ、いや、えと……」

　キリは、言いづらそうに言いい淀よどみ。

「気品があって、凄すごく綺き麗れいだなって……」

　それから、視線を外して頬を掻かきながら恥はずかしそうにそう続けた。

「そ、そう……ありがとう……」

　メイも照てれ臭くさくなり、礼を言う声は少し小さいものとなった。

「んんっ」

　咳せき払ばらいを挟はさんで、雰囲気を変える。

「それで、アナタには……以前、危ないところを助けてもらったの」

「はぁ、俺がですか？」

　いかにも意外そうに、キリは自分自身を指差した。

「えぇ。私は、アナタに救われた。肉体的にも……精神的にも、ね」

　キリに貰もらった言葉を思い出し、メイは小さく微笑む。

　すると、キリはメイの方を見たままぼんやりとした様子となった。

「？　どうかした？」

　尋ねると、ハッと我を取り戻したような表情に。

「あ、その、す、すみません……ちょっと、見み惚とれてて……本当に、現実とは思えないくらいの綺麗さで……笑うとますます、輝いてるみたいで……」

「そ、そう……」

　先程と同じように、お互いに照れて視線を逸らすという光景が展開される。

「アナタのその真まっ直すぐな物言いは、元からなのね……」

　メイは、その笑みを少し苦笑気味に変化させた。

「記憶を失なくす前の俺も、今の俺とあんまり変わらなかったってことですか？」

「いえ、雰囲気はだいぶ違うわね。今みたいなことを言っても、全く動どう揺ようした様子もなかったし。おかげで、なんだかこっちが負けたような気分になったものよ……ていうか、たぶん私のことを女性として見てなかったと思うのよね……」

　更さらに深まるメイの苦笑。

「いえ、そんなことは絶対ないと思います！」

「そ、そうかしら……？」

　しかし返ってきたキリの強い断定口調に、思わず面食らってしまう。

「そりゃそうですよ、他ほかならない俺自身が言うんだから間ま違ちがいないです！」

「そう……？　もしそうだったら、嬉うれしいんだけれど……」

　願望交じりにそう呟つぶやいたところ、キリがパチクリと目を瞬またたかせていることに気付いた。

「えっと、その……そうだったら嬉しいっていうのは……もしかして……」

「やっ、違っ、変な意味じゃないからね!?　ほら、女性としての矜きよう持じっていうか、そういうのが傷付くから的なアレだから！」

「そ、そうですよね！　そういうアレですよね！　や、別に勘かん違ちがいとかしてないッス！」

　お互いに顔を赤くして、わたわたと言い訳し合う。

「[image: ]んっ！」

　そこに、バークレイの咳払いが割り込んだ。

「そろそろよいかの？」

『あ、はい……すみません』

　ギロリと睨にらんでくるバークレイに、メイとキリの声が重なる。

　フンと鼻を鳴らした後、バークレイは少しだけ眼力を緩ゆるめたように見えた。

「ワシは、バークレイという。お主とは……」

　そこで言葉を切って、バークレイは左右へと一度ずつ視線を彷徨さまよわせる。

「腐くされ縁えんじゃ」

　そして、短くそう続けた。

　しばらく待ってみても、それ以上の言葉はない。

「その……かつての旅のことなどを話した方が記憶回復に繋がるのでは？」

　メイがおずおずと尋ねてみても、バークレイは押おし黙だまったままだ。

　キリも、どう反応すればいいのかわからないような顔をしている。

　とはいえバークレイ自身が話さない以上、メイが横から聞きかじりの知識で説明するのもどうなのか……と思い、メイも言葉を継つげなかった。

「えっと、それで最後は……」

　仕方なく、話題を求めて視線を下ろす。

　メイの膝ひざを枕まくらにして、エイムがスヤスヤと眠っていた。

「この子が、エイムちゃん。アナタの……いえ。それは、起きた時に本人から言ってもらった方がいいか」

　エイムについても、話す情報は本人に任せることにする。

「あ、はい……わかりました」

　エイムのことが気になるようではあったが、キリも頷いてくれた。

「……ところで。キリ、私たち相手に敬語で話す必要はないのよ？」

　自己紹介も一段落したところで、先程から気になっていたことを告げる。

「えっ、でも……バークレイさんは年上だし、メイさんは王族なんですよね……？」

　戸と惑まどった様子でキリは小さく首を傾かしげた。

「構わん」

「私も、問題ないわ。アナタとの付き合いは王族としてのものじゃないし……それに、そんな風に話されると距離を感じて寂さびしいもの」

　自分の気持ちを伝えたメイを相手に、キリは一瞬迷うような素そ振ぶりを見せたものの。

「はい、わかり……あ、いや……うん、わかったよ」

　そうして、口調を改めてくれた。

「ありがとう」

「いや、そんな……このくらいで」

　微笑んで礼を言うと、キリは顔を赤くする。

「と、ところで！」

　それを誤魔化すかのように、少しキリの声量が上がった。

「結局、俺はなんでこんなところにいるのかな？　っていうか……ここ、どこ？」

　物もの珍めずらしげに、キリはキョロキョロと周囲を見回す。

「なんか、景観が日本っぽくないような気がするんだけど……あれ……？　ていうか今更だけど、皆さん外国の方なんだよね……？　凄い日本語上手うまいけど……」

「えぇと、それは……」

　メイはチラリとバークレイへと目を向けた。

　バークレイは黙もくしたまま、口を開く気配はない。メイに説明しろということだろう。

「ここはアナタにとっての異世界、ということになるらしいのだけれど……」

　実のところ、この辺りはメイも正確に理解しているわけではない。

　なので、口調は少し曖昧なものとなったのだが。

「異世界転移したってこと!?　マジか！　そっか、『この世界』ってそういう……！」

　しかし、それだけでキリには十分伝わったようだ。

「わかるの？」

「うん、俺の世界じゃ創作の中でよく使われる設定だからさ！　まさか、本当にそんなことが起こるだなんて思ってなかったけど！」

　興奮した様子で語るキリの表情は、喜びに彩いろどられている。

「それってやっぱり、俺の中の秘ひめられた力とかが見込まれて召喚された感じっ？」

「召喚の条件は知らないけど……まぁ、アナタが強大な力を持ってるのは事実ね」

「ホントっ？　雑魚ざこ程度ならワンパン出来るくらいかなっ？」

「雑魚というか、この世界の大たい抵ていの存在は一いち撃げきで屠ほふれると思うけど」

「そのレベル!?」

　思った通りのことを言うと、キリの顔は驚きよう愕がくに染まった。

「いや、ちょっとそれは流石さすがに……最初からそこまでの力を持ってるとか、ゲームバランスがアレすぎない……？」

　それから、若じやつ干かん引き気味の様子で呟く。

「ゲームバランス……？　とやらは、よくわからないけれど。アナタの場合は、最初からそれだけの力を持ってたわけじゃないって聞いてるわよ。鍛たん錬れんの結果だって」

「あぁなるほど、レベル上げしまくったわけか……」

　メイの言葉に、キリは納なつ得とくの表情となった。

「確かに俺、ＲＰＧとかだと十分すぎるほどレベルを上げてからボスに挑いどむタイプだしな……むしろレベル上げこそが本番だと思ってるまであるし……」

「そういえば、前にもそんなことを聞いたわね……」

　出会った頃ころに交かわした会話を思い出し、メイは軽く苦笑。

　やはりこのキリと記憶を失くす前のキリは繋つながっているんだな、と実感する。

「つまり……倒すべき何らかの敵がいて、そいつがそんだけレベルを上げないといけないくらいに強大だってわけかな？」

「そう……ね。以前、アナタからはそう聞いたわ」

　ただ、今のメイはそれが必ずしも真実の全てではないのだろうと思っている。恐らく、魔ま王おうの強大さを前に己を鍛きたえる必要性を感じたことは事実なのだろうが……。

「それで、敵って？　やっぱり魔王とか？」

　そういった部分を話すべきか迷っていたところ、キリから問いが重ねられた。

「……えぇ、アナタは魔王を倒すために召しよう喚かんされたそうだから」

　メイも頭を切きり替かえて、知っている範はん疇ちゆうのことを話す。

「なるほど、王道ど真ん中って感じだなー」

　うんうん、と何度も頷くキリ。

「なんだか嬉しそうね？」

「や、まぁ……うん」

　メイが尋ねると、どこか恥ずかしそうに頬ほおを掻いた。

「十八にもなってアレだけど、やっぱそういうのに対する憧れはあったから」

「ふふっ、そうなのね」

　顔の作りは変わらないのに、こうしてコロコロと表情が変わるのを見ていると途と端たんに幼い印象となる。それがなんだか微笑ましくて、メイは小さく笑った。

「で……じゃあ、ていうことはさ」

　引き続きワクワクした調子で、キリは前のめりになって一同の顔を見回す。

「今は、魔王を倒たおすための旅の最中ってこと？」

「あー……うーん……」

　これに対して、メイは答えに窮きゆうした。

　いずれ自らが倒すべく、エイムを立派な魔王に育て上げるための旅。確かに、広義には『魔王を倒すため』の旅と言えなくもないのかもしれない。しかし、単純に肯こう定ていするには抵抗があり……何より、メイはキリが最終的にエイムをどうするつもりだったのかを未いまだわかっていない。むしろ彼かれらと一緒に過ごす時間を重ねれば重ねるほど、キリがエイムのことを元の世界に帰るための手段としか考えていないとは思えなくなっている。

「うにゅ……」

　自分の膝で眠る少女に目を向けたところ、エイムはむにゃむにゃ口を動かした。

「……ししょー」

　それからほとんど目を開けないまま、ゆっくりと身体を起こす。

　怖こわい夢でも見ていたのか、その表情はどこか不安げだ。

「ししょー……？」

　フラフラと夢遊病患かん者じやのように歩いていくエイムが、キリの元まで辿り着く。
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「ししょー」

「おっと」

　倒れ込んできたエイムを、キリが慌てて受け止めた。その腕うでを掻き抱き、エイムはまた寝息を立て始める。今度は幸せそうな表情だ。

「えっと……？」

　それをホッとした様子で見守ってから、キリはメイへと戸惑った視線を向けてきた。

「アナタの傍そばが安心するんでしょうね」

　メイはクスリと笑う。

「ししょーって……もしかして、俺おれのこと？」

「えぇ、アナタはこの子の師し匠しようなのよ」

「はぁ、なんでまたこんな小さい子の？　ていうか、何の師匠？」

「それは……」

　これまたなんと説明したものかと、メイが頭を悩なやませ始めたのとほぼ同時。

「っ！」

　何かに弾はじかれたかのように、エイムがバッと勢いよく身体からだを起こした。

　その目はパッチリと開かれており、先さき程ほどまでの眠そうな様子は微み塵じんも残っていない。

「ししょー」

「え……？　何……？」

　エイムはキリの方に視線を向けるが、キリは何がなんだかわかっていない様子だ。

　師し弟ていの言外のやりとりも、記憶を失くした状態では通じないらしい。

「？」

　そんなキリを見て、エイムも不思議そうに首を傾げている。

「敵襲じゃ」

　結局、答えはバークレイの口からもたらされた。

　メイもようやく状況を理解し、剣を手に取る。バークレイは既すでに杖を構えており、自然体ながらエイムも臨戦体勢に入っているように見えた。

「え？　え？　敵？」

　一人、キリだけがオロオロと周囲を見回し狼ろう狽ばいしている。

　何か声を掛けてあげるべきかとも思ったメイだが、一ひと先まず後回しにさせてもらうことにした。メイの知覚範はん囲いにまで、既にその気配が迫せまってきていたから。

　――ガサガサガサッ！

　森が蠢うごめく。

　否いな、木々に紛まぎれた魔ま物ものが動いているのだ。

「ハイトレントか……」

　メイはその魔物の名前を口にする。トレント系の上位種だ。

　とはいえ、この面メン子ツが揃そろっていて恐れるような相手ではない。

　ただ、懸け念ねん点があるとすれば。

「エイムちゃん、魔王の力の気配はある？」

「んー……」

　目の上に手をやって、エイムは一通り周囲を眺ながめた。

「無いよーなのです？」

「そう」

　その答えに安あん堵どする。

　今のキリが魔王の力に近づいた場合、何が起こるか予想出来ないのが心配だったのだ。

「それじゃエイムちゃん、火事が怖いから炎ほのお系けいの魔法は控ひかえてね」

「はいですー！」

　メイの注意に、エイムは元気よく手を上げて答えた。

「バークレイ様、この辺りは近きん隣りん住民の採集地になっています。ですので、《破光》で一気に薙なぎ払はらうようなことは控えていただけますと」

「……仕方ないの」

　こちらは不承不承といった様子でバークレイも頷く。やはり《破光》でやる気だったのか……と、メイは軽く肝きもを冷やした。

「あ、あの！　俺も戦った方がいいんだよね!?　この剣で……って、あれっ？　これ、錆さびてて抜ぬけない……!?」

　キリの方に目を向けると、彼は腰の剣を抜こうとして悪あく戦せん苦く闘とうしている最中らしい。

「……いえ、アナタが出るほどの相手じゃないわ。ここは任せて」

　一いつ瞬しゆん迷った後でそう返す。

　今のキリがどの程度戦えるのかが未知数だったし、実際手は十二分に足りている。

「ちょあー」

　気の抜けるような掛け声ごえと共にエイムの手から放たれる、第九階位魔法《狂氷》。月明かりを浴びてキラキラと輝かがやく細氷が、まるで生きているかのように群れとなって森の中を吹ふき抜けていく。荒あれ狂くるうそれらは無む秩ちつ序じよに動き回っているように見えて、その実正確にハイトレントを捉とらえて彼らを氷像と化していった。

「フンッ」

　続いて鼻を鳴らすバークレイが放つのは、第十階位魔法《斧ふ嵐らん》だ。無数の風の刃やいばが木々の間を駆かけ抜ける。一つ一つの刃は巨大でありながら、器用に本物の木を避さけてハイトレントだけを斬きり裂さいていた。

　二人共派手な魔法を使っているが、メイの言葉に従ってちゃんと森の保全のことも考えてくれているらしい。本当に大丈夫かと密ひそかにハラハラしていたメイは、ようやく安堵の気持ちを抱く。

「うおぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！　すげぇ、魔法だぁ！」

　そんな声に振ふり返かえると、キリがキラキラとした目で二人の戦いに見入っていた。

　子供のようなその表情に、メイも思わず口元を緩め……ふと、違い和わ感かんを覚える。

　キリの背後……その風景が、僅わずかに歪ゆがんで見える気がしたのだ。改めて目を凝こらして見れば……そこに、『何か』がいる。空気に溶とけ込んでいるかのような、透とう明めいな何か。

　そこまで考えたところで、メイはその正体に思い至る。

（しまった、シークトレント……！）

　トレント種と戦う時に最も注意すべき存在、シークトレント。通常のトレント種があくまで木々に紛れる程度の擬ぎ態たいなのに対して、この魔物は自身の身体そのものを周囲の景色に合わせて変質させることが出来るのだ。よく見れば見破ることも可能なのだが、他のトレント種との戦せん闘とうに気を取られているうちに背後から襲おそわれる犠ぎ牲せい者しやが後を絶たない。

　まさしく、今のキリのように。

「危ない！」

「へっ……？」

　シークトレントの枝が振り上げられているのを見て取り、駆け寄よったメイは呆ほうけた様子のキリを咄とつ嗟さに空いた左手で抱き寄せる。直後、振り下おろされるシークトレントの枝。しかし、それはキリの腕を掠かする程度に留とどまった。

「はっ！」

　右手の宝ほう剣けんを横に一いつ閃せん。不安定な体勢ではあったが、どうにか力を乗せることは出来た。手に確かな手て応ごたえが伝わる。事実、その刃はシークトレントの身体を真っ二つに斬り裂いた。元々、シークトレントは特性こそ厄やつ介かいだが強さそのものはそう大したことはない。

「……ふぅ」

　二つに分断されたシークトレントの身体がそれぞれ地面に落ちたのを確かく認にんしたところで、メイは安堵の息を吐はく。

「あ、あの……」

　と、胸むな元もと辺りから少しくぐもった硬かたい声が聞こえてきた。

（あれ……？　そういえば、何かを忘れているような……）

　などと考えながら視線を下ろすと……自分の胸に埋うずまっている、キリの顔が目に入ってきた。というか、未だメイが左ひだり腕うでで強く抱きしめたままの状態だ。

「っ!?　きゃあ!?」

　叫さけびながら、慌あわてて手を離はなして飛とび退のく。

「ご、ごめんなさい！　つい、咄嗟に……！」

「あ、いや、そんな！　なんかよくわかんないけど、助けてくれたんだよね……!?　ありがとう、助かったよ……！」

　メイとキリ、お互いにペコペコ頭を下げ合うという光景が展開された。

　それから、赤くなった顔をどちらからともなく逸らす。

　記憶を失くす前のキリのように全く女性として扱あつかわれないのも癪しやくだが、こうして普ふ通つうに反応されたらされたでどうすればいいのかわからなくなるメイだった。

「え、えっと、それで！　怪我けがはなかったかしら!?」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすため、さっさと話題を変えることにする。

　妙みように早口で、少し裏返った声になってしまったが。

「う、うん、おかげさまで……掠かすったところがちょっと痛むけど……」

　そう言いながら、キリは右腕を持ち上げた。腕を横断する形で、浅く傷が刻まれている。多少出血はしているが、特に問題はなさそうだ。この程度、怪我のうちにも入らない。

　……と、メイは判断していたのだが。

「あ……？　血……？」

　そんな声に顔を上げると、先程とは一転して蒼そう白はくになったキリの顔が目に入ってきた。

「キリ……？　大丈夫……？」

　キリに向けて、一歩踏み出だしたところで。

「血……苦手……」

　それだけ言い残して、グルンとキリは目を回した。

　そして、今度はキリの方からメイの胸元へと飛び込んでくる。

「ちょ……!?　キリ!?」

　それを慌てて受け止め、呼びかけてみるも返事はなく。

　彼が既に失神していることは、明らかであった。







追憶三







　血まみれの臓物がぶちまけられていた。

（ゴブリンなんてファンタジーな存在でも、その『中身』は変わんないんだな……）

　そんな自分の思考が、どこか他人のものであるように感じられる。

　そして、恐らくそれは現実逃とう避ひで……一瞬の後。

「う……[image: ]ぉぇっ……!?」

　桐きりはその場に胃の内容物を吐き散らした。

「キ、キリ!?　どうしたんだい!?」

　ゴブリンを一刀のもとに斬り殺ころし、刃に付着した血を拭ぬぐっていたポスレが慌てた様子となって駆け寄ってくる。

「体調が悪かったのかい？　それとも、まさか気付かないうちに毒でも……！」

「ゲホッ……ゲホッ……いや、そうじゃなくて……」

　鋭い視線で周囲を警けい戒かいし始めるポスレを、掠れた声で止めた。

「その、俺、グロ耐たい性せい全然なくて……」

「グロ……？」

「えっと……血とか、内臓とか、そういうの……苦手なんだ……」

　そう説明するも、ポスレは理解出来なかったようで大きく眉根を寄せる。

「ゴブリンの死体のことを言っているのかい？　確かに多少人の形に近い姿はしているけれど、あれは紛れもない魔ま物ものだよ？」

「それは……わかってるんだけど……」

「なら、食用の家か畜ちくを解体するのとさして変わらないだろう？」

「そういうのは、俺の世界じゃ専門の業者が……あぁいや、ごめん……とりあえず、今はちょっと休ませて……」

「あっ、気が利きかなくてすまない。近くに小川があるはずだから、そこで休きゆう憩けいしよう」

「うん……」

　ポスレに背中をさすってもらいながら、ゆっくりと移動していく。

「なんか……ごめん、こんなとこで足引っ張って……情けないよ……」

　桐の胸の内は、恥じ入いる気持ちでいっぱいだった。

「情けないだなんて思わないさ。というか今回の件は、僕ぼくの考こう慮りよ不足だ。違ちがう世界の人間なんだから、感性だって違って当然だったね。気が付かなくて申し訳ない」

　ポスレはそんな風にフォローしてくれるが、それによってますます自分の情けなさが際きわ立だっていくような気分だ。自分を不ふ甲が斐いなく思いながら……同時に、考える。

　今の今まで、浮うかれた気分だった。自分は、異世界に召喚された勇者なのだと。選ばれた存在なのだと。ゲームや漫まん画がで見たような冒ぼう険けんの主人公になれるのだと。

（俺は、それがどういうことかちゃんと考えていたのか？）

　自問への回答は、一秒と経たたず出てくる。

（考えてなんて、いなかった）

　そう、浮かれていたのだ。

　それこそ、至し極ごくリアルなゲームにログインしたくらいの感覚で。ここが紛れもない現実であると、言葉の上でしか理解していなかった。実感を持っていなかった。

　そしてたった今、思い知らされた。

（ここは……現実なんだ）

　先程の光景を思い出す。一瞬しか見なかったはずなのに、やけに脳のう裏りに残っていた。横一文字に切り裂かれた腹部。そこから噴ふん水すいのように飛び出す鮮せん血けつと、皮ひ膚ふを押し出すようにして現れたテラテラと血にまみれて光る臓物。

（斬れば、死ぬ）

　魔物だって生きている。

　生きているものを殺せば、死ぬ。

　そんな当たり前の事実を、ようやく認識する。

　そして同時に、もう一つの事実も否いや応おうなしに理解させられた。

（斬られれば、死ぬ）

　ゾワリと背が震ふるえる。

　先程、ポスレは一撃でゴブリンを屠った。もし、桐が対たい峙じしていたらどうだったろう？　同じことが、出来るわけがない。それどころか、手痛い反はん撃げきを受けていた可能性が高いだろう。あるいは、ゴブリンの代わりに倒れていたのは自分だったかもしれない。

　腹を切り裂かれて。

　臓物を撒まき散ちらして。

　そんな、自分の姿を想像し……桐は。

「[image: ]ぇっ……！　[image: ]、[image: ]ぇっ……！」

　またも、胃の中身を吐き出した。それも、今度は二度三度と続いていく。

　結局、胃の中身……どころか胃液すら出し尽つくすまで、嘔おう吐とが止まることはなかった。







第三章　変わらぬ少女と師弟関係







「うっ……？」

　朝日の光に反応したのか、気絶していたキリが小さく呻うめいた。

　その目が、ゆっくりと開いていく。

「気がついた？」

　それを見て取り、メイは穏おだやかに声を掛かけた。

「うん……？　あぁ、うん……」

　眠ねむそうに目を擦こすりながら、キリはのろのろと身体を起こす。

　油断しきったそんな姿も、メイの目には新しん鮮せんに映った。

「おはよう、キリ」

「うん、おはよ……おわぁ!?」

　徐じよ々じよに焦しよう点てんが定まってきたその目がメイの姿を捉えた途端、キリは驚おどろきの声を上げると共に大きく身体を仰のけ反ぞらせた。

「えっ、何!?　めちゃ美人!?　や、じゃなくて、誰だれ!?」

　何やら混乱状態にあるらしいが、その言葉にメイの胸を不安がよぎる。

「キリ、まさかまた記き憶おくが……？」

「……？　あ、いや、違っ！」

　心配の声をかけると、一瞬ポカンとした後でキリは慌てた様子で首を横に振った。

「ごめん、メイさん！　ちゃんと覚えてるから！」

　どうやら、ようやく頭がハッキリしてきたらしい。

「そっか……俺、異世界に来てたんだった……」

　額に手を当て、自分に言い聞かせるように小さくそう呟いている。

「あれ……？　でも、いつ寝ねたんだっけ……？　なんか、魔物が襲ってきて……？」

　不思議そうに首を捻ひねるキリ。

「アナタは昨日、自分の血を見て気絶したのよ。そのまま一晩眠ってたの」

「あー……」

　メイの言葉で状じよう況きようを思い出したのか、納得交じりの苦く笑しようを浮かべた。

「や、その……情けないんだけどさ。俺、グロ耐たい性せい皆かい無むで……血とか苦手なんだよね。たとえ、それが自分のであっても」

　己おのれを恥じ入るように、キリは少し俯うつむき気味に頬を掻く。

「別に、情けないだなんて思わないわよ？　アナタは本来こことは違う世界の住人なんだから、感性だって違って当然でしょ？」

　キリを気き遣づかったわけではなく、本心からメイはそう思っている。

　ただ……とも、思う。

　これが、己の血を見ただけで失神するような感性が、元のキリだったのだとすれば。

　腕を斬り飛ばされてすら微塵の動揺も見せず平然としていたあのキリは、ここからどんな経験を積んできたというのか。それを思うと、胸に重い気持ちが湧わき上あがってくる。

「ありがとう、そう言ってくれると……って、あれ？」

　メイの心境を知ってか知らずか、やはり苦笑気味に笑いながら礼を言って……ふと、キリは片眉を上げた。

「なんか、前にも似たようなフォローを貰ったことがあったような……？　いや、でも『違う世界』だなんて日本で言われる機会あるか……？」

　正確な記憶ではないのか、眉まゆ根ねを寄せて首を捻っている。

　メイは、そこに一つの可能性を見み出いだした。

「だったら、それってこっちに来てからの記憶なんじゃない？」

「そう……なの、かな……？」

　期待を込めたメイの問いに、曖あい昧まいな答えが返ってくる。

「もう少し詳しよう細さいを思い出せたりしない？」

「うーん……」

　目を瞑つぶって腕を組み、キリは考える仕草。

「薄うすぼんやりとだけど、頭の中にイメージが……メイさんと雰ふん囲い気きが似た人に言われたような……？　あれ……？　でもこれ、男の人かな……？」

「やっぱり！」

　喜色を浮かべ、メイはキリの肩かたに手を置いた。

「きっとそれ、ポスレ様よ！　記憶は完全に失われたわけじゃなくて、何かきっかけがあれば蘇よみがえるんだわ！」

「ポスレ……？　そういえば、バークレイさんもその人のことを覚えてないかって聞いてきたけど……誰なの？」

　目を開けたキリは、引き続き疑問顔である。

「私の遠い遠い親戚で、かつてアナタと旅をしていた方よ。それで……えっと……」

　どこから話すべきなのか。

　そして、どこまで話すべきなのか。

　迷ったメイが言葉に詰つまったところで。

「ただいまですー！」

「戻もどったぞ」

　朝の鍛錬に出ていたエイムとバークレイが戻ってきた。

　普ふ段だんであればキリがエイムを監かん督とくするのだが、キリの状況を鑑かんがみて今朝はバークレイがその役割を買って出ていたのだ。

「では、ワシは飯の準備をする」

「あ、はい。続けざまですみませんが」

「構わん、鍛錬なんぞワシはほぼ見とっただけじゃ」

　朝からエイムと一いつ緒しよの時間を過ごせて、さぞご満まん悦えつなのではなかろうか……などと密かに思っていたメイだったが、バークレイの表情は紛まがうことなきしかめっ面つらだ。いつもと違って、口元がヒクヒクと動いていたりもしない。

（というか……バークレイ様、昨晩からどうも様子がおかしい気がするのよね……？　何か考え込んでるような感じっていうか……）

　メイがバークレイについて考えている傍かたわら、エイムがキリに駆け寄っていく。

「ししょー、おはよーです！　朝の鍛錬、終わったです！」

　そして、輝くような笑え顔がおでキリを見上げた。

「おはよう。えっと……エイムちゃん、だったよね？」

「？」

　キリの返答に、その笑えみが疑問顔に変化する。

　なぜそんなことを聞いてくるのだろう？　と思っているのがよくわかった。

「エイムちゃん、さっき言ったでしょう？　キリは今、記憶を失なくしてるの」

「そうだったです！」

　訓練に向かう前にも話した内容をもう一度伝えると、エイムはポンと手を打つ。

「ししょー、記憶そーしつです？　なら、ボクとお揃いなのです！」

「えっ……？」

　如何いかにも嬉うれしそうに笑うエイムの言葉に、今度はキリが疑問顔となった。

「エイムちゃんも、アナタと出会う前のことを何も覚えてないらしいのよね」

「そうなんだ……」

　エイムに向けるキリの目が、同情的な色を帯びる。

「君も、大変なんだね」

「？　何も、大変ではないのです？」

　疑ぎ問もん符ふを頭に浮かべ、コテンと首を傾かたむけるエイム。

　師が何を言っているのかわからない、といった感じの表情だ。

「ししょーとの記憶があるから、その前の記憶なんていらないのです！」

「そ、そうなんだ……？」

　屈くつ託たくなく笑ってそう言うエイムに、キリは若じやつ干かん気け圧おされたような様子だった。

「俺、なんでこの子にこんな好かれてるの……？」

「私もあんまり詳くわしいことは知らないんだけど……」

　小声で尋たずねてこられても、メイとしては答えられることは少ない。

　ただ。

「アナタたちが強い絆きずなで結ばれているのは、確かだと思うわよ」

　何の証しよう拠こもないが、少なくともメイはそう信じていた。

「そう……なんだ」

　まだ疑問は残ったままのようだが、呟つぶやくキリはどこか嬉しげでもあるように見える。

「ししょー、ししょー！」

　と、エイムがまたキリを呼ぶ。

「朝の鍛錬、終わったです！」

　キリを見上げる姿は、何かを待ちわびる子犬のようにも見えた。

「え？　うん、それはさっきも聞い……」

「たぶん、褒ほめてほしいのよ」

　困こん惑わくするキリに、メイはそっと耳打ちする。

「あぁ、なるほど」

　納得の表情となり、キリはエイムの頭に手を乗せた。

「朝から頑がん張ばって、偉えらいね」

「はいです！」

　ようやく師に撫なでられて、エイムはご満悦の笑顔である。

「それで、何の鍛錬をしてきたんだい？」

「今日はおじーちゃんがいてくれたです！　だから、魔法の鍛錬なのです！」

「あっ、そうだ、魔法……！」

　保護者の顔になっていたキリが、一転して少年のように目を輝かせる。

「昨日の魔法、凄すごかったよ！」

「？　そうです？」

　エイムにとっては、特段誇ほこるようなことでもなかったのだろう。今度は、何を褒められたのかよくわかっていなそうな表情である。

「魔法って、俺にも使えるのかなっ？」

「えぇ、もちろん」

　ワクワクした調子で尋ねてくるキリに、メイは自信を持って頷うなずいた。

「ボクの魔法も、全部ししょーが教えてくれたです！」

　エイムも両手を上げてメイの言葉を後あと押おししてくれる。

「そうなんだ……俺って、もしかして結構凄い……？」

「凄いなんてものじゃないわよ」

　自分を指すキリに、メイは軽く苦笑を浮かべた。

「昨日エイムちゃんとバークレイ様が使ってたのは、第九階位と第十階位の魔法なんだけどね。一いつ般ぱん的てきには、今の人類に使える最高位は第十階位だと思われてるの。でも、エイムちゃんはそれを超こえる第十一階位の魔法まで使えて……」

「へぇ、凄いねエイムちゃん！」

「えへん、です！」

　キリの称しよう賛さんを受けて、エイムが誇らしげに胸を張る。

「それで、俺は何階位の魔法まで使えるの？　俺がエイムちゃんに教えたってことは、やっぱり第十一階位までいけるのかな？」

「いえ……」

　メイが否定すると、キリは一瞬残念そうな表情となったものの。

「アナタは、二五五階位までの魔法を使えるわ」

「桁けたが違ぇ!?」

　続いたメイの言葉に目を剥むいた。

「どこかで見た反応ね……」

　かつての自分と全く同じ反応に、メイは半笑いとなる。

「え、二五五……？　聞きき間ま違ちがいじゃなくて……？」

「えぇ、間違いなく二五五」

「文字通りに桁が違う……」

「アナタがそれだけ規格外な存在ってことよ」

「マジか……もしかして、いわゆるカンストレベル……？」

　流石さすがにそこまでとは予想していなかったのか、キリは自分の手を見つめて何とも言えない表情を浮かべている。

「ていうか、昨日の魔法で九とか十階位なんだよね？　だったら、第二五五階位とかそれもう世界を滅ほろぼすようなレベルなんじゃ……？　今の俺が万一間違えて暴発とかさせちゃったらヤバくない……？」

「あー……うーん……それは心配ない……と、思うわよ……？」

　キリであれば、この世界を滅ぼすことも不可能だとは思わないが。

　それは魔法の階位とは全く別の、主に力技によるところが大きいと言えよう。

「そうなの……？」

「えぇ、たぶん上階位の魔法ってアナタが思ってるようなものじゃないと思うから……」

　魔法に強い憧あこがれを持っているらしいキリの姿が過去の自分と重なり、口が重くなる。

「じゃあ例えば、第二五五階位の魔法ってどんな感じなの？」

　とはいえ、ズバリ聞かれれば答えないわけにもいくまい。

「えぇと……名前は確か……《愛いとしき純白と流るる母の舞ぶ踏とう》、だったかしらね」

「おぉ、なんか格かつ好こいい……！　それで、その効果は？」

　この輝く目を曇くもらせることになることは心苦しいけれど……なんて、思いながら。

「……ホカホカの炊たきたて白米を生成すること、だそうよ」

　答える声は、気持ち小さいものとなった。

「はい……？」

　キリが眉根を寄せる。

「ごめん、もっかい言ってもらえるかな？」

　それはメイの声量が足りなかったゆえなのか、あるいは聞こえた上で意味がわからなかったのか。恐おそらく、後者の可能性が高いだろう。

「ホカホカの炊きたて白米を生成する魔法なのよ、第二五五階位魔法《愛しき純白と流るる母の舞踏》っていうのは。実際、私もこの目で見たけど」

「えっと……」

　目め頭がしらを押おさえ、キリはゆっくりと首を横に振った。

「ハクマイ、っていう名前の強力な道具を生成するとか？」

「いえ、普通に食品の白米よ」

「食べると何かしらの強力な能力を得られたり？」

「いえ、普通にそういうこともないはずよ」

「あっ、こっちの世界じゃ白米って目め茶ちや目茶貴重とか!?」

「いえ、普通に出回っているわ。あんな風に調理したのを見るのは初めてだったけど」

「……なるほど」

　再度目頭を押さえ、首を横に振るキリ。

「つまり、どういうこと？」

「つまり、普通に炊きたての白米を生成するだけの魔法ってことよ」

「どういうこと!?」

　意味がわからんと言わんばかりのキリに、メイはまた半笑いとなる。

「どうも、上階位魔法ってそういう感じみたいなのよね。階位が上がるにつれて、戦闘に役に立つものじゃなくなっていくんだって。他ほかならないアナタが言っていたことよ」

「冗じよう談だんじゃなくて……？」

「これが冗談ならどれほど良かったことか……」

　かつてのメイも、全く同じことを思ったものであった。

「ボクは、《輝ける黄金の奇き跡せき》が好きなのです！」

　空気を読んでいるのかいないのか、ニコニコ顔のエイムが手を上げる。

「それも、上階位魔法なの……？」

「第二四六階位で、えーと……マヨネーズ？　を生成する魔法よ」

「あぁそう、マヨネーズ……」

　ようやく事実を受け入れ始めたらしく、キリも半笑いとなった。

「まぁ、でも、上階位じゃなければ普通に攻こう撃げき魔ま法ほうや回復魔法なんかもあるんだよね？」

　しかし気を取り直したのか、その表情を改める。

「えぇ、もちろん。アナタの腕うでを治したのも魔法だしね」

「え……？　あっ、そういえば……!?」

　己の右腕に目を向けて、驚きの声を上げるキリ。その傷が塞ふさがっていることに、今の今まで気付いてなかったようだ。

「ボクが治しといたです？」

「そっか、ありがとね」

「いえいえー、です！」

　キリに撫でられ、エイムは心ここ地ちよさそうに目を細める。

「それで……魔法って、どうすれば使えるの？」

「ごめんなさい、それについては私にはわからないわ。私は、魔法を使えないから」

　そう、口にした時。

　心に少しの波も立たなかったことに、メイは少なからず驚いた。

　魔法を使えないことは、長年のコンプレックスだったはずなのに。

　しかし、理由はすぐわかった。魔法無しでも、剣けん士しとして一いつ端ぱし以上に戦えるようになったこと。そして、何より……そんなメイを、認めてくれる人がいたからだ。

　改めて、感謝の気持ちを抱いだく。

「あ、そうなんだ？」

　しかし感謝を向ける対象は、メイのそんな気持ちになんて少しも気付いていない様子。

　そんなこともあるのかな？　とばかりに首を傾けているだけだ。

「えぇ。だからエイムちゃん、キリに魔法の使い方を教えてあげてくれる？」

「ボクが、ししょーに教えるです？」

　そんなこと思ってもみなかったのか、エイムはその大きな目をパチクリと瞬またたかせる。

「わかったです！」

　けれど一瞬の後、笑顔を輝かせて頷いた。

「ししょー、よいです？」

「うん、よろしくお願いします」

　自身を見上げて首を傾けるエイムに、キリが頭を下げる。

「はいです！　魔法を使うには……です」

　もう一度大きく頷いてから、どこか神しん妙みような顔となるエイム。

「グワッと集中してブワーッて魔法が出るのをイメージしてバッとやればいいです！」

　そして、そんな説明らしきものを口にする。

　メイには、言葉の意味もわからなければ謎なぞの身み振ぶり手て振ぶりの意味もわからなかった。

「……わかるかしら？」

「いや、ちょっと……」

　一応キリの方に目を向けると、彼かれも苦笑している。

「ねえエイムちゃん、キリからもそんな風に説明を受けていたの？」

　こう訊きけば改善するかと思い、尋ねてみると。

「は？　そんなわけないのです。ししょーを愚ぐ弄ろうするとメイさんでも許さないです？」

「なんで私が怒おこられてるの!?」

　急激に温度の下がったエイムの瞳ひとみに見つめられ、驚きよう愕がくの声を上げることとなった。

「えぇと……じゃあ、キリがキミにしてたように説明してくれる？」

　気を取り直し、改めてそう依い頼らいする。

「？　はいです」

　理由はわかっていない様子ながら、エイムも素す直なおに頷いてくれた。

　そのことに、ホッとするメイだったが。

「魔法とゆーのは、体内の魔力を変へん換かんして顕けん現げんする事象を指すです。ではそもそも魔力とは何なのかとゆーことですが、魔力とゆーのは……」

　直後に、少し後こう悔かいする。

（あ、これたぶん長くなるやつだわ……）

　キリは興味深げに聞いている様子だが、メイとしてはこの辺りの基き礎そ理論は散々学習した内容である。とはいえ、今いま更さら「やっぱり要点だけを」とは言いづらい。というか、その場合本当にエイムが要約された内容を話してくれるのかも若じやつ干かん不安である。

（とりあえず剣けんでも振ふっておこうかしら……）

　なんて考えて、剣の柄つかに手をかけたところで。

「飯の準備が出来たぞ……って、何をしとるんじゃお主ら？」

　声を掛けてきたバークレイが、一同を見て眉根を寄せた。

　朗々と語るエイムにそれを真しん剣けんに聞くキリ、その傍らで剣の柄に手をかけるメイ……となれば、確かに少々わけがわからない状況に見えよう。

「今、エイムちゃんからキリが魔法の使い方を教えてもらっているところで……そうだ、バークレイ様からも何かコツのようなものを教えていただくことは出来ませんか？」

　説明している途と中ちゆうで思いつき、頼たのんでみる。

「……無意味じゃ」

「えっ……？」

　断られることは想定していたが、その言葉は予想外で思わず聞き返してしまった。

「えっと……バークレイさん、無意味っていうのはどういう……？　他人から教わるようなもんじゃないとかそういうこと、なのかな……？」

「そうではない」

　キリの問いかけに、バークレイは首を横に振る。

「今のお主からは、魔力が全く感じられん。方法論以前に、魔法を使える環かん境きようが整っておらんということじゃ」

『へ……？』

「そーいえばそーなのです」

　メイとキリの疑問の声が重なる中、エイムが納なつ得とくの声を上げた。

「元々あったはずの魔力がなくなった……って、こと……？」

　自分の手を見て、キリがどこか不安げに尋ねる。

「それはありえん……とは、断じられんが。なにせ、聞いたことのない事象じゃからの」

　この世界の万ばん物ぶつには魔力が宿っている、というのが現在の魔法学における通説だ。それこそ魔法を使えないメイにさえも、魔力そのものは宿っている。魔力を宿さない存在など、メイも聞いたことがなかった。

「ただ、記憶を失う前のお主は非常に魔力の扱あつかいに長たけておった。意図せず魔力を失うような事態になるとは思えん。であれば逆に、意図して……例えば己が内の奥おく深ふかくに全すべての魔力を封ふう印いんした、といった風に考えた方が納得はしやすい状況じゃな」

「俺おれ自身が封印……？　何のためにそんなことを……？」

「さて……それは、それこそお主に聞いてみんとわからん」

　鋭するどい目でバークレイに睨にらまれ、キリがビクッと震える。

「……それより、早う来い。飯が冷めるじゃろうが」

　そんなキリから視線を外し、バークレイは踵きびすを返かえした。

「はいですー！　ごっはんー、ですー！」

　すぐに続いてきたエイムの頭を、バークレイが軽く撫でる。そんなバークレイの横顔になぜか何かに迷っているような気配が感じられたのは、メイの気のせいなのだろうか。










　先の違い和わ感かんについて結局バークレイに直接問うことも出来ず、メイとしては若干モヤモヤとした気持ちを抱かかえたままで取ることになった朝食もすませて。

　いつもであれば、そろそろ出発の時刻である。

　だが、キリがこの状態では予定通りに学園に向かうというわけにもいくまい。

「さっき、ほんの少しではあったんですけどキリがこの世界に来てからの記憶を取り戻したんです。ポスレ様と似たようなことを私が言ったからって。ですので……キリの記憶を取り戻すために、かつての旅路をなぞっていくというのは如何いかがでしょう？」

　そこで、メイはバークレイにそう提案した。

　バークレイは、それを吟ぎん味みするように瞠どう目もくして。

「……先に、南の村に向かう。食料の補給をしておきたいからの」

「え？　えぇ、それは問題ないと思いますが……」

　返ってきた肯こう定ていでも否定でもない答えに、メイは戸と惑まどった。

「では、決定じゃ」

　バークレイの口調は、それで話は終わりだと言わんばかりのもの。

（……補給が終われば、キリたちと旅した道を案内してくれるってことよね？）

　脳内でそう補完し、納得しておく。

　ちなみに、道程について話し合う二人の傍らでは。

「ヒュー！　ジェットコースターだぞー！」

「きゃー、ですー！」

　キリに抱えられ縦じゆう横おう無む尽じんに宙を振り回まわされ、歓かん声せいを上げるエイムの姿があった。

「キリ、エイム、そろそろ行くぞ」

　そんな二人に出発を告げるバークレイの口元は、少しだけ緩ゆるんでいる。メイが見ている限り、昨晩から初めてその表情の険しさが緩かん和わされた形だ。

「あ、うん」

　頷きながら、キリはエイムを地面に降ろした。

「それじゃ、準備するです」

　エイムは上じよう機き嫌げんな様子のまま、野営地近くの木に立てかけてあった板を取りに行く。

「そういえば気になってたんだけど、あのでっかい板って何に使うの？」

　数人は乗れる大きさの、分厚い板。確かに、普ふ通つうは旅の中で使うようなものではない。

「準備かんりょー、です！」

　一同の視線を受けながら、板を抱え上げたエイムが張り切った調子で告げた。

「私たちは基本、あの板の上に乗って移動しているのよ」

　その姿を指し、メイはそう説明する。
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「空飛ぶ板か何か、ってこと？」

「いえ、普通の板よ？」

「えっ……？　じゃあ、どうやって動くの？」

「あの通り、エイムちゃんが担かついで走るの」

「どういうこと!?」

　キリの反応に、やはり過去の自分を思い出しメイは半笑い気味となった。

「え、メイさん、あんな小さな子にどうしてそんな酷ひどいことを……!?」

「ちょ、私がやらせてるみたいに言わないでくれる!?」

　しかしキリがドン引きした視線を向けてきたので、慌あわてて訂てい正せいに入る。

「言っておくけれど、アナタの発案なんだからね？　いつからやってるのかは知らないけど、私と出会った時にはもう当然のようにやってたし」

「なぜ俺はそんな酷いことを!?」

　今度はキリ、過去の自分にドン引きしている様子である。

「えっと……別に虐ぎやく待たいとかそういうわけじゃないから、そこは安心して？　エイムちゃんの鍛たん錬れんの一いつ環かんとしてやっていることだもの」

　そんなキリを慰なぐさめる意味も込めて、そう説明を続ける。

「えぇ……？　鍛錬のためって言っても、これはないでしょ……」

「えっ……？　そ、そうかしら……？」

　引き続きドン引きしたままの表情で言うキリに、メイは目を瞬かせた。

　重量的な負ふ荷かがかかるのはもちろん、バランス感覚も鍛きたえられるので、なんだかんだで効率が良い鍛錬方法だなー……などと、メイは考えていたのだが。

「いやいや、小さい子が運ぶ板に皆みんなで乗るとか、絵面がヤバすぎだから……」

「それは、まぁ……そうなんだけど……」

　ゆえに、村に寄る場合など人目に晒さらされる場合は予あらかじめ降りる運用にしているのだが。

（あれっ、もしかしてそういう問題じゃない……？　私、キリに毒されすぎ……？）

　今の今までそれで問題ないと思っていたことに、メイは若干危機感を抱き始めた。

　救いを求めてバークレイの方に視線を向けると、彼はフンと鼻を鳴らし。

「本人たちが良しとしておるので黙だまっておったが、ワシもどうかと思うておったよ」

　裏切られた気分であった。




　かくしてエイム車は廃はい止しされ、徒歩で移動していくこととなった一行。

「元気に元気にー♪」

「歩いてこー、ですー♪」

　キリとエイムは手を繋つなぎ、即そつ興きようで作ったらしい歌を歌いながら歩いている。

「………………」

「………………」

　楽しげな二人とは対照的に、その後ろを歩くメイとバークレイの間にはずっと沈ちん黙もくが満ちていた。気難しい顔で黙り込むバークレイと並んでいるのは、割と気まずい。

「ん……？　なんか変な景色のとこに出たね？」

　ゆえに、メイも乗れそうな話題をキリが口にしてくれたのは正直ありがたかった。

　キリが目を向けているのは、打ち捨てられた廃はい村そんだ。

　もっとも、村だったとわかる要素は今や辛かろうじて家の骨組みの形状を残している木材くらい。それもほとんどが炭化してしまっているので、元木材と呼ぶべきか。地面には、自然に発生したものではありえない、抉えぐられたような形状の穴が多数空いている。

「あれは、戦せん場じよう跡あとね」

　メイの目から見れば、それは明らかだった。とはいえ、村の規模から察するに、戦せん闘とうと呼べる程の戦闘は発生しなかっただろうと推察されるが。その風化具合から、村が滅んだのは数百年前。となると、襲おそったのは魔ま王おう軍だろう。一方的な蹂じゆう躙りんだったに違ちがいない。

「へぇ、そうなんだ」

　キリは興味深げに景色を眺ながめているが、それだけ。

「……何か、思い出だすことはない？」

「何かって？」

　魔王軍との戦いであれば、キリが関かかわっていた可能性もあるだろう。そんな期待を込めて尋ねてみたが、特に思い出すようなこともないらしい。

「いえ……なんでもないわ」

　落らく胆たんが全く無かったと言えば嘘うそになる。

　しかし、この程度で記憶が戻るほど簡単ではないかとすぐに気を取り直した。

「エイムちゃん、疲つかれてないかな？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「はいです！　全然です！」

　キリの興味も、既すでに廃村からエイムに戻っているようだ。

「疲れたらすぐに言うんだよ？」

「はいです！」

「水分補給はこまめにね……はい」

「はいです！　んぐっんぐっ」

「そうだ、おんぶしてあげよっか？」

「はいです！」

　キリから受け取った水すい筒とうを手にしたまま、エイムがキリの背中にピョンと跳とび乗のる。

「おっと……ははっ、凄いジャンプ力だね」

　それを危あやうげなく受け止めて、キリは感心したように笑った。

　……そんな光景に。

「アナタ、無む茶ちや苦く茶ちやエイムちゃんを甘あまやかすわね……」

　メイは思わずそんな感想を述べる。

　記き憶おくを失くす前から、キリはエイムを甘やかしてはいた。しかし、それでも師し弟ていとしての体ていは保たれていたはずだ。エイムの師であるという実感が薄うすくなったためか、今やキリの甘やかしっぷりはバークレイの比ですらない。

　キリはかつて頑かたくなにエイムを甘やかしている事実について否定していたが、あれはもしかするとキリの中では本当に甘やかしていないつもりだったのかもしれない。

「そうかな……？」

　そして、今のキリもダダ甘やかし状態についての自覚がないようである。

「妹と同じように接してるつもりなんだけど……この世界だと、もうちょっとドライな感じが一般的なのかな？」

　言いながらも、キリは背にしたエイムの頬ほおを指で撫でている。受けるエイムは、少しくすぐったそうに目を細めていた。今まで以上に師との接せつ触しよくが多いからか、今日の彼かの女じよは終始ご機き嫌げんである。

（これは、たぶん何を言っても無む駄だね……）

　メイはそう察した。記憶が失くなって少し接し方が変わったとしても、この師弟の間に割り込むことが出来ないという点は変わらないなのかもしれない。

「アナタ、妹がいるのね？」

　なので、話題を変えることにする。

「あぁ、うん。ちょうどエイムちゃんと同じくらいの……ていうか俺、そんなことも話してなかったの？」

「そうね、あまりアナタから元の世界に関する話を聞いたことはないから」

　というか、記憶を失くす前のキリはあまり自分のことを語りたがらなかったように思う。メイとしてもその過去の一端を知っているだけに、あれこれ尋ねるのは遠えん慮りよしていた部分もあるが。

「そうなんだ？　別に隠かくすようなこともないと思うけど」

　しかし、今のキリは特段思うところもなさそうだ。

「ウチ、両親と妹の四人家族なんだけどさ」

　それどころか、自ら進んで話してくれるらしい。

「両親が共働きだから、昔っから俺が妹の面めん倒どうを見ることが多くて。おかげで、結構懐なついてくれてるんだよ」

「ふふっ、嬉しそうね？」

　メイも興味はあったので、積極的に相あい槌づちを打つ。

「そうかな？　ははっ、まぁそうかも。もう小学生に……あっ、小学生ってわかるのかな？　エイムちゃんくらいの子が通う学校なんだけど」

「学園の初等部のようなものね。わかると思うわ」

「そっか。それで、もう小学生も高学年になったのにお転てん婆ばなとこが変わらなくてさ」

「でも、そういうところも可愛かわいかったり？」

「そうそう。ま、手はかかるんだけどね」

　そんな風に穏おだやかにキリと話すのは、楽しかったけれど。

「俺が異世界に行ってきた、なんて言ったらあいつどんなリアクションするかなー」

　同時に、メイはどこか物もの寂さびしさのようなものも感じていた。

「土産話に出来るよう、ちゃんとこっちで活かつ躍やくしないとな」

　キリの主観ではまだこの世界に来て一日しか経過していないこともあってか、その口調に望郷の念のようなものはない。ただ、当たり前のようにそこを『帰る場所』として語っている。いずれそこに帰ることを、疑っている様子もなかった。

　それが、メイには少しだけ寂しかった。

　彼にとっての『帰る場所』がこの世界ではないと、改めて認にん識しきさせられたから。

　わかっていることだったはずなのに、いざこうして突つきつけられると……今キリは目の前にいるはずのに、どこか遠くに感じられる気分だった。

「あっ、そういえば妹といえば面おも白しろいエピソードがあって」

「それは是ぜ非ひとも聞いてみたいわね」

　メイの内心に気付く様子もなく、キリは楽しげに語り続ける。

（……記憶を失くす前のキリだったら、こんな内心も見み抜ぬかれていたのでしょうね）

　機き微びに聡さとかった彼のことを思い、メイはふとそんなことを考えた。







追憶四







　一夜の宿を求めて、桐きりとポスレはとある村を訪おとずれていた。

　身分を明かすと歓かん待たいだのなんだの気を使わせてしまうので、ただの旅人に扮ふんする形だ。また、この規模の村では貨か幣へいを渡わたしたところで他所よそとの交流が薄いのであまり歓かん迎げいされない。そこでこういう場合、桐たちは肉体労働を対価とすることにしている。

　というわけで現在、桐は近きん隣りんに出る魔ま物ものの討とう伐ばつに協力していた。

「キリさん！　そっちに行った！　頼んだぞ！」

「はい、了りよう解かいです！」

　村人が総出で追い込んで桐の方へと向かわせた魔物は、スモールボアー。その体長は優に成人男性の倍は超え、決して侮あなどって良い魔物ではない……が。

「はっ！　せっ！　ふっ！」

　その突とつ進しんをどうにか避よけつつ、桐はスモールボアーの巨きよ体たいに傷を刻み続けていた。

《ブフォォォォォォ！》

「でぇぇぇぇぇい！」

　カウンターとなるタイミングで、その額へと思い切り剣を叩たたきつける。

《ブ………………フォ》

　それがトドメとなったらしく、スモールボアーはズシンと地へと倒たおれ伏ふした。

「おぉ、すげぇ！　結局ほとんど一人でやっちまった！」

「やるなぁ、キリさん！」

　村人たちから称賛の声が上がる。

　既に桐がこの世界に召しよう喚かんされてからそれなりの時が過ぎており、今や桐の身体からだも随ずい分ぶんと鍛えられていた。もちろん、もう死体を前に嘔おう吐とすることもない。

「いえ……俺なんか、まだまだですよ」

　謙けん遜そんしつつも、桐自身日々強くなっていく自分を実感していた。魔物相手に命のやり取りをする日々ではあるが、充じゆう実じつしていると感じているのも事実だ。

「解体も手伝いましょうか？」

「いや、そこまで世話になるわけにはいかねぇよ」

「それに……今、男衆がほとんど出ちまってるからな。村が心配だ」

「だから悪ぃが、キリさんは先に戻もどってくれねぇか？」

　目の前の魔物を倒しても、村人たちの表情に浮うかれた様子はなかった。

　今の時代、魔物など倒しても倒してもきりがない。それに、いつ魔王軍が徒党を組んで襲ってくるか……そんな恐きよう怖ふに、人々は常に晒されているのだ。

「わかりました、じゃあそうします」

　頷き、桐は早足に村へと続く道を戻っていくことにした。




「あっ、お兄ちゃんが帰ってきた！」

「ホントだー！」

　村に戻った桐の元へと、子供たちがワッと駆かけ寄よってくる。

　村全体がどこか暗く重い雰ふん囲い気きに包まれる中、子供だけは明るく元気いっぱいだ。

「ねぇねぇ、魔物倒せた!?」

「どんな魔物だった!?」

「強かったー？」

　たちまち取り囲まれ、質問攻ぜめとなる。

「あぁ、スモールボアー……ってわかるかな？　猪いのししのでっかいやつでさ。突進が強力で何度もヒヤッとしたけど、どうにか倒せたよ」

『ホント!?』

　討とう伐ばつ完かん了りようを報告すると、ワッと歓声が上がった。

「今夜はごちそうだー！」

「お兄ちゃん、強いんだね！」

「魔王も倒せるー？」

　最後の質問を受け、桐はニッと笑う。

　屈かがんで、子供たちと視線の高さを合わせて。

「実はお兄ちゃん、ここだけの話だけどな……」

　声を潜ひそめながら言うと、興きよう味み津しん々しんな様子で子供たちが顔を寄せてきた。

　そこで、勿もつ体たいつけるために一いつ拍ぱく空ける。

「……魔王を倒すための旅をしてるんだ」

『英えい雄ゆう様だったの!?』

　目を丸くした子供たちから、先さき程ほどを遥はるかに上回る歓声が上がった。

「大人の皆には内ない緒しよだぞー？　大人の人たちに正体がバレちゃったら、英雄はもうその村にはいられなくなるんだから」

　身分を隠している都合上、そう釘くぎを刺さしておく。

　すると子供たちは口を両手で押さえ、神妙な顔でコクコクと何度も頷うなずいた。

「ねぇお兄ちゃん、魔王見たことある？」

「お兄ちゃん、魔族倒した？」

「お兄ちゃん、ドラゴンと戦ったー？」

　けれど、すぐに好こう奇き心しんに負けた様子で次々質問を投げてくる。

「あー……魔王に魔族、ドラゴンかー……」

　密ひそかに苦く笑しようして、桐は自らの頬を掻かいた。

　実のところ、未まだ桐の旅に英雄譚たんと呼べるようなエピソードは何もない。魔王城に向けて旅をしつつ、手て頃ごろな魔物を狩かっているだけ。いわば最初のレベル上げを行っている段階なのだ。実を言うと、今回仕留めたスモールボアーがこれまでで一番の大物である。

「そうだなー……例えば、前に倒した魔物なんかは……」

　桐はもっともらしい口調で言いながら、立ち上がって子供たちから数歩距きよ離りを取った。

「こんな風に襲いかかってきたなー……」

　出来るだけ悪そうな顔を浮かべて、両手を上げる。

「食べちゃうぞー！」

　そして、子供たちの方へと襲いかかるように駆け出した。

「わー！」

「食べられるぞー！」

「逃にげろー！」

　キャーキャー笑いながら、子供たちは散り散りに逃げていく。

「待て待てー！」

　両手を上げたまま、それを追いかけ回す桐。

　鬼おにごっこの開始、そして誤ご魔ま化かしの完かん了りようである。




「ぜぇ……ぜぇ……待て待てー……」

　この世界に来て、それなりに鍛えてきたつもりではあった。

「どうした魔物ー！　動きが鈍にぶってるぞー！」

「さては油断させて捕つかまえる気だなー？」

「なんと、そうだったのかー」

　しかしどうやら、子供の無限とも思える体力には勝てないらしい。息切れする桐の動きが鈍くなってきている一方、子供たちはまだまだ元気に駆け回っていた。

（いや、スモールボアーとの戦いで疲れてたし……向こうはちょいちょい交代で休きゆう憩けいしてる中、俺はずっと走りづめだし……）

　頭の中で、誰だれにともなく言い訳する。

「ふ、ふははっ、よくぞ我わが輩はいの企たくらみに気付いた！　褒ほう美びにお前から食ってやる！」

　それでも先に降参するのはなんだか癪しやくで、また子供たちに襲いかかろうとしたところ。

「やぁやぁ、悪いことを企む魔ま物ものめ！」

　そんな台詞せりふと共に桐の前に立ちはだかったのは、誰あろうポスレであった。

　桐とは別べつ枠わくで魔物狩がりに出ていたはずだが、どうやらそちらも片付いたらしい。

「この僕ぼくが退治してくれようぞ！」

　そして恐らく、桐の疲ひ労ろうを見て取って助け船を出してくれたのだろう。

　颯さつ爽そうと現れたヒーローに倒される魔物、シナリオとしては悪くない。

『あっ、王子様も帰ってきたぁ！』

　子供たち……特に女の子から、ポスレへとキラキラとした目が向けられる。

（俺はお兄ちゃんで、ポスレは王子様か……ま、さもありなんだな）

　心の中で、少しだけ苦笑した。




「にしてもポスレ、随分と子供の扱い方かたに慣れてるね？」

　疲れて眠ねむってしまった女の子を背せ負おいながら、傍かたわらのポスレへと尋たずねる。

　ちなみにポスレは、眠った子供を抱っことおんぶで二人同時に運うん搬ぱんしている状態だ。

（なんつぅ王族らしくない姿……）

　なんて、この旅の中で既に何度も思った感想を改めて抱く。

「あぁ、言ってなかったかな？　僕には、少し歳としの離はなれた妹がいてね。これがお転婆で昔から手を焼いていたんだけど、おかげでこの通りってわけさ」

「ははっ、なるほど。ウチと同じパターンか」

「キリのところも、妹さんが？」

「あぁ、そうなんだ。こっちもお転婆でさー」

「目を離すとすぐどこかに行ってしまうから心配だよね」

「そうそう、それでー」

　思わぬところで共きよう通つう項こうを見つけた桐とポスレは、しばしお転婆な妹の兄あるあるトークで盛り上がった。

　そして、それも一段落したところで。

「………………」

「………………」

　ふと、沈黙の時間が訪れる。とはいえ旅の中でずっと喋しやべり続けているわけでもなし、今更気まずさを感じるような間あいだ柄がらでもない。

「……ねぇ、キリ」

　沈黙を破り、どこか改まった調子でポスレが呼びかけてくる。

「護まもらないと、いけないね」

　何が、とは言わなかったが桐には不足なく伝わった。

　ポスレが優やさしい目を向ける、眠った子供たちを。

　その、家族を。取り巻く環境を。

　全てを、魔王軍から護らなければならない。

「……うん」

　自分の背負ったものの重さを改めて実感しながら、桐は深く頷いた。

　この世界の住人は、ゲームのキャラではない。家族がいる。死ぬこともある。死ねば悲しむ人がいる。そんなことは、この旅の中で既に十二分に理解していた。

　そして人々は今、等しく魔王と魔物の危機に晒されている。

　いつ死ぬともわからないような生活をしている。

　それを救えるのは、魔王を倒すために召喚された自分だけだ。

　決意を、覚かく悟ごを胸に。

「魔王を倒して……護ろう、全部」

　桐は、そう口にした。










　これは、桐自身が後にこの時のことを振り返った際に思ったことであるが。

　恐おそらくこの会話において、自分とポスレの間には随分な温度差があったのだろう。

　だから……全部を護ると言った時、ポスレの目に悲しげな光が宿ったことに。

　この時の桐は、気付かなかった。

　もっとも……仮に気付けていたとて、その後の何が変わったわけでもなかったろうが。







第四章　失くした記憶に暗あん中ちゅう模も索さく







　昼食を取るために休憩を挟はさんだ以外はほぼ歩き通しで進んだ結果、メイたちは日が暮れる前に小さな村に到とう着ちやくすることが出来た。

「……思ったより平和そうだね」

　その牧歌的な雰囲気を感じ取ってか、村の様子を眺めたキリがそんなことを呟つぶやく。

　実際、村人たちの顔はどこかのんびりとしたもので、少なくとも何かしらの危機が差さし迫せまっているようには見えない。平和な農村、と称しようして差し支つかえない光景だろう。

「アナタが作った平和よ」

「？　どういうこと？」

　メイの言葉を受けて、キリは疑ぎ問もん符ふを浮かべた。

　その反応に、あぁそういえばこれについて話していなかったかと思い出す。

　メイはチラリとバークレイの方に目を向けた。しかし、彼は一いつ瞬しゆんメイと目が合ってもすぐに視線を外して口を閉ざしたまま。当事者であるバークレイから話した方が良いかと思ったのだが、そのつもりはないというか。

　とはいえ、止めないということは話すなというわけでもないのだろう……と考えて。

「魔王軍の全盛期だった三百年前、人々は常にその存在に怯おびえていたと伝えられているわ。実際、被ひ害がいはとても大きかったって様々な記録にも残ってる」

　メイは、そんな風に話し始める。

「だけど、魔王を退けることでそんな状じよう況きようを打ち破ってくれた人たちがいた。それがポスレ様とバークレイ様、そしてアナタなのよ」

「？？」

　キリの頭の上に浮かぶ疑問符の数がますます増えた。

「えっ、ちょっと待って……？」

　考え込むように額に手を当てた後、キリはメイに疑問の目を向ける。

「三百年って、どういうこと？」

「それは、時が流れるとはどういうことかって話ではないわよね？」

「当たり前だけど!?　なんでこの流れでそんな哲てつ学がく的てきな話になると思ったの!?」

　なぜかというと、かつて他ほかならぬキリ自身が同じ流れでそんな哲学的な話に持っていこうとした実績を持っているためである。

「そうじゃないならいいのよ……それじゃ、アナタに聞いた話をそのまま伝えるわね？　順番に……まずは、三百年前のことから」

　メイは半笑いを引っ込め、そう前置く。

「アナタは、魔ま王おうを倒す存在としてこの世界に召喚された。召喚したのは当時のバーキャ国王の長男、ポスレ・スキュール王子。天才魔道士だった彼かれもまた、アナタと共に魔王討とう伐ばつの旅に出た。その道中でバークレイ様とも出会って、同行することになったそうよ」

　本人の話題が出たところでもう一度目を向けてみても、バークレイは我関せずとばかりに黙もくするのみだった。

「アナタたちは少しずつ魔王軍に奪うばわれていた地域を取り戻していって、ついには魔王軍を追おい詰つめるまでに至った」

　キリの方へと視線を戻しながら、メイは続きを語る。

「決戦の地となったのは、要よう塞さい国家デイテ。アナタたちはそこで休んで翌日魔王城に突とつ入にゆうするはずだったそうなんだけど、貴族の裏切りがあってデイテが魔王軍の襲しゆう撃げきに遭あってしまったの」

　キリは、真しん剣けんな表情でメイの話に聞き入っているように見えた。

「そして、アナタたちは初めて魔王と対たい峙じして」

　そこまで語って、メイは逡しゆん巡じゆんする。

　果たして、どこまで話すべきなのか。

　特に……ポスレ王子の、最さい期ごについて。

「……アナタたちはどうにか魔王を撃げき退たいすることに成功したものの、魔王本人については取り逃がしてしまったそうよ」

　結局、メイは語る内容をそれだけに留とどめた。

　キリの記憶を取り戻すことを思えば、詳しよう細さいに語るべきなのかもしれない。しかし当事者でもないメイが、恐らくキリとバークレイにとって最も大きな傷となっているであろう出来事を語るのはどうしても抵てい抗こうがあった。

「そしてアナタは、魔王を倒すための修しゆ行ぎように出た。圧あつ倒とう的てきな力を持つに至るまで、十分に、時間をかけて……ということで、三百年ほども鍛錬したと聞いているわ。肉体年ねん齢れいに関しては、異世界召喚された関係で止まっているみたい。そこは、アナタ自身も予想に過ぎないって感じっぽかったけどね」

「……はー、なるほど」

　キリはそう言って、いつの間にか入っていたらしい身体の力を抜ぬいたようだ。

「三百年かー。そりゃそんだけ修行すりゃレベルもカンストするってもんだわな。慎しん重ちように慎重を重ねる辺り、俺おれらしいというか……」

　納なつ得とく半分、呆あきれ半分といった調子で苦笑を浮かべるキリ。

「にしても、三百年って……そんなに魔王にビビったのかな……？　まぁ、文字通りの命がけだしな……当然と言えば当然か……」

　流石さすがは本人というべきか、かつて自身が語った内容とほぼ同じことを呟いている。

　だけど、とメイは思う。

　実際、魔王を倒すための力を蓄たくわえるために鍛錬していたのは間ま違ちがいのない事実なのだろう。しかし、もう一つ。その三百年は、キリの傷を癒いやす……否いな。傷に蓋ふたをして、見せないように出来るまでに必要な時間だったんじゃないかと。キリのことを知るにつれ、メイはそんな風に考えるようになっていた。

「だけど、これでようやく話がわかったよ」

　キリの言葉に、思考の海に沈しずみかけていたメイは意識を現実に引ひき戻した。

「つまり、レベルアップも完了して準備万ばん端たん。それで今は、新しい仲間と一いつ緒しよに改めて魔王討伐の旅に出ている最中……ってわけだね」

「いえ、魔王自体は三年前に別の人によって倒されているのだけれど」

「どういうこと!?」

　完全に理解したと言わんばかりだったキリの表情が一転、驚きよう愕がく一色に変わった。

「どういうことって言われても……そのままなんだけどね」

　これ以上説明のしようもなく、メイは軽く苦笑を浮かべる。

「えっ、じゃあ今は何のために旅をしているわけ……？」

　そんなキリの疑問に、一番に反応したのはエイムだった。立ったままうつらうつらと眠そうにしていたのが、急激にシャキンと目を開けて元気よく手を上げる。

「ボクを立派な魔王にするための旅なのです！」

「どういうこと!?　なんのために!?」

　しかし弟で子しの言葉は、師を更さらなる混乱に陥おとしいれたようだ。

「エイムちゃんを立派な魔王として仕立てあげた上で、改めて倒すためよ」

「お、おぅ……」

　メイが軽く補足すると、キリはドン引きした様子となった。

「メイさん、どうしてそんな酷いことを……？」

「だから私が主犯みたいに言わないでくれる!?」

　冤えん罪ざいに反論するも、確かに言葉が足りなかったかとメイも少し反省。

「メイさんが主犯じゃないって……え……？　ま、まさかこれも俺の発案……？」

「えぇ、まぁ、そうね」

　己おのれに恐れ慄おののいている様子のキリに、とりあえず肯こう定ていを返す。

「元々、アナタは魔王を倒せば帰れるって条件で召喚されたそうなのだけれど。他の人が魔王を倒してしまったせいで、帰れなくなったみたいなのね。そこで、魔王城で見つけたエイムちゃん……魔王の娘むすめを、育てることにした。いずれ誰もが認める立派な魔王になった後で、自ら倒すために」

　メイとしては、今度は言葉足らずにならないようちゃんと説明したつもりだ。

「お、おぅ……」

　キリのドン引き具合は変わらないようだったが。

「俺は、元の世界に帰るためとはいえ……自分のために、こんな小さな子を……？」

　よほど衝しよう撃げきを受けたのか、キリの目は若じやつ干かん焦しよう点てんが定まっていない様子だった。

「だけどね、キリ」

　そんなキリに、メイは自分の考えを伝えることにする。

「今のは、全部アナタ自身が言っていたことだけれど……私には、それが全すべてだとは思えないの。少なくともアナタがエイムちゃんに接する態度は、利用するだけの冷たいものには見えなかったもの」

　そんな推測しか述べられないことが、少し心苦しい。

「……本当のところは、記憶を失くす前のアナタに聞かないとわからないけどね」

「……そっか」

　けれど、キリの動どう揺ようも少しはマシになってきたようだ。

「じゃあ早く記憶を取とり戻して、俺に俺の真意を確かめないとね」

「えぇ、そうね」

　少し冗じよう談だんめかした調子のキリに、メイも笑って頷いた。

「ししょーは、ボクを倒さないのです？」

　二人を見上げて、エイムが不思議そうに首を傾かしげる。

「さぁ、どうなんだろうね……君の師し匠しように聞いてみないとわからないよ」

　苦笑気味に笑って、キリはエイムの頭を撫なでた。

「ししょーは、ししょーです？」

「ははっ、そうなんだけどね」

　ますます不思議そうな顔になるエイムに、キリの苦笑が深まる。

「にしても、俺がそんな大だい冒ぼう険けんをしてたなんてなぁ」

　と、やや唐とう突とつにも思えるタイミングでキリが話題を変えた。

「覚えてないのが悔くやしいよ。自分自身のためにも、早く記憶を取り戻さないと」

　エイムの疑問を誤魔化すような意味合いもあったのだろうが、本心からそう言っているのも事実であるように見える。

「……それは、どうじゃろうな」

　と、これまで沈黙を貫つらぬいていたバークレイがポツリと呟いた。

「？　それって、どういう……」

　キリが、バークレイへと疑問を投げかけたとのほぼ同時。

　ピクリと、バークレイとエイムが頬を動かし空を見上げた。

「えっ……？　どうかしたの？」

　キリもつられたように空を見上げながら、尋ねる。少し尖とがった空気を感じ取ったのか、ひとまずバークレイの呟きに関する疑問は置いておくことにしたようだ。

　メイはこれから起こる出来事を察し、念のため剣けんの柄つかに手を掛かけた。恐らく自分の出番が来ることはないだろう、とは予想していたが。

「ん……？」

「おい、あれ……」

「まさか……」

　やがて周囲の村人たちの幾いく人にんかも、空の彼方かなたを見上げてざわめき始めた。

　そして。

「ま、魔物だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

「ワイバーンか!?」

「にしてもでけぇぞ!?」

「ありゃ、グランドワイバーンじゃねぇか!?」

「馬ば鹿かな!?　そりゃ南の大陸に生息してる奴やつだろ!?　こんなとこにいるわけ……」

「言ってる場合かよ！　自警団を……」

「自警団でどうにかなる相手か！」

「だったらどうしろってんだよ！」

「逃げるに決まってるだろ！」

「ワイバーン種相手に地面を走ってかよ!?」

　村中がパニック状態になるまでは、あっという間だった。

　各おの々おの、逃げるだの戦うだの言って右往左往している。意思の統一が取れていないこの状況、魔物の襲しゆう来らい以前に人同士で争いが起こりそうな雰囲気だった。

　そこで……メイは、すぅと息を吸い込み。

「皆みんな、落ち着きなさい！」

　腹から、大声を出した。

　よく通る凛りんとした声に、村人たちがピタリと動きを止める。

「私はバーキャ王国第八王女メイ・スキュールです！　安心なさい、魔物はここにいる彼らが片付けるわ！　だから、皆は念のため屋内に避ひ難なんしておいて！」

　一瞬ざわめきはしたものの、村人たちはメイの言葉に従って屋内へと避難し始めた。

　半信半疑の様子ではあったが、ひとまずメイのことを信用してくれたようだ。

（ここで『私が片付ける』と言えないところが、ちょっと情けないわね……）

　内心でそんなことを思うが、表面上は頼たよれる王女を演じるため涼すずしい顔を保つ。

「じゃあ、ボクがやっちゃってよいです？」

　メイが頼たのむ前に、エイムがそう申し出てくれた。

　許可を求める先は、もちろん彼女の師。

「えっ……？　いや、やっちゃうって……」

「キリ」

　どう答えればいいのかわかない様子でオロオロするキリに、呼びかける。

「許可してあげて？　たぶん、それですぐに終わるわ」

「でも、危ないんじゃ……？」

「昨日のエイムちゃん、見てたでしょ？　大だい丈じよう夫ぶよ」

「あっ……そっか……」

　昨晩の光景が頭から抜け落おちエイムをただの幼子と思っていたのか、メイの言葉でようやくキリも納得の表情となった。

「じゃ、お願いできるかなエイムちゃん。でも、危ないと思ったらすぐ逃げるんだよ？」

「はいです！」

　心配げなキリとは対照的に、エイムの顔に浮かぶのはこれから遊びにでも向かうかのように楽しそうな笑えみだ。もっとも、彼女にとってはこの程度遊びの範はん疇ちゆうだといえばその通りなのだろうが。

「ちょあー」

　相変わらずの、気が抜けるような掛け声。

　それと同時に彼女の両手から放たれたのは、百は下らないであろう数の炎ほのおの柱だ。それらが上空に向かっていく光景は、まるでドラゴンが宙を駆け上のぼっているかのよう。彼かのドラゴンは、グランドワイバーンを喜び勇んで飲み込んでいく。それに襲おそわれれば、為なす術すべもなく燃もえ尽つきるのみ。

　空を飛ぶ魔ま物ものの中ではドラゴンに次ぐとさえ言われているグランドワイバーンの群れは、ものの数秒で一いつ匹ぴきの例外も許されず消し炭を残すのみとなった。

　第十一階位魔法《炎流》。その威い力りよくは、相変わらず凄すさまじいの一言だ。

「かんりょー、です！」

　災害級の魔物に訪れた惨さん劇げきを引き起こした当人とは思えない、純真な笑みでエイムがキリへとそう報告する。

「お、おぅ……」

　未だ空を見上げたままだったキリは、若じやつ干かん引き気味な模様。

　恐る恐るといった調子で、エイムの方へと目を向ける。

「魔ま王おうとして育てる育てない以前に、現時点で俺は君に勝てるの……？」

「そんなの、らくしょーに決まってるです？」

　何を言ってるのかわからない、といった表情でエイムはコテンと首を傾かたむけた。










「にゃはは、じゃんじゃん持ってくるのです～！」

　エイムの可愛かわいらしい笑い声が広場に響ひびく。

　村を救った英雄として宴えん会かいに招かれる、という以前にも経験したような展開。

　あの時と異なるのは、名実共に立役者であるエイムが宴うたげの中心にいるという点だ。

「おっ、嬢じようちゃんいい飲みっぷりだねぇ！」

「将来いい女になるよ！」

「さっ、もう一いつ杯ぱい！」

「んぐっんぐっ……ぷはぁ！　です！」

　村人に煽あおられてエイムがグイグイと飲んでいるのはただの果か汁じゆうで、酒は入っていない。

「ボクは、イイオンナじゃなくて魔王になるのです～！」

　にも拘かかわらず、若干……というか結構エイムのテンションがおかしい感じがするのは、場の雰囲気に酔よっているのだろうか。

「魔王か！　そりゃぁいいや！」

「この歳であんなに強ぇんだ、そら行く末は魔王だな！」

「ははっ、かもな！」

　本来であれば、「魔王になる」なんて発言はたとえ冗談であっても多くの者が顔をしかめる類たぐいのものである。それほどに、この世界で魔王という存在は未だ恐れられていた。

　しかし、宴会の空気がその辺りも無礼講としてくれているらしい。

「一番エイム、歌うです！」

　ダン！　と空のコップを置いたエイムが突とつ如じよそんなことを言って椅い子すの上に立った。

「る～♪　ららら～♪」

　そして、椅子の上で器用にバランスを取って踊おどりながら歌い始める。

「がははっ！　いいぞ～！」

「こりゃ将来は歌うた姫ひめだな！」

「はっはっはっ、結局嬢ちゃんは将来何になるってんだい！」

「決まってらぁ、歌姫で魔王ないい女よ！」

「違ぇねぇや！」

「です～♪」

　やんややんやと村人たちに囃はやし立たてられ、エイムは大変にご機き嫌げんそうだ。

（………………ホントに、お酒入っていないのよね？）

　この辺りで、メイは若干不安になってきた。

　エイムには酒を出ださないようにもう一度村人に念を押おしておこうか……なんて考えながら果実酒を傾けていたところ、ふと横合いから視線を感じてそちらに目を向ける。

「キリ？　どうかした？」

「あっ、いや！」

　ポーッとした様子だったのが、メイと目が合ったところで慌あわてた表情になるキリ。

　メイとキリが着いている席は、会場の端はしの方だ。最初はメイたちも中心にと誘さそわれていたのだが、今回の件はエイム一人の手て柄がらだからと二人とも固辞した形である。ちなみにバークレイは、そもそも宴に参加していない。

「どうしたの？　そんなに慌てて」

　なぜかやたら動揺しているキリがおかしくて、メイはクスクスと笑った。

「えーと……その……」

　キリは、言いにくそうに頬ほおを掻く。

「お酒が入ると更に色っぽくなって綺き麗れいだなって思って……見み惚とれてたんだ」

　恥はずかしそうに言うキリに、メイも自分の頬が急激に熱を持ち始めたのを自覚した。

「そ、そう……ありがとう」

　恐らく、酒以外の理由でメイの顔は赤みを増していることだろう。

「………………」

「………………」

　二人の間を、なんとなく気まずい沈ちん黙もくが流れる。

「……ふふっ」

　それもまたなんだかおかしくて、メイはもう一度笑った。

「……？」

「本当に、今のアナタって私の知ってたキリとは随ずい分ぶん違ちがうのね」

　キリの疑問の視線を受けて、そう口にする。

「……そんなに違うの？」

　まだ若干顔を赤くしたままながら、キリは興味深げに尋ねてきた。

「えぇ、そうね。私の知っているアナタは……」

　頷いて、メイは慣れ親しんだキリの姿を脳のう裏りに思おもい描えがく。

「いつもニヤけるような軽けい薄はくな笑みを浮かべていて、やることは全部滅め茶ちや苦く茶ちやで、自信たっぷりで、大体ふざけてて、大たい抵ていのことは力技でどうにかなるって豪ごう語ごしていて、本当に大抵のことを力技で解決していて」

　指折り数えながら語っていくと、だんだんとキリの頬がヒクつき始めた。

　クスリと笑って、メイは続ける。

「でも、凄すごく頼りになって。この人なら、何でも出来るんじゃないかって思えて。実際、私の知る限りアナタは何だって出来た。それから……」

　思い出す程に、胸が温かくなっていくようだった。

「私を救ってくれた。とある女の子と盗とう賊ぞく団を、まとめて救ってくれた。口では、なんだか言い訳がましいことを言いながらもね。そんな風にアナタに救われた人、きっと私たち以外にも沢たく山さんいるんだと思うわ」

　キリの表情が、今度はポカンとしたものに変わっていく。

「そう聞くと、なんだか俺が物凄い奴みたいな感じに思えちゃうんだけど……」

「実際、凄いわよ？　色んな意味で」

　良くも悪くもという意味を込めて、メイはそう断言した。

「なんていうか……自分の知らない自分のことを褒ほめられても、どうリアクションしたらいいものか困るもんだね……」

　と、苦笑するキリ。

「ていうか、凄いって言えばメイさんの方が凄いと思うけど。さっき魔ま物ものが襲ってきた時だって、混乱する皆をビシッと一いつ喝かつして指示を出してたし」

「有事の際に民たみを導くのは王族の務めよ。凄くもなんともないわ」

　実際、メイはそれを当然のことと考えている。

　それが伝わったのか、キリのメイを見る目がどこか眩まぶしそうなものとなった。

「そっか……メイさん、本当にお姫ひめ様さまなんだなぁ……」

「なによ、やっぱり普ふ段だんは姫らしくないって言うつもり？」

　軽く頬を膨ふくらませて、わかりやすく拗すねるように抗こう議ぎして見せる。

「や、いや、そういう意味じゃなくて……！」

「ふふっ、冗談よ」

　途と端たんに慌て始めたキリに言ってから、メイはイタズラっぽく笑った。

「アナタには散々、姫らしくないって言われてきたけどね」

「俺はそんなことまで……」

「でもね、それが私は嬉うれしかったりもしたのよ」

　またキリが落ち込み始める前に、そう続ける。

「今まで周りには私を王女として扱あつかう人しかいなくて……なのに私は、とある事情によって王女失格みたいなもので……でもアナタは、私自身を見てくれた。だから姫らしくないっていうのも、それでいいんだって言われてるようで嬉しかったの。まぁ、からかわれて悔しいって気持ちがあったのも事実だけどね」

　最後に、ちょっと苦笑い。

「聞いてる限り……俺って、もしかして結構メイさんと親しくしてた感じ？」

　どこか意外そうに、キリは小さく首を傾けた。

「さぁ……どうなんでしょうね」

　メイの苦く笑しようが深まる。

「私としては、それなりの信しん頼らいを築けているつもりではあったけれど……アナタの方がどう思っていたかは……」

　少なくとも明確な壁かべが存在していたのは事実だろう、と思いつつ。言葉にしてから、余計なことを言ってしまったかと少し後こう悔かいした。今のキリに対して言っても仕方ない話だし、変に気を使われても困る。

「あぁ、ところで記き憶おくを失う前との違いと言えば」

　深く訊きかれる前に、話題を変えることにした。

「今のアナタは、お酒を飲まないのね？」

「……逆に、記憶を失くす前の俺は飲んでたの？」

　果実を絞しぼっただけの飲み物が入ったキリのコップを指すと、一瞬物問いたげな表情を浮うかべはしたものの、キリも話題転てん換かんに乗ってくれた。

「俺の国じゃ、二十歳はたち未満は酒を飲んじゃいけないって法律で決まってるんだけど……」

「バーキャ王国じゃ、そういう制限はないわよ？　それに、アナタはもう三百歳を超こえてるわけだし問題ないんじゃない？」

「そういう問題なのかなぁ……？」

　首を捻ひねるキリに、メイは果実酒の入った自分のコップを差し出す。

「とりあえず、試ためしに飲んでみれば？」

「ちょっ!?」

　すると、キリはコップから逃のがれるように大きく身体からだを仰のけ反ぞらせた。

「いやいや、それはマズいって！」

「……？　そりゃ、別に無理にとは言わないけれど……？」

　思ったより激しい拒きよ絶ぜつに、元のキリはそんなに遵じゆん法ぽう精神に溢あふれている人だったんだろうか……などと、内心で疑問を浮かべたメイだったが。

「や、その、お酒とかの問題じゃなくて……あっ、すみませーん！　こっちに果実酒一杯持ってきていただけますかー！」

　給きゆう仕じの役割を負ってくれている村人へとキリがそう頼んだことで、ようやく状況を理解した。つまり彼は、メイの使っていたコップを共有することを問題としていたのだと。

「き、気付かなくてごめんなさい……」

「い、いやいや、こっちこそなんか……ごめん……」

　またも、二人の間を微び妙みような空気が流れる。

「あいよ、果実酒お待たせぇ！」

　そんな折、給仕の村人が果実酒の入ったコップをキリの前に置いてくれた。

「そ、それじゃあいただいてみようかなぁ！」

　この空気を吹ふき飛とばすかのように大きな声で言って、キリが早さつ速そくコップに口を付ける。

　ゴクリと一度、その喉のどが動いた。

「おっ……？　これは結構……」

　意外そうな表情で、キリはコップの中身に目を向けている。

「美味うまい……」

　その目が、グルグルと回り始めて。

「かもぉぉぉぉぉ……？」

　キリの身体が傾いた。

「ちょ、キリ!?」

　倒たおれる前に慌ててそれを受け止めたメイは、キリの顔を覗のぞき込む。

「ぉぉぉ……？」

　顔は真っ赤に染まっており、視点が定まらず口にしている言葉も意味を成していない。

　一目でわかる泥でい酔すい状態であった。

「すみませーん、こっちお水！　あと濡ぬれた布も出来ればお願い！」

　持ってきてもらった濡れた布をグデンと身体を弛し緩かんさせたキリの首元へと当てたり、少しずつ水を飲ませたりと介かい抱ほうしながら。

（こんなところまで違うのね……）

　かつてガバガバと酒を飲んでいたキリの姿を思い出し、苦笑するメイであった。










　まだ冷めきってはいないものの、宴の騒さわぎもだいぶ静かになってきた頃ころ合あい。

　用意された部屋でキリを寝ねかしつけたメイは、自分ももう充あてがわれた部屋で休もうと思い歩いていた。チラリと広場の方に目を向けると、場の中心だったエイムもいつの間にか姿を消している。恐らく、彼かの女じよも眠ねむりに行ったのだろう。

「おい」

「ひゃいっ!?」
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　広場の方に意識がいっていたところで横合いから声をかけられ、メイはビクッと身体を震ふるわせる。完全に油断していた。

「バークレイ様……？」

　声の方に目を向けると、闇やみ夜よに紛まぎれるようにバークレイが佇たたずんでいた。

「少し話がしたいのじゃが、よいか？」

「え、えぇ、もちろん」

　珍めずらしいこともあるものだと思いつつも、頷うなずく。

「何から話すか……いや、全ては余計なことか」

　そして、気付いた。

「単刀直入に聞こう」

　バークレイの表情が、至し極ごく真しん剣けんなものであることに。

「お主は、キリの記憶が戻もどることを望むか？」

　発せられたその問いは、冗談の類ではありえないだろう。

「……はい、望んでいます」

　だからメイも、真剣な顔で答えた。

　だが、疑念は残る。

「そのような問いをなさるということは……バークレイ様は、キリが記憶を取り戻すことを望んでいらっしゃらないということですか？」

「ワシは……」

　そこに答えを探すかのように、左右に一度視線を彷徨さまよわせるバークレイ。

「迷うておる」

　その返答を受けて、メイは昨晩から疑問に思っていた点について納得した。どうにも様子がおかしかったのは、ずっとこのことを考えていたからなのだろう。思い返せば、バークレイはキリの記憶を取り戻すことに関してあまり協力的ではなかったようにも思えた。

　だが、バークレイがキリのことをどうでも良い存在だと考えているなどとは思えない。

「……理由を伺うかがっても？」

　だからメイは、少し逡巡した後で尋たずねる。

「ワシは、己が随ずい分ぶんと勘かん違ちがいしておったことに気付いたのじゃ」

　メイの問いに対して、バークレイはそんな風に語り始めた。

「ワシと出会った時、既すでにキリは戦士の顔をしておった。だからワシは、それが生来のアヤツの性格なのだと思っておった」

　いつものしかめっ面つらに近いためわかりづらいが、恐おそらくその顔に滲にじんでいるのは怒いかり。

「じゃが、違っておったのじゃな」

　押し殺ころしたような怒りは、しかし外に向けられたものではないように感じられた。

「ワシと会う頃ころには、アヤツらは既にいくつもの死地をくぐり抜けておった。その中で、戦士の顔とならざるをえなかったのじゃろう」

　恐らくその怒りは、自分自身に向けられたもの。

「そんなことにも、気付けておらんかった」

　そこでふと、バークレイの表情が緩ゆるんだ。

「本来のアヤツは、あのような腑ふ抜ぬけた面をしておったのだと」

　慈いつくしむようなその顔は、今のキリを思ってのことなのだろう。

　争いとは無む縁えんそうな、穏おだやかで優やさしくて少し女性への免めん疫えきが薄うすい普ふ通つうの青年のことを。

「あのキリに戦いの記憶を思い出させることが、本当にアヤツの幸せになるのか？」

　バークレイの鋭するどい視線に射い抜ぬかれ、メイの心臓がドキリと跳はねた。

　それは恐らく……意識こそしていなかったが、メイも同じことを考えていたから。

　確かに、メイも思ったのだ。己の血を見ただけで失神するようなキリが、腕うでを斬きり飛ばされてすら微み塵じんも動揺せず平然と出来るまでにどんな経験を積む必要があったのかと。

　キリが経験してきた戦いを……そして、喪そう失しつを。思い出させることが本当に彼の幸せに繋つながるのか。少なくともメイは、すぐさま首しゆ肯こうすることは出来なかった。

「で、ですが……」

　メイの個人的な感情で言えば、やはり記憶を取り戻して欲ほしい気持ちはある。出会ってからこれまでのことが、彼の中で無かったことになるのはたまらなく寂さびしかった。

　だが、それとは別に。

「記憶がないままこの世界で過ごすのが、キリにとっての幸せなんでしょうか？」

　それも違うのではないかと、メイは思っている。

「ならば、帰せばよい」

　一いつ瞬しゆん、バークレイが何を言っているのか理解出来なかった。

　が、すぐにそれが『キリを元の世界に』という意味だと気付く。

「出来るのですか……!?」

　尋ねながら、思わず前のめりになってしまった。

「呼べたのなら、帰せん道理もあるまい」

　バークレイは軽い口調で言っているが、それがどれほどの困難であるかはメイとて朧おぼろ気げながら理解しているつもりだ。「呼べたのなら」と言うが、そもそもそれを成したのは歴史上で唯ゆい一いつポスレ・スキュールだけなのである。当然、帰した例など一つもない。

「最悪、先日の貴族が使っていた魔ま術じゆつを転用するという手もある」

「……？　どういうことですか……？」

　今度は全く意味がわからず、問い返す。

「短時間での運用に絞って改良すれば、後こう遺い症しようもなく操あやつれよう」

「操るって……誰だれをです……？」

　先日の貴族が使っていた魔術、というのがジンの洗脳術を指していることはわかった。

　だが、その用よう途とがやはりわからない。

「キリを操り、無む理り矢や理りにでも魔王を殺させる」

「魔王……？」

「向こうは抵抗せんじゃろうし、腕の一本だけでも操れれば十分じゃろう」

　そこまで言われて、ようやくメイの理解も及およんだ。

「って、エイムちゃんを殺させるってことですか……!?」

　驚おどろいて尋ねたメイに向けて、黙だまって頷くバークレイ。

「そんなの、少なくとも今のキリが望むわけ……！」

　食ってかかろうとしたメイを、バークレイが手で制する。

「無論、ワシとてそれを選ぶつもりはない」

　その言葉に、ひとまずは安あん堵ど。

「じゃが、少なくとも帰そうと思えば帰せる手段はあるということじゃ。研究を重ねれば、他の方法が見つかる可能性もあろう」

「そう……ですね」

　しかしバークレイに返すメイの声は、自分で思っていた以上に弱い響きを伴ともなっていた。

「で、ですが。結局、帰るかどうかはキリ本人の意志次し第だいではないでしょうか？」

「……まぁ、差し当たってはそうじゃな」

　結局結論の先延ばしにしか過ぎない言葉に対して、バークレイが首肯したことにメイは少し驚く。彼かれも、未いまだ結論を出せず迷っているということなのだろう。

「ワシは……」

　どこか遠くを見るような目で何かを言いかけて、口を噤つぐみ。

「……話はそれだけじゃ。邪じや魔ましたな」

　それだけ言って、バークレイは踵きびすを返かえし闇やみの中へと消えていった。

　いつの間にか宴も完全に終わっていたようで、周囲は静けさに満ちている。

（私は……どうすべきなんだろう）

　グルグルと頭の中で何度も自問する。

　けれど、いつまで経たっても答えは出そうになかった。










　月が、叢むら雲くもで陰かげった。

　灯あかりのない室内は、ほとんど完全な暗闇となる。

　そんな中で、エイムはジッと見つめていた。

　目の前で眠る、師の寝ね顔がおを。

「うっ……ぐ……」

　苦しげに歪ゆがむ顔に。

「ししょー」

　そっと、手を当てた。

「思い出してるですか？」

　答えがないことは知りながら、尋ねる。

「思い出は、辛つらいのです？」

　やはり、答えはない。

「なんで……この子が……」

　代わりに、そんな寝ね言ごとと共に師の両目から涙なみだが流れた。

「ししょーは」

　その涙を、そっと拭ぬぐう。

「ボクを、倒さないです？」

　止めどなく涙は溢れてきて、拭う意味はあまりなかった。

「ボクを倒さず、どうするつもりなのです？」

　それでも、涙を拭い続ける。

「ボクは、どうすればいいです？」

　そう、尋ねた時。

【　　　　　　】

　どこかから、何かが囁ささやきかけてきたような気がした。

「……？」

　一瞬何かがわかったような気がしたが、すぐにまたわからなくなった。

「ああ、なるほどです」

　いや、一つだけわかったことが頭の中に残っていた。

「ししょーを帰せるのは、ボクだけなのです」

　それは、師が言っていたことなのだから絶対だ。

「だったら」

　師の顔から手を離はなす。

「ししょーは、ボクが帰すのです」

　妙みようにスッキリした気分だった。

【　　　　　　】

　また、どこかから何かが囁きかけてきた。

　いや……どこか、ではない。

　今度は、先さき程ほどよりハッキリと聞こえてきたからわかった。

　それは、己おのれが内から聞こえてくる声だ。

「おかーさん、です？」

　そうであるような気もしたし、そうでないような気もした。

　少し悩なやんだが、どちらでもいいかと思い直す。

「ししょー」

　エイムにとって一番大事な存在は、目の前にいるのだから。

【　　　　　　】

　何かの情報が、エイムの中に流れ込んでくる。

　今までなら、抵てい抗こうしていたことだろう。

　否いや、無意識に抵抗してからこそ今までは聞こえていなかったのか。

【　　　　　　】

　しかし今、エイムはそれを躊ちゆう躇ちよなく受け入れた。

　それが、エイムにとって一番大事な人の情報だったから。

　あぁなるほどそういうことだったのかと、師が記憶を失うに至った経けい緯いを理解する。

「ボクたちも、こんなことになるとは思ってなかったですが」

　受け入れたことで、急激にそれの侵しん食しよくが進んでいく。

「結果的には、これで良かったのかもしれないのです」

　不快感はない。

「流石さすがは、ししょーなのです」

　不都合もない。

「ししょー」

　むしろ、その方がエイムにとっては好都合だ。

「お別れの日は、近いのです」

　たった今理解したことを、エイムは眠ったままの師に告げた。







追憶五







　一いつ泊ぱくさせてもらった村を発たってしばらく、桐きりとポスレは魔物の群れと相対していた。

　数こそ多いが、一体一体は大した相手ではない。こちらの世界に来た当初は逐ちく一いちポスレに指示を貰もらって戦っていた桐だが、今はこの程度の敵であれば一人で立ち回れるようになっている。それがわかっているからか、ポスレも何も言わず背中を守ってくれていた。

「ぜぇい！」

　最後の一匹を、横よこ薙なぎに一いつ閃せん。

「……ふぅ」

　魔物が起き上がってこないことを確かく認にんし、桐は息を吐ついて身体の力を抜ぬいた。

「今回も切きり抜けられたね、ポスレ」

　振ふり返って、笑いかける。

　いつもなら、すぐにポスレの笑え顔がおが返ってくるはずだった。

　しかし、今日のポスレは剣けんも収めずに難しい顔をしたままだ。

「ある程度統とう率そつの取れた魔物……なのに、数がこの程度……？」

　小さくそんなことを呟つぶやいている。

「ポスレ……？」

　どこか不安になって呼びかけるも、ポスレが顔を向けたのは桐の方ではなく今日通って来た道の方角だ。つられて、桐もそちらに目を向ける。すると、視界の中で黒こく煙えんが幾いく本ほんも立ち上り始めた。その方向、距きよ離りにあるものは何か。

　それは、昨晩泊とまった村だ。

「まさ、か……」

　嫌いやな想像が頭の中を駆かけ巡めぐる。

「戻ろう、ポスレ！」

「待って、キリ！」

　すぐさま踵を返しかけた桐を、ポスレの声が呼び止めた。

「ど、どうして……!?」

　桐としては、少し期待していた。

　あれは大だい丈じよう夫ぶだから、心配することは何もないんだよ……と、そんな風にポスレが笑ってくれることを。そうしてくれれば、桐は今すぐ安心出来る。

　しかしポスレは、なぜか桐の方へと逡しゆん巡じゆんするような目を向けてくるだけで。

「……いや」

　やがて、小さく首を横に振った。

「呼び止めてすまない、すぐに戻ろう！」

「え？　う、うん……」

　今度はポスレの方から駆け出したので、桐は困こん惑わくしながらもそれに続く。

「キリも、いつかは直面しなければいけないものだ……」

　そんなポスレの呟きが、僅わずかに耳へと届いた。

　少し気にはなったが……今は村のことが先だと、頭を切り替かえる。










　凄せい惨さん。

　村の様子は、その一言に尽つきた。

　家屋は打うち倒されて燃え上がっており、そこかしこに死体が転がっている。

　動いているのは、魔物のみ。

　村の入り口から見えたその光景に、桐は一いつ瞬しゆん立たち尽くしてしまった。

「キリ、まだ生存者がいるかもしれない！」

「っ！　そ、そうだ！」

　ポスレの声にハッと我に返って、村の中に向けて走る。

「こ、のぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　激情に駆られるまま、魔物を斬り裂さいていく。

「誰か！　生きてる人、誰かいますか！」

　そして、叫さけんだ。それは、助けを求める人々に自分の存在を伝えるためであり……同時に、まだ助けを求められる人がいて欲しいという希望に縋すがってのものだった。

「助……て……」

　果たして、そんな希望が叶かなったと言うべきか。

　魔物を打ち倒しながら村の中を駆け回まわっていたところ、そんな声が聞こえてきた。魔物の咆ほう哮こうや建物が倒とう壊かいする音に埋うもれそうになっていたが、桐の耳には確かに届いた。

「今、助けに行きます！」

　声が聞こえてきた方向へと、桐は全力で駆ける。

「助……けて……」

　徐じよ々じよに声がハッキリしてきた。

　崩くずれかけの家の一角。そこで間ま違ちがいないと確信し、桐は壁の向こう側に回り込む。

「助けに来ま……！」

　そして、喜色と共にそこを覗き込んだ。

　怪我けがをした人が、助けを求めているのだと思った。

　ようやく助けられると思った。

　大だい丈じよう夫ぶ、ポスレなら回復魔ま法ほうだって使えるから……と。

「し……た……」

　けれど、桐の声は尻しりすぼみに小さくなっていくこととなった。

「あぁ……良かった……」

　そこにいた女性は、確かに怪け我が人にんではあるのだろう。

　だが、その怪我の酷ひどさは明らかに回復魔法でどうこう出来る範はん囲いを超えていた。

　むしろ、なぜまだ生きているのかが不思議なくらいだ。

「助けが……来てくれて……」

　なのに、女性はその顔に安堵の笑えみを浮かべていた。

　蒼そう白はくを通とおり越こして土気色、自分の死期がわからないわけはないだろう。

「この……を……」

　紛まがうことなく最後の力を振り絞って、女性は大事そうに抱かかえていたものを揺ゆらした。

　恐らく、差し出そうとしたのにそれだけしか動けなかったのだろう。

「あ……う……」

　それを遅おそまきながら理解して、桐は慌てて駆け寄よってそれを受け取った。

　自分の口から出た言葉の意味は、自分でもわからなかった。

　何と言うべきなのか、何を言いたかったのか、わからなかった。

「ぁ……」

　最後に、女性が何と言ったのかもわからなかった。

　ただ、壮そう絶ぜつに殺されながらその死に顔は不思議な程ほどに安らかなものだった。

　桐は、自らの腕の中へと視線を下ろした。

　彼女が託たくしたのは、女の子だった。

　そう……女の子。だった。

　とっくに事切れているのは、素人しろうと目めにも明らかだった。

　辛かろうじて確認出来た顔をよく見れば、昨日桐が背せ負おって帰った少女だった。

「………………は？」

　少女を母親と思おぼしき女性の隣となりにゆっくりと横たえて、桐は小さく声を出した。

　意味はなかった。

　意味がわからなかった。

　なぜ、こんなことが起こっているのか。

「うぅ……グスッ……お……父さん……お……母さん……」

　放心していた桐は、また聞こえてきた声にハッとなった。

　今度は幼い声だった。

　今度こそ、と思って限界を超える程に足を酷こく使しして駆けた。

「大丈夫か!?」

　少年がいた。

「うぇぇぇ……お父さん……お母さん……」

　傍かたわらには、彼の両親だろう二人の遺体が転がっていた。

　自身も重傷を負いながら、彼は両親を想おもって泣きじゃくっていた。

「っ……！　ポスレ！　ポスレェェェェェ！　来てくれ！　生存者だ！」

　全力で大声を張り上げながら、桐は少年を抱だき上あげた。

「もうすぐ助けが来るからな！　大丈夫だぞ！」

「あ……れ……？」

　そこでようやく桐の存在に気付いたのか、少年が見上げてきた。

　昨日、桐の話に目を輝かがやかせていた子供たちの一人だった。

「英えい雄ゆうのお兄ちゃんだぁ……」

　小さく、少年が呟いた。

「お兄ちゃんが……来て……くれたなら……もう……安心……だね……」

「あぁ、もちろんさ……！　魔物なんて、全部俺おれが倒してやる……！」

「お父さんと……お母さんも……」

「っ……！　い、生き返らせてやるさ……！　すぐに、また会えるよ……！」

　少しでも少年を元気づけるため、桐は掠かすれる声で必死に呼びかけた。

　腕の中では、刻一刻と温ぬくもりが失われていた。

「さっす……がぁ……英雄の……お兄ちゃん……」

「あぁ……！　英雄だ……！　英雄が来たんだ……！　だから……」

「魔ま王おうだって……倒せるん……だよね……」

「あぁ……！　あぁ……！　魔王なんて一いち撃げきでやっつけてやるよ……！　だから……！」

　少年の顔に、ポタポタと雫しずくが落ちた。

「だから……！」

　少年の表情は、安堵するような笑みとなっていた。

　反対に、桐はボロボロと涙を流していた。

「だから、生きてくれ……！」

　桐の耳に、ポスレが駆けてくる足音が届き始めた。

「キリ！　生存者は!?」

「この子だ！　頼たのむ……！」

　ポスレが到とう着ちやくするや、桐はすぐさま彼に向けて少年を差し出した。

「あぁ！」

　駆け寄ってきたポスレは、少年に向けて手をかざした。

　そこに癒いやしの光が生じて、少年の傷はたちまち治る……はずだった。

「っ……」

　なのに、ポスレはすぐに手を引いてしまった。

　少年の怪我は、そのまま。

「何やってんだポスレ!?　早く！　手て遅おくれになっちゃう！」

　桐はポスレに向けて必死に叫んだ。

　ポスレは、痛ましげな表情で首を横に振るだけだった。

「……えっ？」

　そこでようやく、桐も気付いた。

　桐の腕の中で、また一つの命が失われていた。

「………………なんでだ」

　桐は、呻うめくように声を漏もらした。

「なんで、この子たちが死ななきゃならなかったんだ」

　それは、呪じゆ詛そだった。

「なんで、この村が襲おそわれなきゃならなかったんだ」

　あるいは、祈いのりなのかもしれなかった。

「なんで、魔王軍はこんなことをするんだ」

　理由があって欲しいと、願っていた。

　例えば実はこの村の人々は全員が極ごく悪あく人にんだったとか、そんなチープなもので良かった。

　あるいはここが戦略上重要な意味を持っていた、といったものでも良かった。

　良くはないが、その方が良かった。

　仕方ないんだって納なつ得とく出来る理由が欲しかった。

「理由なんて、無いよ」

　なのに、ポスレの声はただただ冷れい徹てつに桐へと降り注いだ。

「この村は、単に魔ま王おう軍の目についただけ。それ以上の理由なんてない」

　ただただ、桐を打ちのめした。

「一部の魔族なんかを除いて、魔王軍の行動には基本的に合理性のようなものはない」

　ただただ、桐の心を抉えぐった。

「キリ、犠ぎ牲せいに理由を求めるのはやめた方がいい」

　言葉は突つき放はなすものながら、ポスレの表情は気き遣づかわしげなものだった。

「これから見ることになる全すべてにいちいちそれを考えていちゃ、君の方が潰つぶれてしまう」

　その気遣いが、桐の心をギリギリで正常に引き留めてくれていた。

「この理り不ふ尽じんが、今のこの世界だ」

　やるせない思いに、桐は目眩めまいがして膝ひざを突ついた。

「これが、魔王軍の存在する世界だ」

　それっきり、ポスレは口を閉ざした。

「あ……」

　代わりに、桐の口から音が漏れた。

「ぁぁぁぁぁぁ……」

　それは、徐々に大きくなっていって。

「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　やがて、声にならない慟どう哭こくとなった。

　それは、昨日確かに触ふれたはずの温かさが失われたことに対する嘆なげきだった。

　それは、理不尽な暴ぼう虐ぎやくに対する怒りだった。

　ポスレは、そんな桐にそっと寄り添そうだけで何も言わなかった。

　桐は声が嗄かれ果はて、身体からだ中じゆうの水分を出し尽くしたかというくらいにまで涙を流した。




　この時、桐の意識に大きな変革が生じた。

　この世界に召しよう喚かんされた時よりも。

　初めて魔物の死体を見た時よりも。

「魔王……」

　昨日、魔王を倒すと口にした時よりも。

「魔王を……」

　ずっと、大きな変革が。

「魔王を……殺す……！」

　嗄れ果てた声で、しかし確かに桐はそう口にした。

『倒たおす』ではなく、『殺す』。

　言葉遊びのような差異ではあったが、それは桐にとって明確な変革だった。

　そして、それは。

　桐が、他ほかならぬ自分自身を縛しばることになる呪言であった。







第五章　目覚めた魔王と感情爆発







　宴うたげの翌朝。

「キリ……？　酷い顔だけど、二ふつ日か酔よいかしら？」

　起き出してきたキリの顔を見て、思わずメイはそう言ってしまった。

　彼の目は腫はれぼったく、隈くまも酷い。

　寝ね起おきだろうに、全体的にどことなく疲ひ労ろうしているような様子だった。

「いや、大丈夫だよ。メイさん、昨日は介かい抱ほうしてくれてありがとう」

　しかし、返答は思ったよりしっかりしたもの。

　表情も、むしろ昨日よりもどこか落ち着いているように見えた。

「……昨日、私が離れた後に何かあった？」

　それが気になって、メイは重ねて尋ねる。

「いや、特に何もなかったよ？　……あぁでも、そういえば」

　そこで、少し考えるような間が空いた。

「夢を、見た気がするんだ」

「夢……？」

　だから何なのだろう、とメイは疑問に思う。

「内容は、ほとんど覚えてないけど……本当は、忘れちゃいけない何かだったような気がしててさ。もしかしたら、あれは失なくした記き憶おくの内容だったのかもしれない」

　記憶。

　その単語は、否いや応おう無なしに昨晩のバークレイとの会話を想起させる。

「のぅ、キリよ」

　メイがそう思っていたところ、傍らからバークレイがそう呼びかけた。

「お主、記憶を取とり戻もどしたいと思うておるか？」

　単刀直入なバークレイの問いかけ。

　昨日のキリであれば、軽い調子で「もちろん」などと答えていたのではないだろうか。

「………………」

　だが今のキリは、沈ちん黙もくして考え込むように顎あごに指を当てている。

「……うん、思ってる」

　その上で、バークレイとしっかり目を合わせて答えた。

「それが、辛い……否。そんな言葉では言い表せん程に、悍おぞましい記憶であってもか？」

「うん」

　脅おどすようなバークレイの物言いにも、躊躇のない調子で返す。

「ただ楽しいだけの記憶ではないんだろうなっていうのは、もうなんとなくわかってる」

　その目には、強い意志が宿っているように見えた。

「それでも……いや、だからこそ」

　記憶を失くす前のキリと、印象が重なる。

「俺は、ちゃんと全部を知らないといけないんだって……全部忘れちゃいけないことなんだって、俺の中の俺が言ってる気がするんだ」

「………………そうか」

　キリの回答を噛かみしめるようにしばし沈黙した後、バークレイは小さく頷うなずいた。

　その表情には、未だ大きな葛かつ藤とうが見て取れる。

　しばらくキリを睨にらむように見つめた後……バークレイは、ふと顔を逸そらした。

「うゆ……おはようです……」

　その視線の先では、半分目を閉じたエイムがノロノロとした歩調で歩いてきている。

「……そうじゃな」

　そんなエイムを見ながら、ふとバークレイが表情を緩ゆるめた。

「やはり、記憶は取り戻す方が良いのじゃろうな」

　単にエイムの姿に和なごんでいるといった風ではなく、どことなく吹ふっ切れたような雰ふん囲い気き。先程までの迷いの表情が、綺き麗れいに消え去ったように見える。

（どうして今、この瞬しゆん間かんに……？）

　メイは内心で首を捻ひねった。

「おはよう、エイムちゃん。ははっ、昨日は夜よ更ふかししちゃったのかな？」

　メイやバークレイの内心を知ってか知らずか、当のキリは微笑ほほえんでエイムの頭にポンポンと撫なでている。

「にゅ……夜更かししちゃったです……」

　撫でられるのに合わせて、エイムの頭はフラフラと揺れていた。

「そっか、何をしてたんだい？」

「にゅ……？　ししょーです……」

　どうも言語野がちゃんと機能していないようで、微び妙みように会話が成り立っていない。

「ししょー……」

　と、エイムがキリのお腹なかに顔を埋うずめるように抱きついた。

「はいはい、一いつ旦たんちょっと離してね……よいしょっと」

　それをひとまず解ほどいてから、キリはエイムを抱き上げる。

「ししょー、ししょー……すぅ……」

　キリの胸に顔を擦こすり付つけていたかと思えば、エイムはそのまま眠ねむってしまった。

「ははっ、エイムちゃんは甘あまえん坊ぼうさんだな」

　その寝顔を、キリは優やさしい目で眺ながめている。

「いつもは、そこまで甘えん坊な感じではなかったはずなんだけどね……やっぱり、アナタが甘やかすからじゃない？」

「そう……かなぁ？」

　疑問顔のキリは、やはり甘やかしているという自覚があまりないらしい。

「差し当たり、エイムはそのままで良かろう。お主らは、さっさと出立の準備を整えよ。記憶を取り戻すならば、早いに越したことはあるまい」

　と、傍らからバークレイがそんな指示を飛ばす。

　昨晩から見せていた葛藤が嘘うそだったかのように、キリの記憶を取り戻すのに協力的な口ぶりだ。やはり、彼の中で何かしらの変化があったのだろう。

「……では、バークレイ様。今後の道程は、三百年前の皆みなさんの旅路をなぞっていくということでよろしいですか？」

　なんとなくその内心に踏ふみ込むのも戸と惑まどわれて、メイは指針を提示するに留とどめる。

「それもよかろうが、手っ取り早く一番可能性の高い場所にまず行く方が良いじゃろう」

　そう聞いて、メイはすぐにそれがどこを指しているのかピンと来た。

「恐おそらく、キリにとって最も深く刻まれた記憶……忌いまわしき、ワシらの旅の終着点」

　果たして、バークレイが口にしたのはメイが思った通り。

「目指すは、要よう塞さい国家デイテじゃ」










　デイテへの旅路は、問題らしい問題も発生せずに進んでいった。

　あえて言えば、魔王の力を帯びた魔物との遭そう遇ぐう率がやけに高かったことくらいか。

（ダイス卿きようは、こんなにも多数の魔物を飼っていたというの……？）

　メイとしては、信じがたい思いであった。どのように魔物を操あやつっていたのかの詳しよう細さいをメイは知らないが、そこまで遠くの魔物を操れたとも思えない。にも拘かかわらず、魔王の力を帯びた魔物の本来の生息地はかなり広こう範はん囲いにわたっていた。国政にも携たずさわっていたジンが、そんなに各地を飛び回れていたとは思えないのだが。

　それから、気になることといえばもう一つ。

　といっても、こちらは微笑ましいもので。

「ししょー、ししょー、おっきな壁かべです！」

「ホントだ、でっかいなー。何メートルくらいあるんだろ？」

「ししょー、肩かた車ぐるましてほしいのです！」

「あぁ、いいよ……ほらっ」

「わぁっ、もっとよく見えるようになったです！」

　この道中で、エイムの甘えん坊っぷりが加速しているのだ。

　確かに以前から、その傾けい向こうはあった。だがそれはあくまでキリが甘やかすのを受動的に受け入れる形で、このように自分から何かをねだっているような姿はメイの記憶にない。

「にへへー」

　今も、その温もりを確かめるようにキリの頭に手を乗せてご満まん悦えつの表情だ。

（今までは我が慢まんしてただけなのかもね。流石さすがに、以前のキリだったらここまでは許さなかったと思……いや、エイムちゃんが頼んだら普ふ通つうに受け入れてたような気もするけど）

　なんて考えて、メイは密ひそかに微び苦く笑しようする。

　ともあれ。

　数日の旅程を経へて、メイたちはデイテの外壁が見えるところまで来ていた。

　目的地は、もうすぐそこだ。




「うお、近くで見るとホントでっかいなー……」

「でっかいですー！」

　外壁と同じく巨きよ大だいな門を見上げて、キリが感心と呆あきれが交じったような調子で呟く。

　その肩かたに乗ったまま、エイムは両手を大きく上げていた。

「……キリ、何か思い出だすことはある？」

「うーん、特には……ごめん」

　尋たずねたメイに、キリは申し訳なさそうに頬ほおを掻かく。

「別に、謝あやまることじゃないわよ。アナタのせいじゃないんだし」

　微笑んで、メイは元気づけるためキリの肩を叩たたいた。

「ワシらの戦いは壁の中じゃったからの。中に入れば思い出すこともあるやもしれん」

　バークレイの言葉も口調こそぶっきらぼうながら、内容としてはキリを励はげますものだ。

　バークレイを先頭として、一行は門をくぐって街の中へと入っていく。

「……魔物の大襲しゆう撃げきを受けたことがあるとは思えない風景ですね」

　その街並みを眺めて、メイが最初に抱いた感想はそれだった。区画ごとに建物が整然と並んでいる様は、やや雑多なバーキャ王国の王都や学園都市とは随ずい分ぶんと印象が異なる。倒壊した建物などもなく、かつての惨さん劇げきの影かげは全く見当たらなかった。

「三百年も経てば、それなりに復興もしよう。一度壊かい滅めつ的てきに壊こわれたのが、逆に再建する時にはやりやすかったのかもしれんの」

　キョロキョロと街の様子を見回す一行の中にあって、唯ゆい一いつ真まっ直すぐ前を見み据すえたままのバークレイがそんな見解を述べる。

「じゃが、そのせいで街の景観もあの頃ころとは全くの別物となっておる」

　いつものしかめっ面つらから、更さらに眉まゆ根ねを寄せるバークレイ。

「これは、外れかもしれんの」

　チラリとバークレイがキリに目を向ける。

「確かに、今んとこ何かピンとくるような感じはないかな……」

　引き続き、キリは申し訳なさそうな表情だ。

「構わん。他にも候補はいくらでもあるからの。今回は無む駄だ足あしじゃったが……」

「無駄足では、ないのです」

　バークレイの言葉を遮さえぎりながら、エイムがピョンとキリの肩から飛び降りた。

　意外な人物からの意外な言葉に、メイたちはエイムに疑問の目を向ける。

「ししょー」

　しかし、エイムはメイたちの視線を気にした様子もなくキリを見上げるのみ。

　顔に浮うかぶのは、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑みだ。

「ボクは、ししょーの記憶が戻ってほしいと思っているです」

　このタイミングで、なぜ改めてそんなことを口にするのか。

「ボクと過ごした時間を失くしてほしくないと、思っているです」

　疑問が深まっていく。

「でも、それはたぶんボクのワガママなのです」

　その言葉に、メイの心臓はドキリと跳はねた。

　先日、バークレイとも話していた内容。メイとしては、キリに記憶を取り戻してほしいと思っている。だが、それが本当にキリの幸せに繋つながるのかはわからない。ならば、記憶を取り戻してほしいと願うのはメイのワガママに過ぎないのかもしれない。

「ボクのワガママを別にすると、ボクは、ししょーは記憶を取り戻さない方がよいと思っているです。とても辛つらい記憶を、思い出す必要はないと思うです」

　エイムは、ハッキリとそう告げた。

　メイが未いまだ悩なやんでいる選せん択たくに、あっさりと答えを出して見せた。

「だから」

　エイムの笑みが、少しだけ曇くもった。

「ちょっと、苦しいかもです。ごめんなさいです」

　彼かの女じよがそう言った、瞬間に。

「お、ご……!?　が、ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　キリが、急に膝を突いて苦く悶もんの叫びを上げ始めた。

「ちょっ、キリ!?　エイムちゃん、何をしたの!?」

　慌あわててその肩を支えながら、メイはエイムに問いかける。

「ボク自身は、何もです。ただ、時間が来ただけなのです」

「は……!?」

　エイムが何を言っていのるか、全く理解出来ない。

　混乱する頭に……突とつ如じよ、酷く嫌な予感が駆け抜けて。

「っ!?」

　メイは、思わずキリから手を離はなしてしまった。

　自分でもなぜそんな行動を取ったのか理解出来ず困惑するメイ……その、目の前で。

　キリの身体から、【黒】が噴ふん出しゆつした。

「の、呪のろい!?」

『視み』るまでもなく可視化された、強きよう烈れつな呪い。

　見覚えがあるどころではない。かつてメイ自身が取り込まれかけた、魔王のそれだ。

　そして、この場で魔王に関連する存在といえば一人しかいない。

「これ、エイムちゃんが!?」

「だから、ボク自身は何もしてないです？」

　小さく首を傾かたむけるエイム。

　この状じよう況きようをまるで認にん識しきしていないかのように、彼女の様子は普ふ段だん通りだ。

「これは、ししょーが記憶と一いつ緒しよに自分の中に閉じ込めていたものなのです」

「はい……!?」

　反面、メイの混乱はますます深まっていく。

「流石さすがししょーなのです。あのままじゃ、ボクは手が出せないのです。だから記憶を刺し激げきするために、ボクはこの街で時間切れを迎むかえることにしたです」

「お願いだからわかる言葉で言ってちょうだい……！」

　紡つむぐ言葉が、思わず懇こん願がんの調子となってしまう。

「？　わかる言葉で、です？」

　ちゃんとメイの言葉は届いているらしいが、エイムはなぜメイがそんな風に言うのかわかっていないような疑問の表情だった。彼女の中では、ちゃんと全てわかる言葉で言っているつもりなのかもしれない。

「わかる言葉……あっ！」

　しばらく悩むように唸うなった後、エイムは何か思いついたのかパッと表情を輝かせた。

「メイさん、おじーちゃん」

　メイとバークレイの顔を、順番にジッと見ていくエイム。

「……エイムっ！　もしやお主……！」

　その姿に何かを感じ取ったのか、バークレイがエイムに向けて手を伸のばす。

「ししょー」

　それを後ろに軽く跳とぶことで避よけ、エイムは未だ苦悶に喘あえぐキリに目を向けた。

　そして。

「さよなら、です」

　その言葉と共に、エイムの身体からも【黒】が噴出した。










　桐きりは、何かを思い出していた。

　記憶ではない。

　感情だ。

　憤ふん怒ど、憎ぞう悪お、怨えん嗟さ。

　紐ひも付づく思い出もないというのに、ただ激情だけが胸の内を吹き荒あれる。

「がぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」

　胸が裂けるのではないかと思うくらいに、痛い。

　なのにそれをどうすればいいのかわからず、桐に出来るのは叫ぶことだけ。

　――わからない？　本当に？

　何かが問いかけてくる。

　――お前は、その感情を向ける先を知っているだろう？

　何かが示し唆さしてくる。

　――それは、目の前に

　何かの指示に従って、桐はのろのろと眼球を動かした。

（嗚呼ああ）

　激情で血色に染まる視界に、それだけが映った。

（そうだった）

　思い出した。

（俺の、役割）

　ただその存在のことだけを、思い出した。

「殺す」

　眼の前の魔王に、殺意をぶつける。

「それでいいのです、ししょー」

　魔王が何か言っているような気がしたが、ほとんど耳に入ってこなかった。










「魔王ぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！」

　苦悶の声を上げていたはずのキリが、突如そんな叫さけびと共にエイムに躍おどりかかった。

「もう、ボクの身体はボクの意思ではほとんど動かせないのです」

　それを、エイムの【黒】が受け止める。

「でも」

　それでもキリは止まらず、【黒】ごとエイムを押おし上げた。

「ししょーなら、だいじょぶ――」

　メイの耳に届いたエイムの声は、そこまでだった。

　エイムの【黒】とキリは攻こう防ぼうを繰くり広ひろげながら、空の彼方かなたへと消えていく。

「な、何がどうなってるっていうの……？」

　最大限に混乱する頭で、メイはそれを呆ぼう然ぜんと見送った。

「何をしておる！　走るぞ！」

「へっ!?　は、はいっ！」

　バークレイに怒ど鳴なられ、ほとんど反射的にメイは彼かれに続いて駆かけ出す。

「お主はまず領主の元へ向かえ！　これから三百年前と同じことが起こると伝えよ！」

「はぁ!?　どういう意味!?」

　この上まだ混乱させてくるような言葉に、メイは思わず敬語も忘れて叫んだ。

「エイムが魔王として覚かく醒せいしおった！　魔王は魔物を従える！　そして呼び寄せる！」

　完全に処理能力を上回る情報量に晒さらされ、それでもどうにかメイは理解しようと頭の回転量を全力で上げる。

（エイムちゃんが魔王確かにあの呪いは魔王のもの魔王は魔物を引き寄せるまさかこれまで襲ってきた魔王の力を帯びた魔物はダイス卿の元にいたものじゃなくてエイムちゃんに引き寄せられその影えい響きようを受けたもの？）

　高速回転する頭で、思考。

（エイムちゃんは自らの意思で魔王に？　わからないでもたぶん自分の状態を自覚してたのは確かだと思うキリに甘えてたのも最後の思い出づくりだった？　とにかくエイムちゃんが魔王になったのは確かでエイムちゃんの物言いから察するにこの街でキリの記憶を刺激するためつまりここで魔王となって三百年前の再現を……）

　そこまで、考えて。

「エイムちゃんが、三百年前と同じ惨劇を引き起こそうとしてるってことですか!?」

「だからそう言うとろうが！　さっさと行って魔物が集まってくる前に出来る限りの防備を固めよと領主に言うてこい！　王族たるお主の言葉ならば、無視も出来んじゃろう！」

「は、はいっ！」

　事態をようやく理解したメイは、顔面蒼そう白はくで領主の館やかたの方へと進路を変える。

「あっ、ちょっと待てぃ！」

「はいぃ!?」

　直後にバークレイに呼び止められ、慌てて足を止めた結果すっ転びそうになった。

「領主に伝えた後は、すぐにワシを追ってこい！　そして――」










　桐は歓かん喜きしていた。

　いつかの抜ぬけ殻がらとは違ちがう、今度こそは本物の魔ま王おうだ。

　いつか？

　それはいつだったろう？

　どうでもいい。

　この時のために、三百年も鍛きたえた力だ。

　三百年？　何のことだ？

　本当に、こんなことのために鍛えた力なのか？

　どうでもいい。

　頭の片かた隅すみにチラチラと疑問が浮かぶが、全てどうでもいいことだった。

　思考は全て、感情に塗ぬり潰された。

　憤怒、憎悪、怨嗟、そして歓喜。

「はっはぁ！」

　全てを食い尽つくさんとする感情に突き動うごかされて笑う。

「やられるかよぉ！」

　魔王から放たれる【黒】を素す手でで弾はじく。

　魔法の使い方など思い出せないが、何も問題はない。

　激情と同期するように、全身を魔力が駆け巡めぐっている。

「そんなもんか魔王！」

　自分の手がどんどん【黒】を食い破っていく。

　魔王に近づくごとに、強力な麻ま薬やくでも打ち込まれたかのように脳内で歓喜が爆発する。

　今からこんな風なら、魔王を殺せばどうなるのか。楽しみだった。

　そしてそれは、もう遠い先のことではない。

　魔王は目の前にいる。

　そう、目の前だ。

　手を伸ばせば――

「さよならだ、魔ま王おう」

　届いた。

　魔王に、届いた。

　魔王の首に、届いた。

　あとは、そのか細い首をへし折るだけだ。

　嗚呼こんなに簡単でいいのかと思うくらいに簡単だった。

　さぁ、手に力を――

「……あ？」

　込められない。

　力が、込められない。

　全力どころか一パーセントを遥はるかに下回る力だけでいいのに、少しも力が入らない。

「……ししょー？」

　魔王の顔を見ていると、なぜだか酷ひどく懐なつかしい気持ちが湧わいてきた。

　フラッシュバックする。

　魔王との日々。

　違う。

　見知らぬ少女との日々。

　それも違う。

　弟で子しとの日々。

　嗚呼、そうだ……それから。

　――やぁ、こんにちは

　なぜ、あの人のことを思い出すのだろう。

（……あの人？　誰だれのことだっけ？）

　そう考えると、同時。

　急に、世界が切きり替かわったかのようだった。

（……あれ？）

　急に、思考がクリアになった。

（俺おれは、何をやってたんだっけ……？）

　急に、視界が開けた。

「……エイムちゃん？」

　その視界の中には、ここ数日を一緒に過ごした少女の姿があって。

「……うぉわぁ!?」

　自分がその首に手をかけていることを認識し、慌てて手を離す。

「俺、なんでこんな……!?　あっ、ご、ごめんエイムちゃん……！」

　謝る桐の顔を、エイムはキョトンとした表情で見ていた。

「……ほんとーに、ししょーはししょーなのです」

　それを、どこか眩まぶしそうな笑えみに変える。

「あそこから戻ってくるとは、けーさんがい、というやつなのです」

　今度は、桐がキョトンとする番だった。

「やっぱりししょーは、ボクのけーさんなんかでは測れないのです」

　少し舌っ足らずな彼女が、何を言っているのかわからない。

「でもししょー、それじゃダメなのです」

　やっぱり、言葉の意味自体はわからなかったけれど。

「ボクは、魔王なのです」

　ただ、その言葉と共にエイムの雰囲気が変わったことはわかった。

「もう、そういう存在となったです」

　恐らく、そこに宿るのは覚かく悟ご。

「だから」

　エイムが、桐に向けて手をかざす。

「ボクを倒してほしーです、ししょー」

　瞬間。

「ぐ、あっ!?」

　爆発したのかと思うくらい強烈に、頭が痛んだ。

　視界が、【黒】に染まっていく。

　胸に、どす【黒】い感情が満ちていく。

（殺せ！　殺せ！　殺せ！）

　誰かが、血を吐はくように叫んでいた。

　誰か？　違う、それは他ならぬ自分自身だ。

（魔王を、殺せ！）

　己おのれの右手が、自らの意志とは裏腹にエイムの首へと伸びていく。

　裏腹に？　違う、自分の意志に突つき動かされているのだ。

（魔王を、殺せ！）

「違、う……」
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　どうにか動かせる左手で、右手を押さえつける。

　右手の力の方が圧あつ倒とう的てきに強く、止められない。

（魔王を、殺せ！）

「違う、だろ……！」

　左手に力を込め続けているつもりだった。

　なのに、左手の力は逆にどんどん抜けていく。

（魔王を、殺せ！）

「お前、本当にこんなのが望みだったのかよ……！」

　右手が、エイムの首に到とう達たつした。

　左手が、力なく垂れた。

（魔王を、殺せ！）

「本当に、殺すためだけに一緒にいたっていうのかよ……！」

　自らの右手に、止まれと念じ続ける。

　右手の動きが、僅わずかに鈍にぶった。

（魔王を、殺せ！）

「違うんだろ……!?　そうじゃないんだろ……!?」

　神経が焼き切れるような痛みが全身に走る。

　脳内をグチャグチャに掻き回まわされるような不快感が続く。

（魔王を、殺せ！）

「違うんだったら、どうにかしろよ……！」

　全部無視して、頭の中に響ひびいてくる声へと呼びかけ続ける。

　掠かすれる声で、抗こう議ぎし続ける。

（魔王を、殺せ！）

「お前なら、全部どうにか出来る力を持ってるんだろ……!?」

　視界がブラックアウトした。

（魔王を――）

「だったら！　いい加減目ぇ覚ませよ、俺！」

　意識が明めい滅めつする。

「この場をどうにかしてくれんなら、今の俺なんか消えたって構わないからさぁ!!」

　最後に、叫んだ。

（――消えるくらいで、済むと思うなよ？）

　最後に、呪じゆ詛そが聞こえた。

（全部、受け止めろ）










「あぐっ!?」

　突とつ如じよ爆ばく発はつするように師の身体から膨ぼう張ちようしてきた【黒】に、エイムは弾はじき飛とばされた。

　大きく飛ばされはしたが、ダメージを受けたわけではないので着地に問題はない。

　地面を踏みしめながら、師の方に目を向ける。

「がぁぁあぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁああぁぁあぁ!?」

　師は、【黒】に飲み込まれていた。

　球状のそれから、ただ叫び声ごえだけが聞こえてくる。

　ならば、それは師を害しているものなのか。

「……違うです。あれは、ししょーを護まもっているです」

　エイムはそう判断する。あれは、誰からも邪じや魔まされないように師を隔離するためのものだ。元は魔王の力であるにも拘らず、エイムが弾かれたことからも明らかだった。

　そして恐らく師は今、記き憶おくを取とり戻もどそうとしている。

「それは、ダメなのです」

　エイムは、師の過去について多くは知らない。

　というか、ほとんど知らないと言っていいだろう。

　知っているのは、一つだけ。

　それは、師についての最初の記憶でもある。

　がらんどうのような空くう虚きよな目が自分を見ていた。

　何の感情も宿さず、何の意思も感じさせない目だった。

　当時は特に思うところもなく自分もそれを眺めていたが、今ならわかる。あの時、師は深い絶望の中に沈しずんでいたのだろう。何か、とてもとても辛いことがあったんだろう。だから、全すべてを捨て去って空っぽになっていたんだろう。

「ししょーは、もうあんな目をしなくていいのです」

　だから、エイムは師を邪魔しなければならない。いくら師の力が加わっているとはいえ、元は魔王の力だ。時間をかければ制せい御ぎよを奪うばえるだろう。

　そう思って、歩き出した瞬間。

「今じゃ！」

「はいっ！」

　そんな声と共に、エイムの目の前を巨大な光の帯が通過していった。

　一いつ瞬しゆん遮さえぎられた視界が再び開けた時、そこにはバークレイが立ちはだかっていた。

　彼の後ろには、師の方へと駆けていくメイの姿も見える。

「おじーちゃん、邪じや魔ましないで欲ほしいのです」

「フン、それはこちらの台詞せりふじゃな。キリが記憶を取り戻すまで、邪魔立てはさせん」

　元々、二人の気配が近づいていることは認識していた。

　だが、エイムは特にそれに対してアクションを起こすことはなかった。

「とゆーか」

　それも、偏ひとえに。

「邪魔、出来るです？」

　師以外に、魔王の力に対たい抗こう出来る者など存在しないからだ。

　バークレイに向けて、【黒】を放つ。

　ひとたまりもなく飲み込まれて、それでお終しまい。

「かぁぁぁぁぁぁ！」

　バークレイが《破光》を放つが、そんなもの無意味……で、あるはずだった。

「……？」

　にも拘らず、《破光》は消しよう滅めつすることなく【黒】に抵てい抗こうしている。

　その光景が、エイムには理解出来なかった。

「ワシが……」

　恐らく、全力を出しているのだろう。バークレイの顔は瞬またたく間まに汗あせまみれとなる。

「ワシが……この三百年、ただ呆ほうけて過ごしておったと思うたか」

　一いつ瞬しゆん毎ごとに魔法を消滅させている【黒】だが、それと同等の勢いで《破光》にも魔力が注ぎ込まれ続けているようだった。

「ワシが……この三百年、後こう悔かい無しに過ごしていたとでも思うたか」

　光と【黒】は、拮きつ抗こう状態でお互たがいにせめぎ合っている。

「この、ワシが！」

　否いな……少しずつ、均きん衡こうは崩くずれ始めていた。

「三百年、何の研けん鑽さんもせずにいたと思うたかっ！」

　徐じよ々じよに、光が【黒】を侵しん食しよくしていく。

「……凄すごいのです、おじーちゃん」

　エイムは素す直なおに称しよう賛さんを送った。

　魔王の力無しで同じことをやるのは、エイムには不可能だ。

「でも、どーして邪魔するです？」

　ただ、それだけが疑問だった。

「おじーちゃんは、ししょーに辛い思いをさせたいです？」

「……そうでは、ない」

　荒あらい息を吐く合間に、バークレイはゆっくりと言葉を紡ぐ。

「ワシとて、迷っておった……が、気付いたのじゃ」

　その目に宿る意志は、何があっても折れそうにないほど強固に見えた。

「耐たえ難がたいほどに辛い記憶はある。事実、アヤツは三百年も姿を晦くらましおった」

　この状況で、バークレイはいつもと同じようにフンと鼻を鳴らす。

「じゃがな」

　これもいつも通りだった、しかめっ面。

「じゃがな、エイム」

　それが、緩ゆるんでいく。

「それでも、アヤツは帰ってきたのじゃ」

　もう、微笑ほほえみと呼んでもいいだろう。

「それも、一人きりではなく」
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　その両目から、つぅと涙なみだが流れた。

「強がりではあっても、また笑っておったのじゃ」

　汗と共に、ポタポタと涙が地面に吸い込まれていく。

「じゃからの」

　エイムには、バークレイの話が理解出来なかった。

「ワシは、キリがもう一度見つけた希望を奪うことをしたくない」

　それが何を指しているのか、見当もつかなかった。

「……お主のことじゃよ、エイム」

　そう言われたところで、意味がわからなかった。

「ボク……？　それ……ハ】

　そして、どうやら尋ねている時間もなさそうだ。

　自身の言葉の最後がブレたことで、残り時間の少なさを知る。

【ナ……にを言われても、ボクは」

　まだ、ギリギリで保ててはいる。

「もう、決めているのです」

　だからこそ、今のうちに成さねばならない。

「ボクの全てを、ししょーに捧ささげるです」

　エイムの、終わりの時はもうすぐそこまで迫せまっていた。










「キリ！　キリ！　この中にいるのね!?」

「がぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁあぁぁぁぁぁぁああぁぁぁあ!?」

　球状の【黒】に呼びかけても、返ってくるのは叫び声のみ。

「……今、行くわ」

　詳しよう細さいは不明だが、キリが魔王の呪いによって苦しんでいるのは間ま違ちがいない。

　一度大きく深呼吸してから、【黒】に触ふれる。

「あ、ぐぅぅぅぅうぅぅっ!?」

　両手を覆おおっていた手て袋ぶくろが吹ふき飛び、露ろ出しゆつした手の紋もん様ようを食くい潰つぶすように【黒】が侵食してきた。その勢いは、かつてエイムが飲まれた呪いとすら比べ物にならない。

　そして、あの時背中を支えてくれた人は、今まさに目の前で呪いに飲まれている。

　だが、だからこそ。

「キ、リぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　今度こそは、メイが彼を助ける番だった。

　全体の構造を『視』ることなど到とう底てい不可能。

　だから目の前の呪いだけを解いて、進んでいく。

　否、もしかすると目の前のそれさえ解けてはいないのかもしれない。

　ただ、メイが【黒】に飲み込まれているだけで。

　既すでにメイ自身、その判別もついていない。

　それでも、その中心に向けて進んでいく。

　そこにいる、愛いとしい人の元に辿たどり着つくために。

　進んで進んで進んで進んで進んで進んで進んで進んで進んで進んで進んで進んで。

「……あ？」

　意味のある言葉ではなかった。

　言葉を発したつもりですらなかった。

「がぁあぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあああぁぁぁぁあああ!?」

　気がつけば、メイは叫んでいた。

　否、叫んでいるのはキリだ。

　否、自分だ。

　否、どちらも同じだ。

　自分はキリだ。

　自分はキリ？

　侵食されている。

　侵食している？

　境界が曖あい昧まいになる。

　境界なんて必要？

　思い出だす。

　思い出しているのは、キリ。

　だけど、自分でもある。

　どちらでもいい。

　感情に侵食されていく。

　怒いかりに焼き尽くされる。

　悲しみに押し潰される。

　憎にくしみに飲み込まれる。

　それは、誰の感情？

　自分の感情。

　自分は、誰？

　わからない。

　消える？

　もう消えてるのかも。

「消えるくらいで、済むと思うなよ？」

　その呪詛は、誰のもの？

　わからない。

「全部、受け止めろ」

　それは、誰に向けられた言葉？

　わからない、けれど。

　たった一つだけ、わかっていることがあった。

　予感があった。

　否、確信だ。

　これから、自分が見ることになるのは。

　閉じ込められ、封じ込られ、凍らされた。

　高たか関ぜき桐の、記憶。
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　とある魔ま族ぞくの青年に出会った。

　魔王軍に魔族が与くみしていることは周知の事実。だから、最初桐きりたちは全力で警けい戒かいした。

　だが。

「俺ぁ、ソリドってんだ！　よろしくな！」

　勝手にそう名乗って、ソリドという名の魔族は桐たちに付いてきた。

　そして、共に魔王軍と戦った。

　時には、同族である魔族とさえも。

「正直、人族は気に入らねぇ。だが、魔王はもっと気に入らねぇ」

　そんな理由で。

「フン……ワシらのこともいつ裏切るかわかったものではないわ」

　バークレイは時にそんな言葉を吐いたりもしたが、それが本心でないことを桐は知っていた。むしろ、彼のことを信しん頼らいするようになったからこその軽口だ。

「ぶわっはは！　裏切る時ゃ、まずじーさんの頭をかち割ることにするぜ！」

　それを知ってか知らずが、ソリドは豪ごう快かいに笑うだけだった。

　ソリドは、いつもそんな風に笑っていた。

　戦いに勝った時も。

「ぶわっはは！　快勝だな！」

　這ほう々ほうの体ていで逃にげ帰かえった時も。

「ぶわっはは！　死んでねぇから俺たちの勝ちだな！」

　仲間が死んだ時も。

「ぶわっはは！　笑って見送ってやるのが戦場の流りゆう儀ぎだぜ！」

　何があっても、ソリドは豪快に笑っていた。

　桐は、そんな彼に何度も救われていた。物理的にも、心情的にも。

　どんなに辛つらいことがあっても、ソリドが笑ってくれれば少し気分が上向いた。

「俺の村はよぉ、人族によって滅ほろぼされたんだよ」

　いつか、泥でい酔すいした時に一度だけそんな身の上話をしたことがあった。

　その時でさえも。

「ぶわっはは！　まぁ、魔族も人族の村をいくつも滅ぼしてんだからお互い様さまだわな！」

　彼は、笑っていた。

　憎しみだけで行動すべきではないんだと、桐は彼の姿から学んだ。

「いいか桐坊、ドラゴンの肉を食う時は気ぃつけろ」

「いや、食わないけど」

「奴やつらの肉にゃ、例外なく毒があるからな。俺でさえ、三日三晩生死の境を彷徨さまよった」

「だから食わないって」

「ただ、トリ肉みたいにサッパリしてて美味うまいのは確かだ」

「だったらトリ肉食べるわ!?」

　そんな馬ば鹿か話ばなしをしたこともあった。

　馬鹿と言えば、まさしく今だってそうだ。

　現在、桐たちは逃とう走そうしている真っ最中。

「ギャー!?　覗のぞきよー!?」

「捕とらえろ！　生死は問わん！」

「アタシたちの風ふ呂ろを覗くたぁいい度胸だ！」

　そんな声に追われながら。

「ぶわっはは！　桐坊、覗き失敗だな！」

「そりゃ精せい鋭えいの諜ちよう報ほう部ぶ員の風呂を覗こうとしたらそうなるよ!?」

「いやぁ、しかしいい女が多いからな！　桐坊も喜ぶかと思ってな！」

「なんか俺のせいみたいに言うのやめてくれる!?」

「そう言いつつ、しっかりついて来たじゃねぇよ～、このムッツリめ～」

「縛しばって運んでこられたことを『ついて来た』って称しようするならそうかもねぇ！」

「でも、最終的には見てただろ？」

「……いや、まぁ」

　ちなみにこの後、桐たちは諜報部のエースたちに捕ほ縛ばくされボコボコになった。

　下手な魔ま物ものとの戦せん闘とうより死ぬかと思った。

　……なんて、酷い目に遭あったりもしているけれど。

　それも、ともすれば殺さつ伐ばつとしがちな桐たちの旅を慮おもんぱかってのことだと桐は知っていた。

　頼たよりになる兄貴分。

　桐にとってソリドとは、そんな存在だった。










　しくじった。

　ドジを踏ふんだ。

　熱くなって、敵の罠わなに嵌はまってしまった。

　ただの魔物の群れだと侮あなどっていたのがそもそもの間違いだ。

　魔物に紛まぎれて魔族が隠かくれていた。

　崖がけの間ま際ぎわまで追おい詰つめられた時に、ようやく姿を現した。

　だが、時とき既に遅おそし。

　大量の魔物の波に押し潰されて、桐は死んだ。

　死んだ……はずなのに。

「なんで……」

　桐は、呆然とその光景を見つめる。

「ぶわっはは！　桐坊、なんて顔してやがんだよ！」

　ソリドは笑っていた。

　件くだんの魔族は、ソリドの大たい剣けんに貫つらぬかれて既に息絶えている。

　最さい期ごの言葉は、「裏切り者……が……」だった。

　ソリドはそれを、「ぶわっはは！　裏切り者参上！」だなんて笑い飛ばしていた。

　そう、笑っていたのだ。

　笑っているのだ。

「なんでだよ、ソリド……」

　なのに。

「なんで俺なんかを庇かばって、アンタが死ななきゃならないんだ……！」

　魔族の剣もまた、ソリドの急所を貫いていた。

「ぶわっはは！　なんか、なんて言うもんじゃないぜ桐坊！」

　それでも、ソリドは笑っていた。

「なんでかっていうとな、それは俺がお前のことを好きだからだ！」

　桐の方を真まっ直すぐ見て、笑っていた。

　今すぐ駆かけ寄よりたかったが、二人の間は深い崖によって隔へだてられている。

　ソリドが、その怪かい力りきで桐を安全な場所へと放ほうり投なげたのだ。

「他所よその世界から来たのに、この世界のためにそんなに懸けん命めいになってくれる熱さが！」

　桐は、自力ではこの幅はばの崖を飛び越こえることが出来ない。

「魔族の俺を慕したってくれる真っ直ぐなとこが！」

　だから、見ていることしか出来ない。

「俺の馬鹿に付き合ってくれる馬鹿なとこが！」

　その顔が、見る見る死相に染まっていくのを。

「好きなのさ……！」

　その声が、少しずつか弱くなっていくのを。

「ん……そろそろお別れ……みたいだ、桐坊……！」

　その巨きよ体たいが、ゆっくりと傾かたむいていくのを。

「っ……！」

　最期の最期に、ソリドが腹に力を入れる気配。

「じゃあな！　お前のおかげで、人族も悪かねぇって知ることが出来たぜ！」

　最期の最期まで。

「ぶわっは……」

　いつもと、変わらない笑みが。

「は……は……」

　崖の下に、、消えていった。

「あ……」

　笑わなければならないと思った。

「あ……あ……」

　それが戦場の流儀だと、他ほかならぬソリドに教わったのだから。

「あぁ……」

　彼かれを見送る時は、笑わなければならないとわかっていた。

「あぁぁぁぁぁぁ……」

　なのに、出来なかった。

　涙が、止めどなく溢あふれてきて。

　どうしても、止められなかった。

　どうしても……彼のように、笑えなくて。

「あぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ………………！」

　泣きながら、その場にへたり込むことしか出来なくて。

「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　声にならない声を上げて、桐は慟どう哭こくした。










　とある平民の少年に出会った。

「俺っちはリンターって小物ッス。皆みなさん、俺っちを雇やとわないッスか？」

　それは、死の山と呼ばれる山を越えるための山脈案内人を探していた時のこと。

　街の山脈案内人に尽ことごとく断られ、途と方ほうに暮れていたところに声をかけてきたのが彼だ。

「ははっ、そりゃそうッスよ。今の時季、死の山はイビルウルフの巣そう窟くつッスからね」

　他の者が断った理由を、リンターは笑いながらそう語った。

「冬に死の山を越えようだなんて思う奴ぁ自殺志願者か、ただの馬鹿だけッスよ」

　それから、どこかイタズラっぽく笑う。

「たとえ、皆さんが今をときめく勇者様御ご一いつ行こうだってわかっても……ね」

　リンターの言葉に、桐たちはギクリと顔を強こわ張ばらせた。

　この街で、桐たちは一度も身分を明かしていない。

　現在、敵対する魔族の追っ手から逃げている最中だったからだ。

　同時にそれは、早さつ急きゆうに死の山を越えねばならない理由でもあった。

「皆さんの状じよう況きようは承知してるッス。俺っち、実は情報屋も兼けん業ぎようしてるんでね」

　と、リンターは自じ慢まんげな表情を浮うかべるが……正直に言って、怪あやしかった。

　だが、他の者に尽く断られたのは事実だ。

　そして、冬の山を案内人も無しに登れると思うほど桐たちは山を舐なめてはいない。

　結局、消去法的にリンターを雇うことになった……の、だが。

「俺っちの足あし跡あとを一歩も踏み外はずさずに付いてきてくださいッス。でないと崩れるッス」

　リンターは、山脈案内人として非常に優ゆう秀しゆうだった。

　道など存在しないように見える雪山を、リンターは迷いのない足取りで進んでいく。

「吹雪ふぶきが来るッス。ここで一いつ旦たんやり過ごしやしょう」

　判断も的確。彼がいなければ、桐たちは優に二ふた桁けた回数死んでいたことだろう。

「あっちは魔物の気配がしたッス。進路を変えやしょう」

　更さらに、彼は斥せつ候こうとしても優秀だった。

　おかげで、桐たちはほとんど会敵することすらなく登山だけに集中出来ている。

「どうぞ、召めし上あがってくださいッス。スポローのポッポロ煮にッス」

　更に更に、料理人としても優秀らしくその日の昼食は彼が用意してくれた。

「へー、初めて食べる料理だな」

　とはいえ、こちらの世界へ来てすぐは初めて食べるものばかりだった。

　だから桐は特に躊ちゆう躇ちよすることもなく食べ始めたのだが。

「あれ？　二人とも食べないの？」

　ポスレとバークレイが手を出さないのを見て首を傾かしげる。

「いや、初めて見る料理だったから……」

「それに、妙みような色をしとるしの……」

　確かに紫むらさき色いろのスープは珍めずらしいが、紫むらさき芋いもなどの知識から桐に抵抗感はない。

「普通に珍しい料理なんだ？　でも、美味うまいよ？　冷める前に食べないと」

　桐がバクバク食べているのを見て、二人もようやくスープに手を付け始めた。

「あっ、本当だ美味おいしいね。温まるよ」

「ふむ……」

　二人共、味に満足しているようだ。

「スポローのポッポロ煮だっけ？　スポローって何なの？」

　この旅の中で料理を覚え始めていた桐は、興味を持って尋たずねる。

「スポローって植物ッス」

「ポッポロ煮っていうのは？」

「パッパソって香こう辛しん料りようとピロピロって香辛料で味付けする煮込みのことッス」

　何も情報量が増えなかった。むしろ謎なぞだけが増えた。

　ポスレとバークレイの方を見るが、二人も首を横に振ふっている。

「珍しい食材や調理法を知ってるんだね」

「へへっ、料理も情報戦ッスよ」

　と、リンターは得意顔だ。

「……リンターよ。この先の旅も、ワシらと共に来んか？」

　非常に珍しいバークレイからの勧かん誘ゆうに、桐とポスレは『おおっ』と声を上げた。

　バークレイもリンターの優秀さを素直に認めているらしい。

　これで料理好きなバークレイ、未知の料理に興味を持っただけという可能性もあるが。

「マジッスか！　勇者御一行様に参加出来るとは光栄ッス！」

　いずれにせよ、リンターも顔を輝かがやかせていた。

「へへっ、じゃあこの山を無事乗のり越えられたら正式加入ってことで」

　リンター自らが申し出た条件に、桐たちも特に異存はない。

「魔物との戦闘とかは無理無理の無理なんで、皆さんに守ってもらっちゃうッスけどね」

　なんて言って場を和なごませるリンターが、こうして桐たちの一行に加わることになった。










　奇き襲しゆう、だった。

　イビルウルフ……人食い狼おおかみとも呼ばれる、強力なモンスターの群れ。

　戦えない相手ではないが、戦闘中に更に仲間が集まってきてはジリ貧だ。

「向こうッス！　向こうに逃げてくださいッス！」

　リンターの指示に従って、どうにかイビルウルフを撒まきながら逃げる一行。

　だが、しばらく行くと崖に繋つながる行き止まりに差さし掛かかる。

「リンター、ここからどうすればいい!?」

　崖の間際でストップし、桐はリンターを振り返かえる。

「……リンター？」

　そして、すぐ後ろにいたリンターの表情に眉まゆ根ねを寄せることとなった。

「あーあー、まったく……ホントに、簡単に人のこと信頼しちゃってまぁ」

　この場面で、彼は薄うすら笑わらいを浮かべていたのである。

　まさか。そんな思いがよぎる。

「言ったッスよね？　冬に死の山を越えようなんて考えるのは、自殺志願者か馬鹿だけ」

　向こうから、イビルウルフたちの気配が近づいてくるのがわかった。

「それは、絶対にどっかでイビルウルフに捕つかまるってことを誰だれでも知ってるからなんス」

　リンターの手が、桐の胸むな元もとへと伸のびてくる。

「だから」

　とん。軽く押おされただけだが、雪のせいで踏ん張ばれず桐はバランスを崩した。

　崖に向けて、身体からだが傾いてく。

　最後に見えた、リンターの表情は。

「自殺志願者で馬鹿が一人、必要なんスよ」

　強がっているのが明らかな、笑えみだった。

「お二人も、行ってくださいッス！」

　そんなリンターの声に従ったのか、すぐにポスレとバークレイも降りてくる。

「へへっ……山を乗り越えられなかったんで、残念ながら加入の話は無しッスね」

　崖は思ったよりなだらかだった。

　しかし、桐は二人に支えられなければすぐに転んでしまっていただろう。

「ま、元から俺おれっちなんかじゃ役者が不足してるってこたぁわかってたッスけどね」

　視線を、未まだ崖の上から外せずにいたのだから。

「俺っちは、生まれた村が魔ま王おう軍に襲おそわれた時も自分一人で逃げた腰こし抜ぬけッスから」

　どんどん小さくなっていくリンターの声から、意識が外せなかったから。

「魔物との戦闘とか、ホント無理無理の無理ッスよ」

　平静を装よそおっている風ではあったが、その声は明らかに震ふるえていた。

「でも……やられっぱってのは、悔くやしいじゃないッスか。何かが、したかったんス」

　声が、風の音に紛れていく。

「だから！　すんませんが！　勝手に託たくさせてもらうッス！」

　リンターの声が大きくなったのは、彼も自身の声がこの辺りで風に紛れ始めることを理解していたからなのか。だとすれば彼は、本当に山を知り尽つくした最高の案内人だ。

「皆さん！　絶対に！　魔王を倒たおし……」

　声は、そこで途と切ぎれた。明らかに、風に掻かき消けされたわけではなかった。

「リン……ター……？」

　いつの間にか崖の下まで辿り着いていた桐は、半ば以上無意識に崖に手をかけた。

「キリ！」

　そのまま崖を登り始めようとしたところで、ポスレに肩かたを掴つかまれる。

「彼の犠ぎ牲せいを無む駄だにしちゃいけない……！」

　犠牲。音として聞いて、ようやく脳が理解した。

　彼の声が、なぜ途切れたのか。

「いつイビルウルフが降りてくるからわからない！　急ごう！」

　ポスレに促うながされるまま、走る。

「……アヤツは、立派にワシの一員じゃった」

　バークレイの言葉に、桐は無言で頷うなずいた。

「何が……勇者だ……！」

　リンターの方が、よっぽどその名に相応ふさわしい。

　魔物との戦闘なんて無理無理の無理……だなんて言っておきなながら。

　彼は、そんなものよりよっぽど恐おそろしい選せん択たくをした。

　選択させたのは、桐たちの弱さ。

　桐にもっと力があれば、リンターも一いつ緒しよに山を越えることを選んだはずだ。

　そんな、無力感を噛かみ締しめながら。

「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　声にならない声を上げて、桐は慟哭した。










　とある獣じゆう人じんの少女に出会った。

「ジャスミンのおなまえはね、ジャスミンっていうの！　あなたは!?　あなたは!?」

　犬耳犬尻尾しつぽ、ジャスミンはその姿に違たがわず子犬のように天てん真しん爛らん漫まんな少女だった。

　彼かの女じよが住むのは、獣人の隠れ里ざと。魔王軍の手も伸びていない、平和な土地だ。

「たいへん！　けが、とってもたいへん！　いたい!?　いたい!?」

　怪け我が人にんとしてここに運ばれた桐を、ジャスミンは献けん身しん的てきに介かい護ごしてくれた。

「わふわふっ！　ジャスミン、おにーちゃんになでられるのすき！」

　お礼に頭を撫なでると、いつも嬉うれしそうに尻尾をブンブンと振る。

「おにーちゃん、おさんぽ！　おさんぽ、いこ！　いこ！」

　ジャスミンは、桐によく懐なついてくれた。

「きのえだ、なげる!?　なげる!?」

　木の枝を投げてやると喜んで追いかけ、尻尾をブンブンと振りながら戻もどってくる。

「ジャスミン、すごい!?　すごい!?」

　そして、木の枝を桐に渡わたして何かを期待するように見上げてくるのだ。

　だから、頭を撫でてやる。

「わふわふっ！」

　すると尻尾の動きは、はち切れんばかりにその勢いを増す。

　時にはイタズラ心で、枝を投げるふりだけして投げなかった時もあった。

「わふぅ……ごめんなさい、みつからなかった……ジャスミンだめなこ……」

　帰ってくるジャスミンは、耳と尻尾をペタンとさせていた。

　そんなジャスミンに、隠していた枝を見せると。

「がうがうっ！　おにーちゃん、いじわる！　いじわる！」

　鼻にシワを寄せ、低い声で吠ほえて怒りのポーズを取るのだが。

「ははっ、ごめんごめん。それにしても、ジャスミンの毛並みは綺き麗れいだね～」

「わふぅ！　けなみ、ジャスミンのじまん！」

　抱だき上げて頭を撫でてやると、それだけで機き嫌げんが治るのだった。

　そんな調子で、療養中の桐はジャスミンと遊んだりジャスミンで遊んだりしていた。

　しかし、もちろんいつまでもそんな風に過ごしているわけにはいかない。

　桐の傷も、もうすっかり癒え……けれど、ジャスミンに別れを告げるのが辛くて。

「今日でお別れだよ、ジャスミン」

　結局、そう伝えるのは出発の当日になってしまった。

「わふ？」

　言葉の意味が理解出来なかったらしく、彼女は一いつ瞬しゆんその動きを止めた。

「わ……」

　けれど、すぐにその目に涙が溜まっていく。

　尻尾も耳も、ペタンと垂れた。

「わぁぁぁぁぁぁぁぁぁん！　やだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　そして、わんわんと泣き始める。

「おにーちゃん、いっちゃやだ！　ずっとジャスミンといっしょ！　いっしょ！」

　縋り付いてくる頭を撫でてみても、今日ばかりは笑え顔がおになってくれない。

「ジャスミン……いいかい、ジャスミン」

　桐はしゃがんで、ジャスミンと視線の高さを合わせた。

「前から言ってるだろ？　俺は、魔王を倒すための旅をしてるんだ」

「わふ！　やだ！　ききたくない！」

　いやいやと首を振るジャスミンの頭を撫で続ける。

「でも、魔王を倒せば俺の旅は終わりだからさ」

　それは桐自身、今ふと思いついたこと。

「魔王を倒したら、ここに帰ってくるから。そしたら、また遊ぼう」

「わふ……？」

　別れではなく再会を約束する言葉に、ようやくジャスミンも泣き止やむ。

「これ、約束の証に預けとくよ。失なくすと妹にどやされるから、ちゃんと返してね？」

　冗じよう談だんめかしながら、桐はジャスミンの首に黒いスカーフを巻いた。

　この世界に来た時に身に着けていた、かつて妹から誕生日に貰もらったものだ。『帰る場所』を思い出すため大切にしていたそれを、新たな『帰る場所』の象徴に託す。

「わふ……わふ。わかった……ジャスミン、待ってるっ……！」

　徐じよ々じよにジャスミンの耳が立ち、尻尾も揺れ始めて。

「またねー！　おにーちゃん！　おにーちゃーん！」

　最終的には、手と一緒に尻尾もブンブンと振って桐たちを見送ってくれた。

「あぁ、またねジャスミン！　絶対帰ってくるから！」

　初めて、魔王を倒した『後』のことに思いを馳せて。

　桐も笑顔で手を振って、獣人の隠れ里を旅立った。










　旅の途と中ちゆうで、獣と出会った。

　否いな……獣ではない、獣人だ。

　薄うす汚よごれた風体で、四肢を地につき鼻をひくつかせる姿はほとんど獣のそれだったが。

「……えっ？」

　その顔を……そしてその首に巻かれたスカーフを見て、桐は驚おどろきの声を上げた。

「ジャスミン……なのか……？」

　顔立ちは、辛かろうじて面おも影かげが残っているという程度。スカーフも随ずい分ぶんと薄汚れている。

　けれど彼女は確かに、獣人の隠れ里で再会の約束を交かわした少女だった。

「ぐるる……！」

　威嚇するように喉のどを鳴らしながら、ジャスミンは桐を見上げてきて。

「………………わふ？」

　そして、一瞬だけ目を見開いた。

「ぐる……」

　だが、すぐに視線を外して行ってしまおうとする。

「ま、待ってジャスミン！」

　慌あわてて呼び止めるもジャスミンに止まる気配はなく、桐はその後ろを追いかけた。

「い、一体何があったんだ……!?」

　ジャスミンのこの変わりようはどうだ。

　かつての天真爛漫な雰ふん囲い気きなど微み塵じんもなく、やせ細り、目には昏くらい光が宿っていた。

　そして、何かを追い求めるように四肢をついてひたすらに進んでいる。

「まおうぐん、きた」

　ジャスミンは、言葉少なにそれだけ言った。

　そして、この世界においてはその言葉だけで状況を察するには十分だった。

「まおう……ころす……」

「わ、わかった！　それじゃあ、俺たちと一緒に行こう！　魔王を殺すための旅だ！」

　桐はそう提案するも、ジャスミンは首を横に振る。

「なかま、しぬ、つらい。だからジャスミン、もうなかま、つくらない」

　最後にジャスミンは、悲しみを宿した目で一瞬だけ桐を見上げた。

　それから、話は終わりだとばかりにダッと四肢を用いて駆け出す。

　獣人の身体能力は人族の比ではなく、全力で走られると桐では追いつけない。

　しかしそれ以上に、彼女を止められる言葉を桐は持っていなかった。

　結局、一度も彼女の尻尾が振られることはなかった。

　それから、いくつかの戦場でとある噂を聞くようになった。

　曰いわく、鬼神のごとく魔物を噛み殺していく獣人の少女がいるのだと。

　その噂を聞く度に、桐の脳のう裏りには変わり果てていた少女の姿が浮かんだ。だが、魔王軍との戦いは激化の一途を辿っている。目の前の戦いを乗り切るのに精せい一いつ杯ぱいで、噂の真相を確かめるのに費やせる時間など捻ねん出しゆつしようもなかった。

　そしていつしか、獣人の少女の噂も聞かないようになってくる。

　桐の頭からも、少しずつ少しずつ少女の記き憶おくは薄れていった。

　そんな、ある日のこと。

　桐がそこを通りかかって、足を止めたのは偶然に過ぎなかった。

　否……あるいは、何かに導かれたのかもしれない。

　何日か前に魔王軍との争いがあったのであろう、戦せん場じよう跡あとだ。

　魔物の死体の山の傍かたわらに、それはあった。

　ポツリと、打ち捨てられたような遺体。

　戦場ではどこにでも転がっているもので、桐もとっくに見慣れている。

　けれど。

「あ……」

　麻ま痺ひしていた感情が、急激に機能し始める。

「あぁ……」

　膝ひざを突いて、獣人の少女を抱き上げる。

　あの時より成長しているはずなのに、かつて抱き上げた時よりずっとずっと軽かった。

　首には、乾いた血に染まった布切れが辛うじて巻き付いているのみ。

「なんでだ……」

　かつて自慢だと胸を張っていた毛並みは、見る影もなく荒れ果てている。

「なんで、君までがこんな姿にならなきゃならない……」

　かつて感情豊かにブンブンと振られていた尻尾は、ペタンと地に向けて垂れたまま。

「帰るって……約束したのに……！」

　虚空を見つめるその目が桐を映すことは、もう二度とない。

「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　声にならない声を上げて、桐は慟哭した。










　とある王族の少女と出会った。

　オフス王国第一王女、リブル・オフス。

　桐より少しだけ年下の少女は、いわゆる高飛車なお姫ひめ様さまだった。

「貴方あなたが魔王を倒す勇者ですって？　フッ、随分貧相な顔立ちですのね？」

　第一声からして、桐の頬ほおをピキリと苛いら立だちで引ひき攣つらせたものである。

「防衛に協力？　必要ありません。この国には、わたくしがおりますので」

　しかも、魔王軍の襲しゆう撃げきに際してすらそんな風に桐たちの協力を断ったのだ。

　しかし、彼女も言うだけのことはあった。

「喰くらいなさい！　《炎えん流りゆう》！」

　第十一階位までを操あやつるその魔ま法ほうの腕うでは、ポスレにすら引けを取らないレベルだった。

　第一王女にして、国一番の魔導師。それは、高飛車にもなろうというものだ。

　当初、桐はそう思っていた……が、それは違ったのだ。

「東門が突破されたですって!?　わたくしが参ります！　続きなさい！」

　いつだって、彼女は魔王軍との戦いに赴き最前線で戦っていた。

「さぁ魔王軍よ、来なさい！　全すべてわたくしが焼き尽くして差し上げましょう！」

　いつだって、その勇敢な姿は多くの国民を鼓舞していた。

「この程度の傷が何ですか！　貴方たちは下がりなさい！　大きいのを放ちます！」

　いつだって、恐れるものなどないとばかりに突き進んでいた。

　けれど。

「君は、戦う前……いつだって、震えてたよね」

　ある時、桐は一人で膝を抱かかえて震えるその姿を見てしまった。そして、知った。

　彼女の高飛車な態度は、己おのれの弱さを周囲に悟らせないため。

　弱いところを見せて、周囲を不安にさせないためだったのだと。

「い、今いま更さらそんなことを言ってなんですの？　からかうおつもり？」

　ふと思い出して口にしたところ、リブルは少し赤くなって唇くちびるを尖とがらせた。

　そんな風にしていると、グンと幼い印象が増す。彼女が、他の者には見せない表情だ。

「いやいや、からかってるわけじゃなくて。リブルは凄すごいなぁって思っただけ」

「やっぱりからかってるんじゃないですのっ！」

「ははっ、違うって」

「もう、いい加減集中なさいまし！　戦闘前ですのよ！」

　当初協力を拒きよ絶ぜつされていた桐たちだったが、それでも独自に首を突っ込み続けた。その結果、リブルも桐たちの力を認め始め、今では自ら助力を求めるようになっている。

　そんな中、今のようにリブルは桐とコンビで出撃することが多くなっていた。

　比較的魔法も物理もいけるポスレやバークレイに比べて、桐は典型的な戦士タイプ。

　対するリブルは典型的な魔道士タイプで、組むのに相性がいいのだ。

「そういえば、今はもう震えなくなったんだね」

　凛りんとした表情で戦況を睨にらむリブルを見ていると、ついそんなことを口走ってしまう。

「……今は、隣となりに貴方がいてくれるからですわ」

　また怒おこられるかと思ったが、彼女はそう返してきただけだった。

「えっ……？　それ、どういう意味……」

「しっ！　来ますわ！」

　戦況が動き始めたことで、流石さすがに桐も頭を切きり替かえる。

　目の前では、蠢うごめくように魔物の大群が迫せまってきていた。

　だが、桐に恐きよう怖ふはない。恐らくは、リブルにも。

「出ます！　まず先頭を叩きますわよ、キリ！」

　事実、リブルは躊躇した様子もなく全速力で飛び出した。

「って、リブル出すぎ!?　防ぼう御ぎよ紙かみなのになんでそんな先行したがるんだよ!?」

　思わず、そうツッコミを入れてしまうほどに。

「それは、貴方を信しん頼らいしているからに決まっていますわ！」

　すると、リブルからそんな言葉が返ってきた。

「はっ……そんな風に言われちゃ、傷一つ負わせるわけにはいかないね！」

　山と飛んでくる矢や魔法を、時に盾で弾き時に剣で斬きり飛ばしリブルを守る。

　リブルは防御面を完全に意識から外した様子で魔法を連発している。

　乱戦のど真ん中で、お互たがいにカバーし合って二人は獅し子し奮ふん迅じんの活かつ躍やくを見せた。

　視界に映る魔物を片かたっ端ぱしから屠ほふっていき……どれほどの時間が経過したか。

　気がつけば、周囲から勝ち鬨どきが上がっていた。

　今しがた吹っ飛ばした魔物が最後の一いつ匹ぴきだったらしい。

　桐とリブルは、お互い大きく肩で息をしながらも笑った顔を見合わせ。

『へいっ！』

　パンッ！

　桐が教えたハイタッチを交わすことで、喜びを分かち合った。










　絶体絶命、と言って良かった。

　オフス王国の王都は魔王軍に囲まれ、蟻の子一匹通る隙さえなさそうだ。

　だが、桐は割と満足していた。

　リブル発案の元、ポスレとバークレイ主導で王都の国民は既すでに避ひ難なん済み。

　実のところ、今や王都に残っているのは桐とリブルだけなのだ。

　後は、王都に仕掛けてある大魔ま法ほう陣じんを起動し魔王軍を巻き込んでの自爆を図はかるのみ。

　道中の魔物もどうにか斬り伏せ、こうして起動装置の場所にも辿り着けた。

「最期にこんな大役が回ってくるとは、この世界に呼ばれた甲斐もあるってもんだ」

　だから、桐は満足していた。

「……貴方は、魔王を倒すためにこの世界へと召しよう喚かんされたのでしょう？」

「自分がそんな器じゃないってことくらい、とっくに自覚してるよ」

　いくつかの悲劇は回かい避ひ出来たかもしれないが、それはポスレとバークレイや他の皆みんながいたおかげ。結局桐には、特異な才能が現れるようなことなどもなかった。

「俺は、誰かを救えるような大層な存在じゃなかった」

　自嘲と共に己の手を見ながら、そこをすり抜ぬけていった命を思って呟つぶやく。

「それは、違います」

　しかし、ぴしゃりとリブルはそう言い放った。

「わたくしは、貴方に救われた者を確かに知っております」

「魔ま物ものに襲われてる人を助けられたのは、リブルたちのおかげで……」

「違います」

　もう一度、有無を言わさぬ調子でリブルは否定の言葉を口にする。

「わたくしです」

　そして、自身を指した。

「他ならぬわたくしが、貴方に救われたのです」

「えっ……？」

　思ってもみなかった言葉に、桐は目を瞬またたかせる。

「貴方のおかげで、わたくしは震えずに済むようになりました」

　目を閉じ、リブルは微笑ほほえんだ。

「あの時……震えるわたくしの傍そばに、貴方がそっと寄り添ってくれたから」

　当時を思い出すようにゆっくりと言ってから、再び目を開ける。

「わたくしは、今も震えずにいられるのです」

　その瞳ひとみには、困こん惑わくする桐の顔が映っていた。

「だから、わたくしにとって貴方は紛まぎれもない勇者様ですのよ？」

　リブルは、笑みを少しイタズラっぽいものに変化させて。

「本当は、わたくしだけの勇者様でいてほしかった気持ちもあるのですけれど」

　一歩、桐の方に踏ふみ出して来た。互いの距きよ離りが、限りなくゼロになる。

「キリ……わたくしは、今から貴方に酷ひどいことを言います」

　驚きで硬直する桐の耳元で、リブレが囁いた。

「わたくしのことは、存分に恨うらんでいただいて構いません……ですが」

　甘く、どこか切ない声の響ひびき。

「わたくしは、貴方が紛れもない勇者の器であると信じております」

　そっと、リブルが桐の頬に口付ける。

「ですから……どうか」

　瞬しゆん間かん、桐の身体を膨大な魔力が包んだ。

「この世界を……こんな悲劇がなくなるよう、救ってくださいまし……！」

　同時に軽い目眩めまいを覚え、思わず目を閉じ……次に目を開けた時には。

「……え？」

　いつの間にか、桐は小高い丘の上に立っていた。

　眼下の都市が、オフス王国の王都であると気付くと同時。

　王都全体を包つつみ込む巨きよ大だいな魔法陣が浮かび上がったかと思えば、大爆ばく発はつを起こした。

　しばし呆ぼう然ぜんとその光景をぼんやりと見つめた後……桐は、ようやく状況を理解した。

「なんだよ……結局、またじゃないか……！」

　最後にリブルが、桐だけを逃したのだと。

「また、救われたのは俺の方じゃないかよ……！」

　また誰かを犠牲にして、桐だけが生き残ってしまったのだと。

「また……」

　覚かく悟ごしていた死は訪れなかった。

　代わりに、少女は気高く一人だけで逝いった。

　全身の力が抜けて……へたり込み。

「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　声にならない声を上げて、桐は慟どう哭こくした。










　桐は慟哭した。

　何度も何度も慟哭した。何度慟哭しても、次の悲劇は訪おとずれた。

　いくつもの命が目の前で失われた。

　それでも心が折れなかったのは、支えてくれる仲間がいたことと……恐らくは。

　魔王という、殺すべき対象がいたから。

　魔王を殺すためだけに、桐はこの世界に存在していたから。

　それが、ギリギリで桐の心を支えていた。

　そして、その日は訪れた。




　魔王がいる本隊の背後に桐たちが辿たどり着ついた時、ポスレは魔王と対たい峙じしていた。

　ポスレと、目が合った。ポスレが、笑った。

　彼かれが魔王の胸辺りに手を当てると、そこから思わず目を瞑つぶる程の光が生まれた。

　光が収まって、桐が目を開けた時。

　姿が、どこにもなかった。

　ポスレの姿も。

　それから……魔王の、姿も。

「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　桐は慟哭した。

　声にもなっていない泣き声を上げた。

　いつまでもいつまでも慟哭し続けた。

　涙なみだが流れ出なくなってさえ、その慟哭は止まらなかった。

　失った。

　この世界に来てからずっと支えてくれた仲間を、親友を。

　そして。

　そして、魔王までもが失われてしまった。

　この世界における自身の存在意義が、失われてしまった。

　沢たく山さんの想いを託されたのに、一つたりとも報いることが出来なかった。

　結局、自分がこの世界で成せたことなど何一つ無かった。

　皆みんな、自分を置いていった。

　そして。

　そうして。

　桐の心は、千ち々ぢに砕け散った。
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「――――――――――――――――――――――――――――――――!!」

　声にならない声を上げて、メイは慟哭した。

　キリと同じように。ただ、そうすることしか出来なかった。

（こんな、想いを……！）

　キリの失われた記憶を、全て追体験した。

（こんな、悲しみを……！）

　キリの感情を、全て感じ取った。

（アナタは、ずっと背せ負おっていたというの……!?）

　メイの心も、千々に砕け散りそうだった。

　だが……そこで、ふとメイは気付く。

（……なぜ私は、この感情を受け止めきれているの？）

　一瞬のうちに流れ込んできた激情は、メイの心を砕くに十分なものだったはずだ。

　次いで、気付く。

（あれ……？　私、どうして自分を認にん識しき出来てるの……？）

　自身の境界が曖あい昧まいになり、【黒】に溶とけ込んでいたはずではなかったか。

　最後に、メイは気付く。

（なぜ、こんな思考をしている余裕があるの？）

　そういえば、気が付けば痛みすらも感じなくなっていた。

　いつの間にか閉じていた目を、開ける。

　真まっ暗くら闇やみで、何も見えない。

　否。

　一つだけ、ハッキリと見えるものがあった。

「良かった……メイさん、無事みたいだね」

　キリの姿だ。

　直感的に、彼に救われたのだと理解する。【黒】に溶け込みかけていたところを、隔かく離りしてくれたのだろう。メイの周辺だけ、【黒】の気配が希薄だった。おかげで、消えずに済んだ。恐らくは、【黒】から隔離されたことでギリギリ流れ込んでくる感情も客観性を持って感じられるようになったのだろう。だから、心も壊れずに済んだ。

「俺のことは、気にしないでいいから」

　キリは、笑みを浮うかべている。

　いや……浮かべている、つもりなのだろう。

「俺のせいで、君まで苦しむ必要なんてないから」

　それは、ここ数日を共に過ごした優しげな笑みではなかった。

「巻き込んで、ごめんね」

　慣れ親しんだ、いかにも軽けい薄はくそうなものでもない。

「俺は、一人で大だい丈じよう夫ぶだから」

　とても弱々しい、強がりであることが一目でわかる笑みだった。

　キリが苦しんでいるのは明らかだ。きっと、今も自身の記憶と感情に苛さいなまれているのだろう。その苦しみは、先さき程ほどのメイの比ではないはずだ。なにせその記憶は、まさしく彼自身が体験したものなのだから。全ての傷を無む理り矢や理りに開かれたようなものだろう。

　なのに彼は、懸けん命めいに笑おうとしてメイを気き遣づかっている。

「……巻き込んで、ごめん？」

　嗚呼ああ。

「一人で、大丈夫？」

　嗚呼。

「ふ……」

　その笑えみは。

　その言葉は。

「ふ……」

　それは、嗚呼、本当に。

　本当に……本当に。

「ふっ……」

　なんと、メイの激情を掻き立てることか！

「ふっ……！」

　己が唇から出てくる音は、あるいは笑い声のようにも聞こえるかもしれない。

　しかし、抱く感情は真逆のものだ。

　バチバチと目の前に火花が散る。

　キリの感情が流れ込んできたわけではない。

「ふっ、ふっ、ふっ……！」

　それは、他ほかならぬメイ自身の怒いかりだ。

「ふ！　ざ！　け！　る！　なぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

　肺はい腑ふの空気を、全て叫さけびに変える。

「ふざけたことを！　抜かすなぁ！」

　叫びながら、虚無の中を駆かけた。【黒】が絡みついてくる。激痛。それが何だと言うのか。構わず突き進む。今度は、飲み込まれなどしない。己の境界を見失ったりはしない。

　見失うわけがあるものか……これほどの激情に駆られている己を！

「ちょ、メイさん何を……!?」

「私は！」

　キリが何を言おうと、知ったことか。

「私は、救われた！」

　そう、救われたのだ。

「アナタの言葉に！　アナタの存在に！」

　本当の本当に、救われたのだ。

「なのに！　当のアナタが！　今、なんて言った！」

　メイは、叫びながら進んだ。

「あれは、口先だけの言葉だったとでも言うつもり!?」
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　叫びながら、【黒】を掻かき分けた。

「違うでしょう!?」

　そうであって欲ほしいという祈いのりも込めて、叫んだ。

「あれは、アナタが本心から言ってくれた言葉だったんでしょう!?」

　全身に走る痛みは、身体からだ中じゆうの神経を全部焼き切られているかのよう。

　脳がぐちゃぐちゃに溶けているみたいで、思考が覚おぼ束つかない。

　それでも、メイはキリに向けて手を伸ばした。

「一人で、全部背負わなくていい！」

　かつてと真逆の立場で、かつて貰った言葉を、そっくりそのまま返す。

「アナタは、一人じゃないから！」

　かつて自身を救ってくれた言葉を、返す。

「あなっ……アナタを……っ！　救いたいだなんて、自うぬ惚ぼれるつもりはない……！」

　既に嗄かれ果はてている声を、張り上げる。

「わた、しは……アナタの背負ったものを代わりに全部背負える程、強くない……！」

　体内まで染み込んでくる【黒】を、言葉と一いつ緒しよに吐はき出す。

「だけど……！」

　いつの間にか、メイの両目からはボロボロと止めどなく涙が流れていた。

「それでも……！」

　流れ落ちた涙は、すぐさま【黒】に飲み込まれていく。

「アナタの隣で、一緒に戦うことくらいは許してよ……！」

　無限の空間に隔へだてられているかのように、進んでも進んでも近づけない。

「この両手で支えられる分くらいは、支えさせてよ……！」

　力尽きそうになる身体を、それでも気力だけで奮い立たせる。

「私との間には！　それっぽっちの絆きずなすらもないっていうのか！」

　手を伸ばし続ける。

「キリぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ！」

　空を切り続けた、その手が。

「……あぁ、そうか」

　届いた。

「そう、だったな」

　キリが、手を取ってくれていた。

「そうだったよな」

　キリが、微笑んでいた。

「そんなことすら、忘れちまってたとはな」

　キリに、抱だき寄せられた。

「なぁ」

　間近で、視線が交こう錯さくする。

「悪いが、ちぃとばかり助けてくれねぇか」

　その目で、見つめられて。

「一緒に、戦っちゃくれねぇか」

　そんな言葉を、向けられて。

「姫ひめさん」

　返す答えは、一つしかないに決まっていた。

「えぇ、もちろん」

　メイも、微笑んで頷うなずいた。

「帰りましょう……皆のところへ」

　瞬間。

　闇やみは、晴れた。







追憶七







　鮮せん血けつのような真紅の瞳が、桐きりの無表情を映していた。

　かつて一度、戦場で垣かい間ま見みたものと同じ色だ。

　隠かくれていた場所から考えても、己が宿敵と血を分けた存在であることは明らか。

　にも拘かかわらず感情が漣さざなみほどにも揺れなかったのは、なぜだったのだろう。

　既に、変わり果てた姿となっていた宿敵の姿を見ていたからか。

　あるいは、その真紅の瞳に己と似た種の空くう虚きよを感じたからか。

　それの瞳は、あまりに無む垢くだった。

　たった今この世界に産まれ落ちたばかりだと言われても、納なつ得とく出来るくらいに。

「こんにちはです！」

　それが、笑った。

　――やぁ、こんにちは

　この世界で最初に見た笑え顔がおが脳裏によぎり、酷く懐なつかしい気持ちとなった。

（……なんで俺おれは、あの人のことなんて思い出してるんだ）

　共通点は、笑顔で挨拶を口にしたことだけ。

　笑顔の種類だって、全然違ちがう。

　見よ、この何も考えていなそうな笑みを。

「あなたは、どなたなのです？」

「お前こそ、誰だれだ」

　首を傾かしげるそれへと、問いを返す。

「ボクは……」

　それは、口を開いて。

「誰です？」

　反対側へとまた首を傾かたむけた。

「……魔ま王おうの、娘むすめだろう」

「なるほどです！」

　なぜか納得されてしまった。

（……もう、いいか）

　桐は、内心でそう断じた。

　そもそも、問答無用で斬きればいいところをなぜ会話に応じてしまったのか。

　三百年ぶりに見る人型の生物に、動どう揺ようでもしたか。

　手刀を振ふり上げる。

　大した魔力も感じられない目の前の存在を壊すくらい、素す手でで十分だ。

「……お前は、将来魔王になるのか？」

　なのに、なぜそこでまた話しかけてしまったのだろう。

「ボクは、魔王になるです？」

　それは、オウム返しに問い返してきた。

「それも、わからないのか？」

「わからないのです！」

　なぜか、笑顔。

「わかることは？」

「わからないのです！」

　微み塵じんも揺るがない、笑顔。

「……名前は？」

「わからないのです！」

　今度はもう、その回答も予想していた。

「名前もわからないのか……」

「名前、わかった方がいいです？」

「あぁ？　まぁ、わからないと不便だとは思うが……」

「じゃあボク、名前がほしーのです！」

「……そうか」

　だからどうした、と切り捨てる。

「ほしーのです？」

　なぜか同じ文言を繰くり返かえして、それは桐を見上げてきた。

「……俺に、付けろって言ってるのか？」

「はいです！」

　なぜか、そうしてくれると疑う様子もなくそれは頷く。

「……永えい無む、とでも名乗っとけ」

　気まぐれに、そんなことを言ってみた。

　永遠の、無。

　これから死ぬ存在には相応ふさわしい名だろう。
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「はいです！　ボクはエイムです！」

　だというのに、それは間抜けにも嬉うれしそうに笑っている。

「ししょー！」

「………………あぁっ？」

　奇き妙みような単語に、桐は思わず大きく眉まゆ根ねを寄せてしまった。

「師し匠しよう？　今、俺のことをそう呼んだのか？」

「そーです？」

「なんでだ」

「あなたは、色々教えてくれるです。色々教えてくれる人を、ししょーというです」

　何も知らない風なのに、なぜそんなことだけは知っているのか。

「違うです？」

　違う。

「……どうでもいい」

　しかし否定するのも面めん倒どうで、桐は吐き捨てるようにそう返した。

「はいです！」

　なのに、返ってくるのはやっぱり笑顔。

「ししょーは、ボクに魔王になってほしいです？」

「………………わからない」

　なぜか、今度は立場が逆転した。

「俺は……何がしたいんだろうな」

　魔王を殺すために、三百年も捧げたはずだった。

　なのに、既に魔王は殺されていた。

　とんだコメディだ。

　……いや。

　実際は、三百年前のあの時既に魔王のことですらどうでもよくなっていたのだろう。

　そも、あの時点では魔王の生死すら不明だったのだ。

　この三百年は、ただの逃とう避ひに過ぎなかった。

「なら、ボクは魔王になるです！」

「……は？」

　突とつ如じよ奇妙なことを言い出したそれに、桐の口から呆ほうけた声が漏もれた。

「なんでそうなる？」

「ししょーが、ボクに魔王を求めたからです？」

「そんなわけ……」

　ない、と断言出来るだろうか。

　魔王が、既に討たれたと知った。

　何かの気配を感じ取り、隠し部屋にまで来た。

　そこに、魔王を彷ほう彿ふつとさせる少女がいた。

　それが魔王であることを、全く期待しなかったと言えるだろうか。

　魔王を殺すという己おのれの存在理由を、彼かの女じよに全く求めなかったと言えるだろうか。

　答えは……恐おそらく、否いなだろう。

「仮に……お前が魔王になることを俺が求めているとして」

　桐は、それを睨みつけた。

「なぜ、お前がそれに応える？」

　また、わからないとでも答えるかと思ったが。

「ししょーが、名前をくれたからなのです！」

　しかし、それは快活に答えた。

「何かをくれた人には、お礼をしないといけないです！」

　当然のこと、とばかりに言い切る。

「……魔王になったら、俺はお前を殺すぞ？」

　言ってから、気付く。

　魔王になったら？

　なる可能性があるから、今殺すのではなかったのか。

「はいです！　ボクは魔王になって、ししょーに殺されるです！」

「……そうか」

　呻うめくように呟きながら、考える。

　認めざるを、得ないだろう。

　理由が必要だった。

　少女の形をしたそれを、壊す理由が。

　可能性があるから、でそれを出来るほどに桐は甘さを捨てきれていなかった。

「ならお前は、俺のために生きて俺のために死ね」

「はいです！」

　理由が必要だった。

　これ以上、この世界で生きていくための理由が。

　理由が、必要だった。

「……んはは」

　作り物ではあっても、もう一度笑みを浮かべるための理由が。

「魔王を育てる勇者様、か。なかなか笑えるじゃねぇか」

　その理由が、出来てしまったと。

　認めざるを、得なかった。

　自分はまた、救われてしまったのだと。

（三百年も経たったところで、何も変われちゃいねぇ）

　自嘲する。

「おい、そうと決まったら行くぞ弟で子しっ子」

「エイム、ではないのです？」

　呼びかけると、それは不思議そうに首を傾けた。

「お前が立派な魔王になった暁にゃ、そう呼んでやるよ」

　今はまだ、永遠の無を与える時ではない。

「はいです！」

　桐の内心など全く知らぬ様子で、それは嬉しそうに頷いて笑う。

　嗚呼、認めざるを得なかった。

　彼女の存在が、自分をもう一度踏み出させたのだと。

　もう一度、この世界で旅立つことになったのだと。

　傍らを歩く、誰かと共に。

　どこへ向けてなのかは、桐自身にもわからなかったけれど。










　魔王城の隠し部屋にひっそりと、忘れ去られたかのように存在した少女。

　魔王を倒たおす存在として召しよう喚かんされながら事を成せなかった、忘れ去られた勇者。

　二人の旅は、こうして始まった。







第七章　寄り添う仲間に救援要請







「よう、弟子っ子」

【黒】から脱し、桐きりは己が弟子へと呼びかけた。

「ししょー……戻もどってきて、しまったですか」

　少しだけ悲しそうに、エイムは小さく笑う。

　バークレイの魔ま法ほうとせめぎ合っていた【黒】がエイムの体内へとたちまち収束していき、力尽つきたかのようにバークレイはガクリと膝ひざを突いた。

「まだ、エイムとは呼んではくれないです？」

　魔王の力に包まれた弟子が、コテンと首を傾ける。

　そんな仕草は、三年前から全く変わっていない。

「まだ、お前にゃ早い」

　まだ、彼女を永遠の無にするつもりはなかった。

　まだ？　いや……桐は、もう。

「ししょーは、厳しいのです」

　やはり三年前と変わらず、彼女は無む邪じや気きな笑みを浮かべる。

「でも」

　その、笑顔が。

「ボクはもウ】

　変わった。

【モう、ただの魔王だ】

　この世の邪じや悪あくを凝ぎよう縮しゆくしたような、怖おぞ気けを震ふるわせる笑み。

【世界中の生物を破壊し尽くすための、ただの装置だ】

「そうかよ」

　桐も笑った。

「なら、無理矢理もっかい弟子っ子を引きずり出すまでだ」

【出来るわけがない】

「出来るさ」

　桐の笑みは、三年前とは……今までとは、違う。

　もう、作り物の笑みは必要ない。

「俺たちなら」

　また、隣となりに並んでくれた人たちがいるから。

「だろ？」

　両隣に、問いかける。

「えぇ」

　メイが、力強く頷いた。

「当……然、じゃ」

　荒あらい息を吐きながら立ち上がり、バークレイも頷いてくれる。

【……破壊は、もう始まる】

　魔王を包む【黒】が、急速に伸び始めた。その先にあるのは、デイテの街。如何いかに堅牢な外がい壁へきを誇ろうと、魔王の力の前では無意味だ。

「させるかたわけがぁ！」

　すかさずバークレイが《破光》を放ち、【黒】の膨ぼう張ちようを食い止めた。

「じーさん、そっちは頼めるか？」

「いちいちそんなこと聞くでないわ！」

「……ははっ、そうだな」

　頼もしい返答に、思わず笑ってしまう。

【この力だけを止めたところで、無意味だ】

　魔王が何のことを指しているのか、桐は皆まで言われずとも理解していた。

「何……？」

　僅わずかに生じ始めた地じ響ひびきに、メイが眉根を寄せる。

　地響きは、徐じよ々じよに大きくなっていき……やがて、視界にもその原因が映り始めた。膨大な数の魔ま物ものが、こちらへと迫せまってきているのだ。砂煙を巻き起こしながらの行進が、地響きとなって周囲を揺ゆらしていた。

　地を進む魔物だけではない。空からも、天を黒く染め上げる程ほどに大量の魔物が飛んできている。中には、多数のドラゴンの姿まで確かく認にん出来た。

「これ、は……」

　その光景に、メイは流石さすがに表情を硬くしている。

「確かに、こりゃ弟子っ子のサルベージとかやってる間にデイテが滅びそうだな」

　だが、桐は少しも心配はしていなかった。

「つーわけで、誰か助けちゃくんねーか？」

　桐の、素す直なおな問いかけに。

「わははっ！　任せろー！」

《で、ある！》

　答える声は、上空から降ってきた。

　ズン！

　魔物の大行進によって生じるよりものより更さらに大きな地響きと共に、巨きよ体たいが着地する。

「トリーム団、参上だぜ！」

『参上でさぁ！』

　その背中から、一人の少女と多数の男たちがワラワラと降りてくる。

《我も参上である》

　彼女たちを乗せてきた銀色に輝かがやくドラゴンは、ドヤ顔を浮かべていた。

「カッチェちゃん！　皆みんな！　それに、ディービッツ様まで!?　どうして……！」

　突如の登場に、メイは混乱している様子である。

「魔物が妙な動きしてるってんで、王様からオレたちに調査の命令が下ったんだよ。それで、魔物の動きを追っかけてたら……」

《我も同族が挙こぞってどこかに集まりだす気配を感じ、それを追っていてな。道中で眼下に知った顔たちが走っておるのを見つけたので、乗せて行くことにしたのだ》
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　カッチェに見上げられ、ディービッツが頷く。

「デっちんから、エイムが魔王になる気配を感じたって聞いたけど……」

　それまでの笑顔を引っ込め、カッチェは真しん剣けんな表情でエイムを見た。

「……マジ、なんだな」

　エイムは邪悪な笑みを浮かべたまま、カッチェの方に目を向けることさえしていない。

「こっちは、俺と姫さんに任せとけ」

　不安げに瞳ひとみを揺らすカッチェの頭を、桐はポンと撫なでた。

「……あぁ！　アニキと姐あねさんに任せときゃ安心だな！」

　心配を振り払うように、カッチェはニカッと笑う。

「代わりに、魔物どもの相手を頼めるか？　基本はデイテの兵で耐たえられるだろうが、大物が交じるとたぶん奴やつらじゃ荷が重い」

「各個撃破、ってやつだな！　わはは、任せてくれよ！」

　頷いて、カッチェはトリーム団の男たちの方に振り返った。

「最近、調査やら潜入やらばっかで鬱うつ憤ぷん溜たまってんだろ！　発散するいい機会だ！」

　大声で、団員たちを鼓こ舞ぶする。

「行くぞお前らぁ！　戦だぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ！」

『おぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉ！』

　それに団員たちも大音声で応え、統とう率そつの取れた動きで一同駆け出した。

《空は我が引き受けよう。同族の顔を叩たたいて目も覚まさんとならぬからな》

　と、ディービッツも大きく羽ばたき宙を駆けていく。

【全すべては、無む駄だなあがきに過ぎない】

　それらを邪じや魔まするでもなく、魔王はただ無感情にそう言うのみ。

【今度こそは、完全に『魔王』が解き放たれた】

　確かに桐の記き憶おくにある限り、三百年前はここまで魔物の姿も多くなかったはずだ。

　それに、もっと統率も取れていたように思う。

【制せい御ぎよ出来る人格は、もういない】

　魔王は浮かべる笑みこそ相変わらず邪悪なものながら、そう告げる声はまるで神託を伝える巫女みこでも彷彿とさせるような厳かなものだった。

【この世界の生命を全て滅ほろぼすまで、魔王は止まらない】

「なら、無理矢理にでも止めるまでだ」

【魔王を、消しよう滅めつさせるか？　確かに、お前になら出来よう】

「はっ、脳筋かよ。要は、弟子っ子の人格を表に戻せばいいんだろ？」

【仮にそれが出来たとしても、既すでにそれすらも魔王を止める手段にはなりえない】

「だとしても、止めてみせるさ」

【どうやって】

「決まってる」

　キリは、ニッと笑う。

「力技だ」

「……それ、アナタの方が脳筋じゃない？」

　傍かたわらで事を見守っていたメイからツッコミが入った。

【……ならば、やってみるがいい】

　魔王が、桐たちの前まで【黒】を伸ばしてくる。

「……どういうつもりだ？」

　流石に予想していなかった行動に、桐は眉を顰ひそめた。

　しばらく待ってみるも、返事はない。

　ふと、桐はとある可能性に思い至った。

「お前……もしかして、あの魔王なのか？」

　三百年前に一度だけ邂かい逅こうした、あの。

　そして……エイムの、母。

　やはり、問いかけに対する返答はなかった。

「ふっ……まぁいいや」

　そう、今表に出ている人格が何だろうと関係ない。やることは同じだ。仮に今の人格が三百年前のそれだとしても、もう激情に駆られるようなこともなかった。

「姫さん、手伝ってくれるか？」

　メイに向けて手を差し出す。

「バークレイ様にも言われたでしょ？　いちいちそんなこと聞かないで」

　クスリと笑って、手を握にぎってくれた。

「それじゃ、行きましょう」

　そのまま、メイは気負った様子もなく【黒】に触ふれる。

　瞬しゆん間かん、メイと繋つながった桐ごと【黒】に飲み込まれた。










「ぎ、ぐっ……！」

【黒】に触れた瞬間、メイの身体は激痛に苛さいなまれた。

　しかし、ふいにそれが楽になる。

「大だい丈じよう夫ぶかい？」

　後ろから、キリが抱きしめてくれていた。

　あの時のように。

　痛みが和らいでいく。

「弟子っ子がどこにいるか、わかるか？」

「……えぇ」

　一いつ瞬しゆん答えあぐねたが、すぐにエイムが存在する場所を察することが出来た。

　どこをどう解いていけばいいのか、手に取るようにわかった。

　メイの中にいる彼かの王子が、導いてくれる。

　あるいは、エイムの中にいる見知らぬ誰かに手招きされているかのようだった。

　やがて、辿たどり着つく。

　魔王の力の最奥。

　エイムの心の奥底。

　そこに、彼女自身を見つけた。

　全身に、【黒】が絡みつくように纏まとわりついている。

「ししょー、メイさん」

　珍しく、エイムは少し困ったような笑えみを浮うかべていた。

「たぶん、来てくれるような気はしてたです」

　メイたちが来たことそのものに、驚おどろきはないようだ。

「けど、無意味なのです」

　その顔に浮かぶ感情は……諦てい観かん、だろうか。

「表のボクも言ってたです？　一度顕けん現げんした以上、魔王を止めることは出来ないのです。なぜなら、魔王はもう壊れてるです」

「壊れてる……？」

　思ってもみなかった言葉に、メイは眉を顰めた。

「ずっとずっと昔、地上は神様に虐しいたげられてたです。おかーさんの一族は、呪のろいを操あやつる一族だったです。呪いは、神様に対たい抗こう出来る唯ゆい一いつの力だったです。だから、おかーさんたちはとっても皆から感謝されたです」

「呪いを、操る一族……」

　メイは、思わず自身の両手に目を向ける。

　禍まが々まがしい黒い曲線がのたくるように幾つも走っている、呪いを操る手。

「メイさんも、たぶん遠い末まつ裔えいだと思うです。血が薄うすくなりすぎて力が中ちゆう途と半はん端ぱになって、そのせいで魔ま力りよくの流れまで邪魔されて魔法が使えなくなってるです」

「そう……だったのね」

　思わぬところで、長年の悩みの原因が判明した。

　だが、しかし。

「それで、それがさっきの話とどう繋がってくるの？」

　今はそんなこと、どうでもよかった。

　原因がわかったところでどうしようもない話に聞こえたし、何より今のメイは呪いの件も含めて自分自身を受け入れている。受け入れることが、出来ている。

「もう少しだけ、昔話を続けるです」

　メイに向けて、エイムはどこか優しげに微笑ほほえんだ。

「だけど、呪いは生命の負の感情を元に強くなるです。神様から皆を助けるほど、感謝されるほど、呪いの力は弱くなったです。だから……おかーさんは、魔王という装置を作り上げたです。魔王という装置そのものになったです」

　滔とう々とうと語るエイムは、特段何の感情も宿していないように見える。

「魔王は、あらゆる生命を殺したです。そしたら、呪いの力はどんどん強くなったです。ついには、神様を地上から追い出したです。でも、神様はいつまた地上を狙ねらうかわからないのです。魔王は、その時のために魔王であり続けたです。生命を殺し続けたです。呪いの力そのものとなった魔王は、生命の負の感情がある限り消滅することはないのです。でも、おかーさんの精神は何千年にも及およぶ殺さつ戮りくに摩ま耗もうしていったです」

　ゾワリと、メイの背が震えた。

　地上の生命を守るために、地上の生命を殺し続ける。

　あらゆる生命からの憎にくしみを、一身に受けて。

　それを数千年も続けて、心が壊れないはずがないと思った。

「三百年前の時点で、ほとんど限界を迎えてたです。だけど……おかーさんは、おとーさんと出会ったです。ボク的にはあれを出会ったってゆーのもどーかと思うですが、おかーさん的には出会った、らしいのです」

「……おい、ちょっと待て」

　これまで静観の態度を貫つらぬいていたキリが、初めて声を上げる。

「お前の父親っていうのは、まさか……」

「ポスレ、とゆー名前だったらしいです？」

「っ……」

　キリが、天を仰いだ。

「そうか……あの時感じた懐かしさは……そうか……」

　目を手で覆うキリが、どのような感情を宿しているのかはわからない。

「ずっと……繋がってたのか……」

　ただ、その口元は確かに笑みを形作っていた。

「せーかくには、一いつ般ぱん的てきな意味での親子ではないと思うですが。おかーさんの身体からだをベースに、おとーさんの要素がちょっと交ざったのがボクの身体だと思うです。おとーさんの身体は、おかーさんに吸収されちゃったですから」

　そう……キリの記憶を見た今、メイもその場面を鮮明に思い出せる。

　あの時、強い光が生じ……消えたはずだ。ポスレ王子も、魔王も。

「おとーさんは自分を楔くさびにして魔王の呪いを封ふうじようとしたです。結局呪いが強力すぎてそれは叶かなわなかったですが……おかーさんの中で、おかーさんの精神とおとーさんの精神は対話可能になったです。何千年ぶりかに誰かと話して、おかーさんの心は少しだけ落ち着いたです。おとーさんが願ったから、生命を殺すのもやめて適当な古城に引っ込んでおくことにしたです。何千年も生命を殺し続けた呪いはとっても強力で、今いま更さら殺すのやめたところで大した影えい響きようもなかったのです」

　三百年前の戦いで深手を負ったから、魔王はほとんど動けなくなった。一般的にはそう伝えられているが、真相はこうだったというわけか。

「でも、それが問題だったです」

　そこでエイムは、言葉を探すように一いつ拍ぱく置いて視線を左右に動かした。

「おかーさんは、壊れかけだからこそ魔王という装置に徹てつすることが出来てたです。人間らしい感情を取とり戻した状態で、膨ふくれ上がった呪いを制御しきることは不可能だったです。結果……『魔王』が、おかーさんから分ぶん離りしちゃったです。呪いの力の全部と、おかーさんとおとーさんの心の欠片かけらをちょっとずつだけ持って」

　そこでエイムは手を動かそうとしたらしいが、【黒】に阻まれて敵かなわなかった。少しだけばつの悪そうな顔となった後、気を取り直したように表情を改める。

「そうして生まれたのが、ボクなのです」

　恐らく先さき程ほどの手の動きは、自分自身を指そうとしてのものだったのだろう。

「そして、ボクはししょーと出会ったです。あの時のボクは、生まれたばっかりだったです。記憶を失なくしてたんじゃなくて、元々持ってなかったのです」

　ということは、恐らくミック・サーヴァが出会った時の魔王はほとんどその力を失っていたということだろう。なんとも運に恵まれていた男である。

　なんて頭の端で考えていたメイは、ふと疑問を抱いだいた。

「エイムちゃんの生まれについてはわかったけど……それと、最初の話がどう関係してくるの？　魔王が、壊れてるって」

「膨大に膨れ上がって複雑化しすぎた呪いを辛かろうじて制御出来てたのは、壊れかけてたおかーさんが長年の経験と人格の全てを費やしていたからなのです。おかーさんの記憶をちょっとだけ持ってるだけのボクじゃ、制御するのは到とう底てい不可能なのです。ボクが表に出てた間は呪いそのものが沈静化してたから大だい丈じよう夫ぶだったですが、もう全部明け渡わたしちゃったです。後は、全ての生命を殺すまで殺し続けるだけなのです。今は効率よく殺すために魔物を操ってるですが、最終的には魔物も呪いの力で全部殺すです」

　そこまで言ってから、一息ついて。

「だから」

　エイムは笑った。

「ししょー、魔王という存在そのものを消滅させてほしいのです」

　全てを達観しているかのような、綺麗な笑みだった。

「ボクを滅ぼすのは、ししょー以外にありえないのです」

　それは、真実なのだろう。

　恐らく、二つの意味で。

　魔ま王おうという存在を滅ぼすほどの力を持っているのは、キリだけで。

　そして……自身を滅ぼす存在として、エイムは己の師以外を認めないだろう。

「ししょーも元の世界に帰れて、全部ハッピーエンドなのです」

　エイムが心からそう言っていることは、その美しい笑え顔がおを見れば明らかだった。

「……ま、なんというか」

　未まだ天を仰いだままだったキリが、ようやくエイムの方へと視線を戻す。

「一言で言うと、だな」

　キリは、ニッと笑って。

「帰るぞ、弟子っ子」

　今までの話をまるで聞いていなかったかのように、そう言った。

　これには、流石さすがのエイムもキョトンとして目を瞬またたかせていた。

「……でも、ししょー」

「でも、じゃない」

　エイムの言葉をピシャリと遮る。

「ま、色々と言いたいことは無くもないんだ。勝手に人のハッピーエンドを決めんなとか、お前はこの程度の存在が立派な魔王だと思ってんのかとか、そもそも話が長ぇとかさ。だが、まぁ……一番、言っておかなきゃいけないことはこれだろうな」

　腕うでを組んで一人で何度も頷うなずいた後、笑みを深めるキリ。

「不可能、だと？　お前は、こっちがちょっと記憶を失くしてる間に俺おれの言ったこと全部頭から抜ぬけ落おちたのか？　いつも言ってんだろうが」

　次に彼が何を言うのかは、メイにもわかった。

「この世界、大体の事は力技でどうにかなる」

　果たして、キリが口にしたのはメイが思った通りの言葉。

　そして……今や、メイもその言葉に異存はなくなっていた。

「ま、流石に今回は俺だけじゃキツいが……姫ひめさん」

「助けてくれるか？　なんて、今更言うようなら怒るわよ？」

　だから、不敵に笑って返す。

「膨大に膨れ上がって複雑化しすぎた？　それがどうしたっていうの？　どれだけ複雑だろうと……片っ端から『視み』て解いていけばいつかは解き終わるわ。たとえ何日……いえ、何年かかろうともね」

　既に、今口にしたことを実行する覚かく悟ごは決まっていた。

「キミのお母さん一人では、無理だったのかもしれない。もしかしたら、お父さんと二人でも……だけどね」

　キリとエイムの顔を、順番に見る。

「なんとここには、三人もいるのよ。それも、私と、エイムちゃんと、キリ。それなのに、出来ないことなんてあると思う？」

　問いかけると、またもエイムはキョトンとした表情を浮かべてから。

「……あ、ははっ！」

　破顔した。

　先程の、達観したような綺麗な笑みではない。

　メイが慣れ親しんだ、太陽のように輝く元気な笑みだった。

「メイさん、ししょーみたいなのです」

「いいでしょ？　私だってキリの弟子なんだもの」

　もう、ここには諦めている者など誰だれもいない。

　お互いの顔を見合わせば、頼もしい笑みが確認出来た。

「さぁ、エイムちゃん」

「弟子っ子」

　メイとキリが、同時にエイムへと手を差し出す。

　メイは手始めに、エイムに絡みついている呪いを解いた。

　驚くほど簡単に、解くことが出来た。

「はいです！」

　自由になった両手で、エイムはメイとキリの手を取った。

「それじゃ、始めましょう」

　メイは、周囲を『視』て。

　気が遠くなるほどに膨大な過去の清算を始め……否いな。

　無限に広がる未来への扉とびらを、開けた。







とある心象風景一







「やぁ」

「よう」

　再会は、そんな気安い挨あい拶さつと共に始まった。

　桐きりの心は、凪ないでいて穏おだやかなものだ。

「なんか、手伝ってくれてるみたいだな。助かるよ」

　魔王の呪いの解かい析せきを行っていると、時折明らかに桐たち以外の意思が介かい入にゆうしてくる気配があった。それが誰かなど、言わずとも全員が気付いていた。

「そんなの、当然だよ。僕ぼくらが残してしまったものなんだから」

　彼が、苦く笑しようする。

「ねぇキリ、君には本当に……」

「なぁ」

　その表情に申し訳なさそうな色が浮かんだところで、桐は話を変えることにした。

「隣にいるのが、奥さんかい？」

　彼の隣には、一人の女性が寄り添っていた。

　少し癖くせっ毛気味の黒髪も、紅あかく輝く瞳ひとみも、艶つやのある褐かつ色しよくの肌はだも。

　キリがよく知るものと、同じだ。

　初めて彼かの女じよと正対しても、やっぱり桐の心は凪いでいて穏やかなままだった。

「美人さんだな」

　あの子も大きくなったらこんな風になるのかな、なんて想像する。

「奥さん……と、一般的に言える関係かは微び妙みようだけどね」

　少し照れたように、彼が笑った。

　その隣で、女性がペコリと一礼する。

「ま、娘むすめさんのことは任せときな」

　桐は、ニヤリと笑った。

「ちゃんと、立派な魔王にしてやるからさ」

　彼と女性が、キョトンとした顔を見合わせる。

　そして、二人同時に破顔した。

「あの子の教育方針については、全面的にお任せするよ。これまで通り、ね」

　それから、彼はその笑みをイタズラっぽいものに変化させた。

「娘のことだけじゃなく、僕の遠い親しん戚せきに当たるあの子のことも頼たのむよ？」

「ん……まぁ、ぼちぼちな」

　なんとなく、桐は言葉を濁にごす。

「駄目だよ？　いつまでも曖あい昧まいな態度を取っていちゃ。大体君は、リブル姫の時も……」

「おいおい、こんなとこまで来て説教は勘かん弁べんしてくれよ」

「君がしっかり返事してくれたら説教なんてしないよ」

「はいはい、任されましたよ。姫さんのことも……いずれは、な」

「また、そうやって先延ばしにする」

　呆あきれた調子の彼に、桐は苦笑と共に両手を上げて降参を示した。

「………………」

「………………」

　しばし、沈ちん黙もくが訪おとずれる。

「……いざ会ってみると、意外と話すこともないもんだな」

「そんなものだよ」

　お互たがいに、笑い合った。

　彼と女性の姿が、徐々に薄くなっていく。

「今度こそ本当にさよならだ、キリ。最後に、ちゃんとお別れが言えて良かったよ」

「あぁ……さよなら」

　桐も、微笑んで別れを告げることが出来た。

「ポスレ」

　消えゆく彼に、呼びかける。

　最後に、これだけは伝えておかなければならなかったから。

「この世界に呼んでくれて、ありがとう」

　彼は、一いつ瞬しゆん酷ひどく驚いたような表情となった。

　けれど、すぐにそれを満面の笑みに変えて。

「この世界に来てくれて、ありがとう！」

　そう言い残して、消えていった。

「……本当にありがとう、ポスレ」

　一人残された桐は、もう一度そう呟つぶやく。

　もちろん、笑ったままだ。

　涙なみだを流す理由なんて、もう一つもない。







第八章　座り込み賢者の冗じょう句く微び笑しょう







　ピタリと魔物たちの進行が止まった。

　かと思えば、これまで一直線にデイテの方へと向かってきていたのが幻まぼろしだったかのように、魔物たちは徐じよ々じよに思い思いの方向へと散り始める。その後も暴れ続ける個体もいたにはいたが、どちらかといえばそちらが例外。大半の魔物は、「なんでこんなとこにいるんだっけ……？」とでも言いたげな態度に見えた。

　こうして、残りの戦いはただの掃そう討とう戦せんの様相を呈ていすることとなったのである。

　それについても、粗あら方かた片付け終えて。

「あいつら、急に逃にげてったけど……どうしたんだ……？」

　バークレイの元に戻もどってきたカッチェが、不思議そうに首を捻ひねる。

「さての。じゃが、中で何かが起こったのは確かじゃろう」

　と、バークレイは傍らの【黒】を睨にらむ。エイムごとキリとメイを飲み込んだ球状のそれは、伸縮するようなこともなくただ静かにそこに佇たたずむのみ。

「……エイムたち、帰ってくるんだよな？」

　不安げに、カッチェがバークレイを見上げる。

「当然じゃ」

　断言するバークレイだが、その表情はいつも以上のしかめっ面つらだ。

《ぬははは！　心配するでない、人の子らよ！》

　上空から、笑い声と共にディービッツがズンと地に降り立つ。

《今のキーりんは、我と出会った時とは違ちがう。そう、わかっているのだろう？》

「……あぁ、そうじゃな」

　キリとディービッツが出会った時のことをバークレイは知らないが、こんな風に言うということは恐おそらくその時のキリは三百年前とそう変わらない姿だったのだろう。

　であれば、確かに今のキリは違う。

　記憶を取り戻した後に見せていた表情は、かつて彼がポスレを失う前に見せていたような……否。あの頃ころよりも、もっと前向きなものだった。

　だから。

「帰ってくるに、決まっておる」

　しかめっ面をほんの少しだけ緩ゆるめて、バークレイはドカッとその場に腰こしを下ろした。

「お主らは、いつまでもここに留とどまっておるわけにもいくまい？　アヤツらが帰ってきたら連絡してやるから、今は行くが良い」

《ぬははは！　確かに我がここにいては混乱を招こう！　魔王なんぞに操られた同族に説教もせねばならぬしな！　キーりん帰還の報告、待っておるぞ！》

　あっさりとバークレイの言葉を受け入れた様子で、ディービッツは羽ばたき始める。

　そのまま宙に浮かんだかと思えば、あっという間に空の彼方かなたへと飛び去ってしまった。

「確かに、オレたちも王様に報告に行かないとなんだけど……」

　一方こちらは明らかに未練が残っている様子で、カッチェ。

「じーちゃんは、どうするんだ？」

「待つ」

　その問いかけに、バークレイは一言で答える。

「待つって……そこで？」

　カッチェは、パチクリと目を瞬かせた。

「木き妖よう精せいは、大地と繋がってさえおれば何年食わずとも問題ないからの」

「か、帰ってくるまでにそんなに時間がかかるってこと……!?」

「わからん……が」

　ふっ、とバークレイは笑う。

「流石のアヤツも、また三百年も待たせるようなことはあるまいよ」

　それが珍めずらしいバークレイの冗句だと気付いたのか、カッチェは軽く驚き顔となった。

「……そっか」

　しかしすぐに表情を改め、口元に笑みを浮かべて【黒】へと目を向ける。

「オレも、いつまでだって待ってるけどさ……オレがばーちゃんになった頃になってようやく、なんてのは出来ればやめてくれよな。アニキ、姐あねさん……エイム」

　そう言って【黒】から視線を外し、カッチェはふとした調子で空を見上げた。

　彼女に倣ならって、バークレイも頭上を見やる。

　つい先程まで魔ま物もので覆われていたとは思えない、抜けるような青空。

　待つには、良い日ひ和よりだった。







とある心象風景二







「おかーさんと……おとーさん、です？」

　エイムの目の前には、一組の男女がいた。

　優しげな男性と、鏡を覗のぞき込んだ時に映る自分の姿にどこか似た女性。

　二人は、エイムの問いにゆっくりと頷く。

　ずっと自分の中にいたはずなのに初対面というのも、不思議な感覚だ。

「二人とも、消えるです？」

　自身に溶とけ込んでいた欠片の気配が、日に日に薄くなっていることには気付いていた。

　今度の問いにも、二人はゆっくりと頷く。

「そーですか」

　特に感慨はなかった。先日、母の首が消滅していくのを見送った時と同じく。

　その……はず、だった。

　そう、思っていた。

「あ、れ……？」

　なのに、いつの間にかエイムの両目からは熱い涙なみだが止めどなく流れていた。

　その時になって、ようやく気付く。

　ずっと、師と一いつ緒しよだから寂しくないのだと思っていたけれど。

　それだけじゃ、なかった。

　自分の中にずっとずっと二人がいてくれたからこそ、寂しくなかったのだ。

「お、おどーざん……おがーざん……」

　しゃくりあげながら、二人を呼ぶ。

　初めて、本当の意味で二人のことを呼ぶ。

　初めて、本当の意味で向かい合う。

「あ、ありが……どう……今まで……ありがど……」

　初めて、礼を言う。

「ずっとずっど……あり、がどう……でじだ……」

　ズビズビと鼻を鳴らしながら、みっともなく礼を言う。

　二人は、少しだけ困った風に笑っていた。

　あぁ、駄だ目めだ。

　これでは、駄目だ。

　泣いたままじゃ、二人は安心して消えることが出来ない。

「う、ぐ……うぅ……！」

　唸うなりながら無理に涙を止めようとするエイムに、二人は心配そうに手を伸ばしてきた。

「だいじょぶです！」

　それを、声で押おし止とどめる。

「だいじょぶ……なのです」

　そう、大丈夫だ。

　二人が消えてしまうのは、やっぱり寂さびしいけれど。

「ボクは……一人じゃ、ないのです」

　ずっと一緒に過ごしてきた、師がいる。

　頼たよりになる、お姉さんがいる。

　料理の上手な、お爺じいちゃんもいる。

　一緒に笑い合える友達だっている。

　だから、大丈夫なのだ。

「おとーさん、おかーさん」

　改めて、二人を呼ぶ。

「今までずっと一緒にいてくれて、ありがとです」

　今度こそは、笑顔で。

「ずっとずっと見守っててくれて、ありがとです」

　無む理り矢や理りに作ったものではない、自然に浮かんできた笑みだ。

「ボクを生んでくれて、ありがとです」

　二人にとっては、エイムが生まれたのは想定外だったのだろう。

　それでも。

「ボクは、この世界に生まれてきて良かったのです」

　エイムは、心からの感謝を伝えたかった。

「全部全部、ありがとです……だから」

　二人も、ようやく安心したように笑ってくれた。

　だから。

「さよなら、です」

　笑顔で、別れを告げた。

　涙を流す理由なんて、もう一つもない。







第九章　カンスト勇者の超魔教導オーバーレイズ







「はっはっはっ、まさかマジで年単位で時間経過してたとは思ってなかったよなー」

　キリの快活な笑い声が響ひびく。

「まったく……散々待たせた上に、ケロッとした顔で帰ってきおって」

「いやいや、じーさんがすぐそこにいたからそんな経たってないと思うじゃん？」

「すみません、バークレイ様……まさか、ずっとあそこで待っていただいていたとは」

「ごめんなさいです、おじーちゃん」

「……構わん。帰ってきたのじゃからの」

　旅路の空は、快晴。

「小こ娘むすめとあのドラゴンもちょうど来ておったし、機としては悪くなかったじゃろう」

「カッチェさん、大人のじょせーになっててビックリしたです！」

「お母さんに似て、美人だったわね」

「言葉遣いとか笑い方とかはチビっ子の頃から変わってなかったけどな」

　カッチェやディービッツとの再会を思い出し、一同微笑みを浮うかべた。

「……して。お主ら、これからどうするつもりなんじゃ？」

「ははっ、変わらねーさ」

　キリの笑えみは、ニヤけるような如何いかにも軽けい薄はくなもの……では、ない。

　もう、その仮面の下に感情を押し込める必要はなくなったということだろう。

「ボクが立派な魔王になるために旅をするです！」

　こちらは今までと変わらない、太陽のように明るい笑顔。

「……弟で子しっ子。確かく認にんだが」

　ふと、キリの表情が真しん剣けんな色を帯びた。

「こっからは、お前は好きに生きればいい。もし、俺に義理立てしてるんなら……」

「ししょー」

　エイムは、笑顔のままだ。

「ボクは、ししょーのことが大好きなのです。ボクを鍛きたえてくれたこと、色々と教えてくれたこと、全部全部感謝してるです。それはずっとずっと変わらないのです。でも」

　一いつ旦たんそこで言葉を切って、自分の胸に手を当てる。

「もう、ししょーのために生きてししょーのために死ぬのはやめるです」

　そう口にする彼女の表情は、今までよりどこか大人びて見えた。

「ししょーを言い訳にして、何も考えないでいるのはやめるです」

　そしてそれは同時に、確たる決意を感じさせるものでもあった。

「だから……ボクは、ボクの意思で魔王になるです」

　彼女の中で出会った誰かたちを彷ほう彿ふつとさせる顔立ち。

「おかーさんの生きた時間を、おとーさんの献身を、無む駄だにはしないのです」

　その顔を、しばらくじっと見つめて。

「……ふっ」

　キリもまた、笑った。

「なら、神でも何でもぶっ殺せるくらい強くならないとな」

「はいです！　命を奪うばわなくても、神様くらいぶっ殺せるようになるです！」

　物騒なことを言いながら笑い合う師し弟てい。

「俺も、神とやらには借りがあるしな」

　キリの笑みが、獰どう猛もうな肉にく食しよく獣じゆうのような気配を帯びる。

「この世界に来たこと自体に後こう悔かいはねぇが……あの胡う散さん臭くさい面はとりあえずぶん殴なぐる」

　彼かれが指しているのは、世界を渡った際に会ったと言っていた神様的存在というやつか。

「つーわけで、俺らはこれから神的なアレに喧けん嘩かを売りに行くための旅に出るわけだが」

　表情を改めたキリが、バークレイへと目を向けた。

「フン、そんな存在がいるならワシも張り手の一つでもかましてやりたいからの」

　事もなげに言って、バークレイは鼻を鳴らす。

　恐らく彼は、行き先がどこだろうとキリたちと旅路を共にするつもりだろう。

「……姫さんは」

　キリが、今度はメイの方へと視線を向けてきた。

　その目には、どこか迷いが見て取れる。

「ここで降りた方が、いいと思うんだが？」

　それは、キリの気き遣づかいなのだろう。

　実際、他の顔触れと比べてメイの力量は明らかに劣っている。

　寿命だって、文字通りの人並みだ。

　それでも。

「私も、行くわ」

　メイは、迷いなく言い切った。

「アナタが神を斬きりに行くというのなら、私はそのための剣けんとなりましょう」

　それは、メイの誓ちかいだった。

　今のメイでは、大たい言げん壮そう語ごもいいところ。

　だが、いつか必ずその領域に至らんとする意志と共に。

「そのために、この生涯を捧げます」

　プロポーズのようにも聞こえる言葉を口にする。

　事実、メイはそのような意味も込めていた。

　一生ついていくのだと。

　少しだけ、頬ほおが熱を持つ。

　それを自覚しつつ、キリの目を真っ直ぐ見たまま視線は外さない。

　しばし、キリとじっと見つめ合って。

「……まぁ、頼まれちゃったしなぁ」

　ふと視線を外したキリが、苦笑気味にそんなことを呟いた。

「厳しい戦いになるかもだぜ？」

　それから、もう一度メイの目を真まっ直すぐ見て最後の確認とばかりに問うてくる。

「えぇ、だから」

　メイは、大きくそれに頷いて。

「しっかり私のことを鍛えてよね？　お師し匠しよう様？」

　ウインク一つ、イタズラっぽく笑った。










　結局一つも欠けることなく一緒に歩き出した四つの影かげを見ながら、桐きりは思う。

　最初の旅立ちは希望と共に始まり、絶望と共に幕を閉じた。

　三年前の旅立ちは、世界から忘れ去られた二人の行く当てもないものだった。

　バーキャ王国の騒動を収めての旅立ちは、未だ偽りの笑みと共にあった。

　そして、この世界での四度目となる誰かとの旅立ちを迎えて。

　まるで最初の旅立ちの時のように、桐の気分は高こう揚ようしていた。

　だが、今度こそはその果てを絶望に塗ぬり潰つぶされはすまい。

　そんな決意を胸に秘めた……ところで、メイに肩かたをポンと叩かれた。

　彼女は、穏やかに笑っている。

　どうやら、気負っていたのがバレたらしい。

　嗚呼ああ、そうだ。







[image: ]







　今回は、今までのいずれの旅立ちとも違う。

　力を手に入れた。

　そして、信しん頼らいの置ける仲間がいる。

　今の桐の力でさえも、神とやらには及ばないかもしれない。

　だが、それならば更さらに強くなるだけだ。

　三百年に及およぶ鍛たん錬れんで、桐は自身を限界まで鍛えたと思っていた。

　だが、それはたった一人で鍛錬した結果に過ぎない。

　隣となりに立ってくれる仲間と一緒なら、更なる高みにまで到れると確信していた。

　自らで限界と定義して閉ざしてしまった、可能性を超こえて。

　そう……カンストの向こう側にだって、到とう達たつしよう。







あとがき







　どうも、はむばねです。

　無事三巻でもお会い出来ましたこと、大変嬉しく思います。

　これも、応援してくださっている皆様のおかげです。

　心より御礼申し上げます。




　……えー、さて。

　ここから先は、本編の重大なネタバレを含みます。

　未読の方は、本編読了後にこの続きを読んでいただくことをお勧め致します。










　よろしいですか？

　では、ここからは本編読了後であることを前提に書きますよ？




　というわけで……。

　既に本編を読んでいただいたということは、お察しいただけているかと思いますが。

　本作『カンスト勇者の超魔教導』は、この三巻にて完結となります。二巻のあとがきにて『これから始まっていく物語』などと書いておきながら、誠に恐縮でございます。

　しかしながら。考えていた、ミニマムでの着地点には無事落ち着けられたかな……と。作者としては、そう考えております。これも、三巻まで辿り着かせていただいた皆様の応援のおかげでございます。改めまして、誠にありがとうございます。

　もし、このあとがきを読んでいる段階で本編未読の方がいらっしゃいましたら。

　彼ら彼女らがどんな場所に至ったのか。

　是非とも、本編にてご確認いただけますと幸いです。




　さて、最終巻ですしもう少し本作について語ってみますと。

　本作は、私が今まで書いてきた中でも最も細かい部分にまでこだわった作品だと思っておりまして。どの言葉で改行されるのか、どの言葉でページが捲られるのか、といった部分についても結構気を使っているつもりです（他の作家の皆様からすれば、そんなもん普段から当たり前にやっとるわい、と言われてしまうかもしれませんが）。

　また、そういったとこころにこだわっているからこそ仕込める仕掛け的なものもございまして。一巻の例の見開きなんかはわかりやすい部分かと思いますが、この巻でもそういう仕込みを入れていたりします。もっとも、そのせいで担当様には余計なお手数をかけてしまっており誠に恐縮ではあるのですが……。




　ま、それはそうと（適当）。

　次に、名前についてのお話です。

　もしかすると、既にお気付きの方もいらっしゃるかもしれませんが。本作における人物名は、ＤＢＭＳ（データベース管理システム）の名前から取っておりまして。

　例えば、高関桐というのは『高速機関』と『桐』、メイ・スキュールは『ＭｙＳＱＬ』、エイムは『ＡＩＭ』、バークレイは『ＢｅｒｋｅｌｅｙＤＢ』、などなど。それぞれ、そういった名前のＤＢＭＳがございますので。ちょくちょく読み方などを変えつつ、人物名っぽくしているわけですね。一応私はＳＥ的存在でもありますので、そっちの知識から引っ張ってきてる感じです。

　なんか、こだわってるって話の次にものっそい適当な感じの話が出たな!?

　いや、一応これもＤＢＭＳの種類を考慮していたりと色々と考えてはいるんですけどね……エイムのように、ダブルミーニングを持たせている場合もありますし（ちなみにエイムについてはダブルというか、更に他の文字を充てることも考えていたのですが、結局本編では出せませんでしたね。完全に余談ですが）。

　また、国名についてはデータ型（例えば、バーキャ王国はｖａｒｃｈａｒ）から取っていたりと、名詞の種類によって元ネタ（？）が異なったりしますので、もしご興味のある方は色々と探してみていただければと思います。




　と……なんだかんだと書いている間に、紙面も埋まって参りましたね。

　最終巻だというのに、なんか締まらない感じのあとがきで恐縮です。

　まぁ、これはこれで『らしい』かなということで。

　そろそろ、謝辞に入らせていただきます。

　青乃純尾様、最後まで大変素晴らしいイラストを誠にありがとうございました。私の頭の中のフワッとしたイメージを、常に完璧以上のクオリティで出力していただきました。

　担当Ｔ様、ページ調整だなんだと最後までお手数をおかけしまして恐縮です。一緒に本作を作り上げていただきまして、誠にありがとうございました。

　その他、お世話になりました方全てのお名前を列挙するわけにも参らず恐縮ではございますが。本作の出版に携わっていただきました皆様、普段から支えてくださっている皆様、そして本作を手にとっていただきました皆様に、心よりの感謝を。




　それでは、またお会いできることを切に……マジで、切に願いつつ。

　今回は、これにて失礼させていただきます。
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